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第1章－はじめに 

Scope-Proは、米国Media Cybernetics社で開発された最新の顕微鏡制御モジュールで、

同社が開発した画像解析ソフトImage-Pro Plusのプラグインモジュールとして動作し

ます。Scope-Proソフトウェアには、以下の製品が含まれます。 

Scope-Pro ―― Image-Pro Plusでのご使用の顕微鏡のコントロールおよびプログラミ

ングを可能にします。Scope-Proを使用すると、シャッターやスライダー、

フィルタホイール、ランプ、絞りを制御するコンポーネントや、他の顕微鏡

ハードウェアをインストールできます。 

Stage-Pro ―― Image-Pro Plusを使っての3軸電動式顕微鏡ステージのコントロールお

よびプログラミングを可能にします。 

注記：ソフトウェアのインストール時に、Scope-ProとStage-Proの単独/併用を選択し

ます。ご使用の顕微鏡が電動ステージを備えていない場合は、Stage-Proは必要ありま

せん。 

 

マニュアルの使い方 

このマニュアルでは、Scope-Pro および Stage-Pro の両方について必要な情報を

提供します。 

 

第2章 ― Scope-ProおよびStage-Proの製品の特徴、システム要件について記

述します。インストレーションについては別紙をご参照下さい。 

第3章 ― Scope-Proと併用する顕微鏡のコンフィギュレーションについて必要

な情報を提供します。 

第4章 ― Scope-Proユーザインターフェースに表示される各タブダイアログに

ついて説明します。 

第5章 ― 顕微鏡をコントロールする様々なAuto-Proマクロについて説明しま

す。 

第６章 ― Stage-Proを初めて使用する場合に必要な情報を提供します。電動ス

テージを使用するときは、この章をご覧ください。 

第7章 ― Stage-Proのユーザインターフェースでの各タブダイアログについて説

明します。 

第8章および第9章 ― 電動ステージの制御に使用する様々なAuto-Proマクロに

ついて説明します。 
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第2章 － Scope-Proの特徴 

Scope-Pro（Ｉmage-Pro Plus用顕微鏡コントローラモジュール）は、顕微鏡の動作を

Image-Pro Plusを使って制御・プログラミングするために使用します。 

また、Scope-Proはシャッターやスライダー、フィルタホイール、ランプ、絞りなど

色々なコンポーネントやその他の顕微鏡ハードウェアをインストールおよび構成する

ことができます。 

Scope-ProはStage-Proの機能を共用し、3軸電動式顕微鏡ステージをコントロールする

ことができます。実際に目で見ながら操作する手間を省き、顕微鏡をパソコンから完

全に制御する環境を提供します。さらに、反復動作をマクロに記録することにより、

自動化することができます。この機能を利用して、広い視野から大きな高解像度の一

枚の画像を作成することもできます。Stage-Proコンポーネント（Scope-Proと同時ま

たは後日いつでもインストールできます）で、電動ステージおよびZ軸フォーカスコ

ントローラをコントロールおよび選択、インストールすることができます。 

顕微鏡とステージの両方の反復操作をマクロに記録し、自動化することができます。 

 

製品の特徴 

Scope-Proモジュールは、以下の機能を提供します。 

◆ 業界最先端の顕微鏡をサポート 

◆ 対物レンズ、フィルタホイール、シャッター、ランプおよび他の顕微鏡ハード

ウェアの容易かつ正確な制御 

◆ オートフォーカス回路を備えたハードウェア上でのオートフォーカス処理をサ

ポート 

◆ Image-Pro PlusマクロあるいはVisual Basic(TM)プログラムから顕微鏡を駆動す

るためのファンクションコールセット 

  

システム要件 

Scope-Proをインストールして使用するためには、以下の機器とソフトウェアが必

要です。 

◆ Image-Pro Plusバージョン4.5（ないしそれ以上）で構成されたPentium CPU

（120MHzないしそれ以上）のシステム。Image-Proに必要なハードウェアおよ

びソフトウェアについては「Image-Pro Plusインストレーションマニュアル」

を参照して下さい。 

◆ 次のハードウェアコントローラのうちいずれかを備えた電動式顕微鏡： 

- Leica DMRXA 顕微鏡  
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- Ludl Biopoint ステージコントローラ  

- Ludl Mac 2000/2002 ステージ用コントローラ、フィルタホイールおよび

シャッター 

- Maerｚhauzer /ITK Multicontrol 2000 

- Maerｚhauzer LStep ステージコントローラ 

- Nikon E1000/E1000M 顕微鏡 

- Nikon RFA フォーカスアクセサリ 

- Olympus Provis AX-70/80 顕微鏡 

- Prior H128 or H129 シリーズ ステージコントローラ 

- Prior Optiscan ステージコントローラ 

- Sutter Lambda 10-2 フィルタホイールおよびシャッター 

- Vincent Associates シャッター 

- Zeiss Axioplan2 顕微鏡 

- Zeiss MCU-27 ステージコントローラ 

 

他の型の顕微鏡もサポートする予定です。 

現在サポートされていないか、または電動式でない機能は手動コンポーネントと

して使用できます。 

 

Scope-Proのインストール 

Scope-Proのインストール方法については、別紙をご参照下さい。 
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第3章 － Scope-Proのセッティング 

 

この章では、初めて顕微鏡モジュールを使用する場合の開始手順を説明します。 

Scope-Proコマンドを選択する前に、全ての構成コントローラが確実にパソコンおよび

電源に接続していること、必要であればセットアップが済んでいるかを確認します。

セットアップ手順については、メーカーの操作マニュアルを参照してください。全て

のハードウェアを接続した後、Image-Pro Plusを起動してAcquire（取り込み）メニュー

を選択します。 

重要：Scope-Proを起動する前に、お使いのパソコンで通信ポートのフロー制御を設定

してください。（コントロールパネルにあるシステムのデバイスマネージャでボート

を選択します。）この設定は使用する顕微鏡によって異なります。顕微鏡のマニュア

ルで確認するか、または顕微鏡メーカーにお問い合わせ下さい。 

セットアッププログラムでご使用のシステムにあるハードウェアコンポーネントを指

定しますが、さらに構成の詳細について入力する必要があります。 

コンフィギュレーションを完了するのに必要な情報は、以下の通りです。 

◆ 各コントローラへ接続しているパソコンのシリアルポート。また、各コントロ

ーラについて通信パラメータを設定する方法、スイッチ設定でパラメータを変

更できる場合は実際の設定等を確認する必要があります。 

◆ 他のコントローラ特有の設定、例えばカードスロットやアドレス、コンポーネ

ントタイプ（フィルタホイールの型、あるいはフィルタホイール位置の数値）

等。 

この章の前半ではScope-Proシステムのコンフィギュレーション完了プロセス、後半で

は異なるタイプの各コンポーネント構成に使用する一般的なコントロールについて説

明します。 

セッティングで最も重要なのは、シリアルポートです。各コントローラについてそれ

ぞれ異なるシリアルポートが必要ですが、全てのコントローラがデフォルトでは

COMM１シリアルポートに設定されます。ケーブルを確認して、各コントローラにつ

いて正しいポートを指定し、必要であれば他方のシリアルポート設定も確認してくだ

さい。 

 

Scope-Proの起動 

Scope-Proモジュールの開始手順は、以下の通りです。 

１．Image-ProのAcquire（取り込み）メニューからScope-Proコマンドを選択します。 

Scope-Proは、新規にインストールされた未構成のコンポーネントを検索します。

初めてScope-Proコマンドを起動する場合Scope-Proコンポーネントは未構成なので、

次ページ図のConfigureタブを用いてコンポーネントを構成する必要があります。 
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Configureタブからは、手動でScope-Proを構成するか、Configuration Assistant（構成

操作の補助）を使用するかを選択できます。 

 

2． 各コンポーネントの構成を行います。 

以下の章で説明しますが、インストールした各コンポーネントはそれぞれ独自のコ

ンフィギュレーションコントロールを持ち、それらはConfigureタブに表示されます。

Configuration Assistantを使用すると、Configure Component（コンポーネント構成）

ドロップダウンリストから各コンポーネントを選択し、各コンポーネントについて

正しく（少なくとも妥当に）設定されているかを確認します。 

注記：ここからは、Configuration Assistantを使用しての構成手順を説明します。

Configuration Assistantを使用せずに手動でScope-Proを構成する場合は、3-8ペー

ジ「コンポーネントの選択」の項へお進み下さい。 

Configuration Assistantボタンをクリックすると、以下の一連のダイアログボックス

が表示されます。 

 

Configuration Assistantを使用して、Scope-Proをインストールした時に選択したコン



Scope-Pro のセッティング – Scope-Pro の起動 

Page 3-3 

トローラのセットアップ、および各コントローラのコンポーネントの初期化を行い

ます。NextボタンをクリックしてConfiguration Assistantを続けます。 

 

コンフィギュレーションの最初の段階で各コントローラとの通信手段を設定しま

す。各コントローラについての通信コンフィギュレーションは、各コントローラに

ついてのConfigure Componentリストにある最初のコンポーネントのConfigureタブ

に表示されます。Configuration Assistantを使用すると、Scope-Proセットアップ時に

インストールした各コントローラについてConfigure Communications（通信手段の構

成）ダイアログが表示されます。またScope-ProのConfigureタブに選択した適当な

コンポーネントを表示します。 

 

適当なコンポーネント設定を選択し、Configuration AssistantダイアログのNextボタ

ンをクリックします。自動的に次の構成項目が選択されます。 

注記：上の例では、Configureタブにあるシャッターコンポーネントのコントロール

を表示しています。第4章で各タイプのコンポーネントの異なるコントロールにつ



Scope-Pro ユーザーマニュアル 

Page 3-4 

いて説明します。 

各コントローラについて通信手段を設定した後、各コンポーネントのデフォルトコ

ンフィギュレーションを使ってScope-Proを試用するか、またはコンフィギュレー

ション操作を続けるかを選択するオプションが表示されます。 

 

デフォルトのコンフィギュレーション設定でScope-Proを試用する場合は、

ConfigureタブのOKをクリックします。"configuring Scope-Pro"のメッセージが表示

されます。 

試用が終了すると、Scope-Proがエラーを点検します。エラーが検出されるとエラ

ーメッセージが表示され、Configureタブに検出されたコンポーネントが表示されま

す。Configuration Assistantを使用している場合は、考えられるエラー原因を示すダ

イアログが表示されます。 

CancelをクリックしてConfiguration Assistantを終了するか、Nextをクリックして

他のコンポーネントの構成を行います。 

選択後、Configuration Assistantで次の対物レンズの構成に移ります。  

 

再度、Configureタブが表示されます。 
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注記：各コンポーネントの構成に関するオプションの詳細については、第4章の対

応する項目をご参照下さい。 

 

次に対物レンズに名前をつけます。 

 

Nextをクリックして続けます。次の構成コンポーネントは、フィルタホイール（イ

ンストールされている場合）になります。 

 

Configureタブに、セットアップ時に選択したフィルタホイールが表示されます。 

フィルタセットおよびにインストールしたフィルタに対応するフィルタホイール

に名前をつけます。 
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Nextをクリックして続けます。 

Configuration Assistantを使って、コンデンサ（インストールしている場合）をセッ

トアップします。 

 

Configureタブでコンデンサコンポーネントが表示されます。 

Configuration AssistantダイアログのNextをクリックして、コンデンサの設定を命名

および保存します。 

コンデンサ設定は、使用可能な位置番号で保存することができます。 
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Configuration AssistantのNextをクリックして続けます。 

コンフィギュレーションの完了を示すダイアログが表示されます。 

 

3． ConfigureタブのＯＫをクリックします。 

Scope-Proは各コントローラコンポーネントを初期化します。全てのコンポーネントに

ついて初期化が終了すると、Scopeタブが使用可能になり、Scope-Pro使用に進むこと

ができます。 
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コンポーネントの選択 

Scope-ProのConfigureタブおよびConfiguration Assistant（構成操作の補助）は別個に

インストールした各コンポーネントの構成をサポートします。Configureタブをクリ

ックして、Configure Component（コンポーネント構成）を選択します。一度に構成

できるコンポーネントは一つで、Configureタブにそのコンポーネントの構成に適当

なコントロールが表示されます。Configureタブが選択されると下図のような表示に

なります。 

 

インストールされたコンポーネントは、タイプ別にConfigure Componentドロップダ

ウンリストに表示されます。各コンポーネントの名前は、コンポーネントのコント

ローラを特定し易いようにメーカー情報を含んでいます。リストでコンポーネント

を選択すると、そのコンポーネントの持つコンフィギュレーションコントロールが

Configureタブの下の部分に表示されます。各コンポーネントタイプについての項を

ご参照下さい。 

Configuration Assistantボタンをクリックすると、前項「Scope-Proの起動」で記述

したように関連タブにある項目について表示されます。 

全てのコンポーネントについて構成し終わったら、OKボタンをクリックします。

Scope-Proが初期化を始めます。（下記「コンフィギュレーション手順」の項をご

参照下さい。） 

About Driver（ドライバについて）ボタンをクリックすると、現在選択されている

コンポーネント用のドライバ情報を含むダイアログが表示されます。 

 

コンフィギュレーション手順 

Scope-Proを起動すると、必ず構成された全コンポーネントの初期化を行います。

何らかの原因で初期化ができない場合、Configureタブが表示され、Scopeおよび

Acquire/Focusタブがグレイ表示（使用不可）になります。 

最初はいずれのコンポーネントも構成されていないので、Scope-Proがメッセージ

を表示します。各コンポーネントを構成する必要がありますが、Scope-Proおよび

個々のコンポーネントはできるだけ容易に構成できるように設定されています。 

特定のコントローラからコンポーネントを初めて構成する場合、必ず全コントロー

ラコンポーネントについての構成可能な全パラメータがデフォルト化されます。ほ

とんどの場合、これによって操作を迅速に行い、ユーザはコントローラの通信パラ

メータの設定あるいは確認だけで済みます（3-10ページ「シリアルポートコンフィ

ギュレーション」参照）。 

これらのデフォルトコンフィギュレーションにより作業は迅速化されますが、多く
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の場合実際のコンフィギュレーションが十分には反映されず、コントローラのコン

フィギュレーションがデフォルト化される度にメッセージが表示されます。後述す

る特定コンポーネントについての説明を参考にして、コンフィギュレーションの改

善や、異なるコンフィギュレーションを扱ったり実験室で行われる試験を実行する

場合のヒントを得ることができます。 

全てのコンフィギュレーションを完全にデフォルト化するには、セットアップでの

各コントローラから少なくとも一つの単独コンポーネントを選択する必要があり

ます。例えば、自動化された顕微鏡と独立したシャッターまたはフィルタホイール

をお持ちの場合、各コントローラの最初のコンポーネントを選択すると、これは全

コンポーネントパラメータをデフォルト化します。各コントローラの第一コンポー

ネントを選択すると、各コントローラについてシリアル通信パラメータを確認でき

ます。この場合コントローラは2個あり、いずれもデフォルトでCOMM1が設定され

ますので、少なくとも一方を変更する必要があります。 

全コンポーネントについて正しく構成し終わったら、OKボタンをクリックします。

前述同様に、Scope-Proが全コンポーネントについて初期化を行います。もし、何

らかの原因で初期化に失敗した場合は、Scopeタブはグレイ表示のままで最初のコ

ンポーネントについてのコンフィギュレーションタブが表示されません。 

インストールされた全コンポーネントについての構成および初期化が完了すると、

Scopeタブ（第４章参照）が表示されます。コンフィギュレーションを変更する場

合、例えば対物レンズやフィルタを追加したり変更したりする場合など、いつでも

Configureタブに戻ることができます。 

 

ユーザ定義名 

Configureタブで、コンポーネントおよびその位置や設定についてのユーザフレンド

リな名前を指定できます。例えば、各フィルタホイールに、その光路での位置から

容易に判断できるようなわかりやすい名前を付けることができます。各フィルタホ

イールの位置をインストールした特定のフィルタで命名したり、各対物レンズをそ

の型や倍率で命名することができます。ユーザ定義名は現在60文字までに制限され

ています。 

コンポーネントによっては、それらのサブコンポーネント（フィルタホイールにイ

ンストールされた特殊フィルタ、対物タレット内の特定の対物レンズなど）は実験

の必要性に応じて、コンフィギュレーションを変更することができます。これらの

コンポーネントについては、異なるフィルタホイールまたは対物レンズセット名で

のコンフィギュレーションに対応する、それぞれのフィルタあるいは対物レンズ名

を保存することができます。この方法で保存されたコンフィギュレーションは、全

て後日容易に再呼び出しすることができます。さらに、Scope-Proはご使用のフィル

タや対物レンズセットに使用しているフィルタおよび対物レンズのマスターリスト

を累積しますので、後日それらを容易に選択することができます。 

 

Initialize Microscopeボタン 
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多くのコンポーネントのConfigureタブには、Initialize Microscope（顕微鏡の初期化）

またはInitialize Controller（コントローラの初期化）ボタンがあります。コントロー

ラについて実際にインストールされているアクセサリやそれらの特徴を確認する

場合に、このボタンを使用します。 
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このボタンを使用して、いくつかのステージでコンポーネントを構成します。 

◆ コントローラの第一コンポーネント用のConfigureタブで、使用するポートに

対応する全シリアル通信パラメータやコントローラのスイッチ設定を設定し

ます。 

◆ 全ての付属品が移動可能でロックされていたり、障害物がないかを確認し、

Initialize Microscope（またはInitialize Controller）ボタンをクリックします。 

◆ 初期化が上手くいかない場合は、ケーブル接続と通信パラメータを確認しま

す。 

◆ このコントローラで制御されている残りのコンポーネントを選択し、それぞ

れコンポーネント固有のパラメータを確認します。コントローラから決定さ

れるものは全てデフォルト設定に使用できます。 

◆ 以上が終了したら、OKをクリックします。 

 

マニュアルコントロール 

多くの顕微鏡は、自動化されていないマニュアル操作のアクセサリを持っています。

Scope-Proはこのタイプの顕微鏡をサポートする特殊コンポーネントを提供してお

り、これらのコンポーネントについてのコンフィギュレーションは、本章中にある

多くのイラストが参照できます。このコンポーネントをインストールしてマニュア

ル操作のアクセサリをサポートする場合、アクセサリの配置を変更する必要がある

と、それを指示するメッセージが表示されます。またこのコンポーネントを使って、

顕微鏡コンフィギュレーションのマニュアル設定部分が既知状態（特定の実験や処

理のセットアップ時の状態）に戻ることを確認します。しかし、マニュアルコンポ

ーネントは本来自動化につながらないので、露出ごとに変更するシャッターやフィ

ルタホイールなどのコンポーネントにはお薦めしません。 

 

シリアルポートコンフィギュレーション 

通信ポートコンフィギュレーションは、各コントローラ用リスト（Configure 

Componentドロップダウンリスト）の最初のコンポーネントで指定されています。

通信構成に必要な制御は、通常コンポーネントで必要とされる制御一覧の最後に付

け加わります。 

少なくとも、コントローラとの通信に使用するパソコンのCOMMポートを特定する

必要があります。多くの場合、上述のいくつかの、または全てのシリアル通信パラ

メータがコントローラにより指定されます。この場合、通信ポートの指定のみ必要

となります。 

下図は、シリアルポート制御を追加したシャッターコントローラの典型的なコンフ

ィギュレーションダイアログです。 
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第4章 ― Scope-Proのタブダイアログ 

この章では、各種コンポーネントのコンフィギュレーション制御について説明します。

実際に表示されるコントロールは、インストールしているコンポーネントによって異

なります。 

Configureタブ 

Configureタブにあるコントロールは、以下の通りです。 

 

l Configure Assistant（構成操作の補助）：このボタンをクリックすると、下図の

Configure Assistantダイアログボックス以下、一連のダイアログボックスが表示

されます。 

 

Configure Assistantは、Scope-Proをインストールした時に選択したコントロー

ラの設定、およびコントローラの種々のコンポーネントの初期化用にデザイン

されています。詳細は本マニュアルの第３章をご参照下さい。 

l About Scope-Pro（Scope-Proについて）：このボタンをクリックすると、イン

ストールされたScope-Proのバージョン情報などが表示されます。 
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l Disable Component（コンポーネントを無効にする）：Configure Componentリス

トボックスから選択されたコンポーネントを無効にします。コンポーネントに

対応するハードウエアが存在しない、または応答がない場合に限ってこのオプ

ションを使用するようにします。 

l Configure Component（コンポーネント構成）：Scope-Proにインストールされ

た全部のコンポーネントがリストボックスに表示され、その中から必要なコン

ポーネントを選択します。 

 

l About Driver（ドライバについて）：このボタンをクリックすると、ドライバ

のバージョン情報、作成会社名などが表示されます。 

 

 

シャッター 

Scope-Proは、5シャッターまでサポートします。 

シャッターは、多くの場合、ユーザ定義名以外には構成可能なパラメータを持ちま

せん。（ユーザ定義名は、Scopeタブでシャッターを識別するために使用する名前

です。4-14ページ参照。）例えば、一方が透過光路用、他方が反射光路用というよ
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うにシャッターが２つある場合、それぞれ"Transmitted Light"および"Reflected 

Light"のように名前を付けます。下図は、ユーザ定義名を指定するConfigureタブの

典型的な例です。 

 

コントローラがいくつかの異なるシャッターをサポートしている場合、コンポーネ

ントに固有の構成可能なシャッターパラメータが使用できます。この場合、シャッ

ターコンフィギュレーションには、現在のコンポーネントでコントロールするシャ

ッターを特定するためのラジオボタンまたは選択ボックスが表示されます。あるい

はボードIDやバスアドレスを使って、コントロールするシャッターを指定します。 

ご使用のコンポーネントに固有シャッターパラメータの詳細については、

Image-Proのアプリケーションフォルダ（通常c:¥Ipwin45j）にあるSCPNOTES．WRI

ファイルのScope-Proデバイスノート（英文）をご覧下さい。 

フィルタホィール 

Scope-Proは、フィルタホィールを5個までサポートします。これには、従来のフィル

タホィール、反射タレット、複数ホィールフィルタマガジン、およびNDフィルタが

含まれます。下図は、ほとんどのフィルタホィールコンポーネントがサポートするコ

ントロール部分の例です。 

 

Filter Set（フィルタセット）の設定：ドロップダウンリストからフィルタセットを

選択します。フィルタは特定の実験や観測下にあるサンプルの必要に応じて頻繁に

変更されますので、Scope-Ｐｒｏは、フィルタセットまたはフィルタの特定な組み

合わせ、グループ化をサポートしています。これらは、Scopeタブ上でフィルタホ

ィールにユーザ定義名を使用して選択します。（4-15ページ参照。） 

初期状態では、デフォルトのフィルタセットでホィール位置が示され、デフォルト

のフィルタホィール名（上図の例では"Manual Filter Wheel 1"）で保存されています。

コンポーネントと共にインストールされたコンポーネントに固有のフィルタホィ

ールセットがある場合もあります。保存したものは全て、いつでも簡単に使用でき

るFilter Set（フィルタセット）欄の選択リストに表示されます。 

初めてフィルタセットの構成を開始する場合、まず実際にインストールされている

フィルタに対応したFilter Wheel Positions（フィルタホィール配置）を設定します。

ドロップダウンリストで各位置を選択します。 
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コントローラが初期化されると、Initialize（初期化）ボタンまたはConfigureタブの

OKボタンをクリックすることでフィルタホィールが適当な位置にセットされます。

このため、フィルタホィールコントローラを初期化した後にフィルタセットを編集

すると、各フィルタの効果を容易に確認することができます。 

コントローラが数種類の異なるフィルタホィールやフィルタ構造をサポートする

場合、コンポーネントに固有のフィルタホィールパラメータを構成することができ

ます。この場合、フィルタホィールコンフィギュレーションにあるラジオボタンや

選択ボックスを使用して、現在のコンポーネントでコントロールするフィルタホィ

ールを指定します。また、ボードIDやバスアドレスでもフィルタホィールを指定す

ることができます。 

位置を選択すると、手動でその位置についている名前を編集したり、マスターリス

トで名前を選択したりできます。ご使用のコンポーネントに固有フィルタホィール

パラメータについての詳細は、Image-Proのアプリケーションフォルダ（通常

c:¥Ipwin45j）にあるSCPNOTES．WRIファイルのScope-Proデバイスノート（英文）

をご覧下さい。 

l Delete（削除）：このボタンは常時使用可能で、選択したフィルタセット名に

対応するフィルタセットを削除することができます。 

注記：Deleteボタンを使用するとフィルタセットをハードディスクから削除し

ますが、アクティブなセットやマスターリストの配置名には影響ありません。 

l Save（保存）：セット名や配置名を編集してフィルタホィールセットを変更す

ると、このボタンがアクティブになります。配置名を選択して、現在のフィル

タセット名の下位に保存します。 

l Archive（アーカイブ）：このボタンで現在のフィルタセットに読み取り専用の

マークを付けると、誤って削除したり、変更したりすることを防ぐことができ

ます。必要であれば、このボタンでフィルタセットを保存することもできます。 

l Filter Wheel Positions（フィルタホィール配置）:リストボックスにフィルタホ

ィール配置の選択リストが表示されます。この中から１つの配置を選択するこ

とができ、また、選択した配置の名称をマニュアルで変更することができます。 

l （参照）：このボタンをクリックすると、下図のSelect Filter（フィルタ選

択）ダイアログが表示され、Available Filters（可能なフィルタ）欄のドロッ

プダウンリストに、既存のフィルタ名を全て含む選択リストを表示します。 

 

Select Filter（フィルタ選択）ダイアログボックス：Scope-Proは、出荷時に一

般的なフィルタのリストを保持しており、またConfigureタブで配置名を手動で

編集すると、そのリストに追加されます。 

l OK：フィルタホィールの現在の配置に名前つけるには、所望のフィルタ



Scope-Ｐｒｏのタブダイアログ - Configure タブ 

Page 4-5 

を選択してOKボタンをクリックします。 

マスターリストに名前が残っていない場合、Configureタブで新しくフィル

タ名を追加しないと選択リストおよびOKボタンがアクティブになりませ

ん。 

l Cancel（取り消し）:必要な名前が見つからないときは、このボタンをクリ

ックして参照を取り消します。 

l Delete（削除）:不必要なフィルタ名は、選択リストでその名前を選択し、

このボタンをクリックして削除します。 
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スライダ 

Scope-Proは、任意の2点制御スライダコンポーネントを2個までサポートしていま

す。 

スライダは、多くの場合、ユーザ定義名以外には構成可能なパラメータを持ちませ

ん。（ユーザ定義名は、Scopeタブでスライダを識別するために使用する名前です。

4-18ページ参照。）例えば、一方が光路制御で他方が濃度制御のように2スライダ

を使用する場合、それぞれ"Light Path"および"Condenser"のように命名します。下

図は、ユーザ定義名を指定するConfigureタブの例です。 

 

コントローラが数種類の異なるスライダをサポートしている場合、コンポーネント

に固有のスライダパラメータの構成が可能です。この場合、スライダコンフィギュ

レーションにあるラジオボタンまたは選択ボックスで、現在のコンポーネントでコ

ントロールするスライダを指定します。ボードIDやバスアドレスを使用しても、ス

ライダを指定できます。 

ご使用のコンポーネントに固有のスライダパラメータについての詳細は、

Image-Proのアプリケーションフォルダ（通常c:¥Ipwin45j）にあるSCPNOTES．WRI

ファイルのScope-Proデバイスノート（英文）をご覧下さい。 

 

対物レンズ 

通常、対物レンズについてのコントロールは以下の通りです。 

 

 

Objective Set（対物レンズセット）：対物レンズは、特定の実験や観察下にあるサ

ンプルの必要に応じて変更します。このため、Scope-Proは対物レンズセット、あ

るいは特定の組み合わせの対物レンズ論理グループをサポートしています。対物レ

ンズセットの選択にはユーザ定義名を使用します。4-16ページScopeタブの項をご

覧下さい。 

初期状態では、デフォルトの対物レンズセットは通常使用可能な倍率を指定し、デ

フォルトのセット名（"Objectives"）で保存されます。特定のコントローラでイン

ストールされている対物レンズを指定して、Initialize Microscope（顕微鏡の初期化）

ボタンを選択すると、対物レンズセットをセットアップできます。コンポーネント

に合わせて、コンポーネントに固有なオブジェクトセットをインストールすること

もできます。保存したセットは全て、簡単に選択できるObjective Set（対物レンズ

セット）のドロップダウンリストに表示されます。 
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最初に対物レンズセットを構成する時、実際にインストールされている対物レンズ

に合った名前を設定します。ドロップダウンリストを使って各位置を選択します。 

Initialize MicroscopeボタンかConfigureタブのOKボタンをクリックしてコントロー

ラの初化を終了すると、対物レンズタレットを対応した位置に設定します。したが

って、対物レンズコントローラを初期化した後、対物レンズセットを編集すると、

対物レンズの影響を容易に確認することができます。 

一旦位置を選択すると、対物レンズの名前を手動で編集したり、マスターリストか

ら名前を選択することができます。 

注記：オートフォーカスコンポーネントが対物レンズ倍率をサポートしている場合、

これを使ってオートフォーカス可動範囲が指定されます。 

対物レンズ倍率は、以下の規則に従い、対物レンズ名で指定されます。"X"の前

の数字（スペースの有無にかかわらず）が倍率を表します。 

例えば、"10X"、"10x"、"XYZ10x"および"100370-90 oil-ｆｉｌｌed 10Ｘ"は全て

10X対物レンズを表しています。しかし、"100"、"10power"や"FISH lens"では、

倍率を指定できません。 

対物レンズセットを保存したり、OKボタンのクリックでコンフィギュレーショ

ンが受け入れられると、必ずScope-Proは対物レンズ名をチェックし、倍率が不

明確の場合はメッセージを表示します。カッコ内の名前["（Not Installed）"や"

（none）"]は、このチェックでは無視され、対物レンズ用以外に使用されます。 

ご使用のコンポーネントに固有対物レンズパラメータについての詳細は、

Image-Proのアプリケーションフォルダ（通常c:¥Ipwin45j）にあるSCPNOTES．WRI

ファイルのScope-Proデバイスノート（英文）をご覧下さい。 

l Delete（削除）：このボタンは常時使用可能で、いつでも対物レンズセット名

を選択し、それに対応する対物レンズセットを削除することができます。 

注記：Deleteボタンを使用すると対物レンズセットをハードディスクから削除

しますが、アクティブなセットやマスターリストにある対物レンズ名には影響

ありません。 

l Save（保存）：対物レンズ名や配置名を編集して対物レンズセットを変更する

と、このボタンがアクティブになります。対物レンズセットを選択して、現在

の対物レンズセット名の下のセットに保存します。 

l Archive（アーカイブ）：このボタンで現在の対物レンズセットに読み取り専用

のマークを付けると、誤って削除したり、変更したりすることを防ぐことがで

きます。必要であれば、このボタンで対物レンズセットを保存することもでき

ます。 

l Objective Number（対物レンズ番号）：リストボックスに対物レンズの選択リ

ストが表示されます。この中から１つの対物レンズを選択することができ、ま

た、選択した対物レンズの名称をマニュアルで変更することができます。 

l （参照）：このボタンをクリックすると、既知の全対物レンズ選択リスト

を含むSelect Objective（対物レンズの選択）ダイアログボックスが表示されま
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す。 

 

Select Objective（対物レンズの選択）ダイアログボックス：Scope-Proは、出

荷時に一般的な対物レンズのリストを保持しており、Configureタブで対物レン

ズ名を手動で編集・追加すると、そのリストに追加されます。 

l OK：対物レンズの現在の位置に名前を登録するには、Select Objectiveダ

イアログボックスで名前を選択してOKボタンをクリックします。 

Select Objectiveダイアログボックスの選択リストでObjective Number

に対応する各位置の対物レンズ名（倍率）を選択し、それぞれConfigureタ

ブのマスターリストに登録します。マスターリストに名前が残っていない

場合、Configureタブで新しく名前を追加しないと、選択リストおよびOK

ボタンがアクティブになりません。 

l Cancel（取り消し）：必要な名前が見つからないときは、Cancelボタンを

クリックして参照を取り消して下さい。 

l Delete（削除）：不必要な対物レンズ名は、選択リストでその名前を選択

し、Deleteボタンをクリックして削除します。 

 

ランプ 

Scope-Proでは、ランプ2個までの輝度を制御することができます。 

ランプは、多くの場合、ユーザ定義名以外には構成可能なパラメータを持ちません。

（ユーザ定義名は、Scopeタブでランプを識別するために使用する名前です。4-17

ページ参照。）例えば、一方が透過光制御で他方が蛍光励起ランプ制御のように２

ランプを使用する場合、それぞれ"Transmitted Light"および"Fluorescence"のように

命名します。下図は、ユーザ定義名を指定するConfigureタブの例です。 

 

コントローラが数種類の異なるランプやランプ型式をサポートしている場合、コン

ポーネントに固有のランプパラメータの構成が可能です。この場合、ランプコンフ

ィギュレーションにあるラジオボタンまたは選択ボックスで、現在のコンポーネン

トでコントロールするランプを指定します。ボードIDやバスアドレスを使用しても、

ランプやランプ用電圧範囲を指定できます。 

ご使用のコンポーネントに固有ランプパラメータについての詳細は、Image-Proのア

プリケーションフォルダ（通常c:¥Ipwin45j）にあるSCPNOTES．WRIファイルの

Scope-Proデバイスノート（英文）をご覧下さい。 
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絞り 

Scope-Proでは、絞り2個までの開口径を設定することができます。 

絞りは、多くの場合、ユーザ定義名以外には構成可能なパラメータを持ちません。

（ユーザ定義名は、Scopeタブで絞りを識別するために使用する名前です。4-17ペ

ージ参照。）例えば、一方が透過光制御で他方が反射光制御のように絞りを2個使

用する場合、それぞれ"Transmitted Light"および"Reflected Light"のように命名しま

す。下図は、ユーザ定義名を指定するコンフィギュレーションタブの例です。 

 

コントローラが数種類の異なる絞りや絞りの型式をサポートしている場合、コンポ

ーネントに固有の絞りパラメータの構成が可能です。この場合、絞りコンフィギュ

レーションにあるラジオボタンまたは選択ボックスで、現在のコンポーネントでコ

ントロールする絞りを指定します。ボードIDやバスアドレスを使用しても、絞りを

指定できます。 

ご使用のコンポーネントに固有絞りパラメータについての詳細は、Image-Proのア

プリケーションフォルダ（通常c:¥Ipwin45j）にあるSCPNOTES．WRIファイルの

Scope-Proデバイスノート（英文）をご覧下さい。 

 

コンデンサ 

Scope-Proは、通常、以下のような制御を持つ単独のコンデンサコンポーネントを

サポートしています。 

 

 

Condenser Set（コンデンサセット）設定：コンデンサコンポーネントは、特定の実

験や観察下にあるサンプルの必要に応じて変更します。通常、特定のコンデンサコ

ンポーネントは特定の配置セットを持ちますので、Scope-Ｐｒｏはコンデンサセッ

トまたはコンデンサのの特定な組み合わせ、グループ化をサポートしています。コ

ンデンサのユーザ定義名を使って、これらを選択します。（4-16ページ参照。） 

初期状態では、デフォルトのコンデンサセットがデフォルトの配置を指定し、デフ

ォルトのセット名（"Manual Condenser"）で保存されます。Initialize Microscope（顕

微鏡の初期化）ボタンを選択すると、特定のコントローラでインストールされたコ

ンデンサセットを指定できます。コンポーネントに合わせて、コンポーネントに固

有コンデンサセットをインストールすることもできます。保存したセットは全て、

簡単に選択できるCondenser Set（コンデンサセット）ドロップダウンリストに表示

されます。 
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最初にコンデンサセットを構成する時、実際にインストールされたコンデンサに合

った名前を設定します。ドロップダウンリストを使って各配置を選択します。

Initialize MicroscopeボタンかConfigureタブでOKボタンをクリックしてコントロー

ラの初期化を終了すると、コンデンサを対応した位置に設定します。したがって、

コンデンサコントローラを初期化した後、コンデンサセットを編集すると、各コン

デンサ配置の影響を容易に確認することができます。 

一旦位置を選択すると、配置名を手動で編集したり、マスターリストから名前を選

択したりすることができます。ご使用のコンポーネントに固有コンデンサパラメー

タについての詳細は、Image-Proのアプリケーションフォルダ（通常c:¥Ipwin45j）に

あるSCPNOTES．WRIファイルのScope-Proデバイスノート（英文）をご覧下さい。 

l Delete（削除）：このボタンを使うと、いつでも選択したコンデンサセット名

に対応するコンデンサセットを削除することができます。 

注記：Deleteボタンを使用するとコンデンサセットをハードディスクから削除

しますが、アクティブなセットやマスターリストにある配置名には影響ありま

せん。 

l Save（保存）：セット名や配置名を編集してコンデンサセットを変更すると、

Saveボタンがアクティブになります。（下記の ボタンをご参照下さい。） 

セットを選択して、現在のコンデンサセット名の下位に保存します。 

l Archive（アーカイブ）：このボタンで現在のコンデンサセットに読み取り専用

のマークを付けると、誤って削除したり、変更したりすることを防ぐことがで

きます。必要であれば、このボタンコンデンサセットを保存することもできま

す。 

l Condenser Positions（コンデンサ配置）：リストボックスにコンデンサ配置の

選択リストが表示されます。この中から１つの配置を選択することができ、ま

た、選択した配置の名称をマニュアルで変更することができます。 

l （参照）：このボタンをクリックすると、既知の全コンデンサ配置選択リ

ストの下図ダイアログボックスが表示されます。 

 

Select Condenser Position（コンデンサ配置の選択）ダイアログボックス：

Scope-Proは、出荷時に一般的なコンデンサ配置のリストを保持していますが、

Configureタブで配置名を手動で編集・追加すると、そのリストに追加されます。 

l OK：コンデンサの現在の位置に名前を設定するには、名前を選択してOK

ボタンをクリックします。 

マスターリストに名前が残っていない場合、Configureタブで新しく名前を

追加しないと、選択リストおよびOKボタンがアクティブになりません。 
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l Cancel（取り消し）：必要な名前が見つからないときは、Cancelボタンを

クリックして参照を取り消して下さい。 

l Delete（削除）：不必要な配置名は、選択リストでその名前を選択し、Delete

ボタンをクリックして削除します。 
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フォーカス 

ここでは、使用するフォーカスコンポーネントのステップサイズを指定します。 

 

Step Size（ステップサイズ）：この欄には、フォーカスがZステップモーターの１

ステップで移動する距離をmicron（マイクロメーター）単位で入力します。多く

の 場 合 、 メ ー カ ー は こ の 距 離 を ”step/mm”で表示しています。この場合

は、”step/mm”の数値で1000を除算し、その結果をこの欄に入力します。 

例えば、使用ステージが10,000stepｓ/mmの時、ステップサイズは0.1になります。 

  1,000 / 10,000 ＝ 0.1micron 

注記：このステップサイズは、Acquire/Focusタブで設定するのZ Step Size欄

（4-24ページ参照）のサイズとは異なります。但し、この欄で最小のロジカル

ステップサイズの候補は決定されます。 

 

Z Calibration（Z軸の較正）機能に関する注記： 

Scope-ProモジュールはZ軸の較正機能を持ちます。既知の厚みに対する精密な

尺度をお持ちならば、この機能を用いて、お使いのステージがZ軸上を移動する

距離を絶対的な単位で較正できます。 

Scope-Proは、フォーカスモーターの回転パルスを垂直な動きに変換する際の内

部レートを持っており、このレートはConfigureタブ上で設定されたStep Size（ス

テップサイズ）から計算されます。このステップサイズはステージの全ての上

下の動きに使用されます。顕微鏡フレームには数多くの種類がありますので、

ステップサイズが望みどおりに正確にならないことがあります。Scope-Proの内

部レートは補正乗数（デフォルトは１）を持っており、モーター１パルスあた

りの垂直移動距離を補正することができます。 

Z軸の較正は、この補正乗数を設定する手順と言えます。基本的な手順として、

まず２つの異なった位置にステージを動かし、次に２つのステージ位置の距離

を測定して入力します。Scope-Proは、この入力された値から補正乗数を計算し

ます。距離の測定方法は、ステージにマウントされているダイアルインディケ

ータ上で物理的に測定するか、あるいはある既知の厚さ、例えば1mmのガラス

スライドなどのように、その最上部と最下部とをフォーカスすることによって

測定します。詳細は4-25ページAcquire/Focusタブの「Z Calibration（Z軸較正）

欄」の項を参照して下さい。 
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Scopeタブ 

Scopeタブは、顕微鏡設備の操作を制御するコントロールパネルです。異なる顕微

鏡コンポーネントの配置を設定する時に使用します。また、このタブにあるボタン

を使うと、以前に定義した設定のロード、画像取り込み、フォーカス調整等ができま

す。このタブの内容（およびサイズ）は、Scope-Proセットアッププログラムで構成

したハードウェアによって異なります。 

下図は、1シャッター、5フィルタホィール、１電動式対物レンズ、1コンデンサ、2

絞り、2ランプコントローラ、2マニュアルスライダで考えられる構成でのScopeタ

ブです。 

 

 

Scope-Proの設定 

Scope-Proは、Scopeタブで設定した各コンポーネントの現在の配置を保持します。

Image-ProのメニューからScope-Proを起動した場合は、最後に使用した設定がロー

ドされます。Scope-Proの設定は、顕微鏡ハードウェアの最終状態を再ロードする

だけの方法より強力です。 

このコントロールを使用すると様々なScope-Proの設定を取り扱うことができ、異

なる目的用に異なる顕微鏡の設定ができます。このコントロールは、Scopeタブの

上部に表示されます。（Acquire/Focusタブ上も同様に表示されます。） 
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Current Settings（現在の設定）：現在のScope-Pro設定名が表示されます。上の例で

は、現在は"test1"という名前の設定になっていますが、Current Setting（現在の設

定）選択ボックスから"test1"を選択していつでも再ロードできます。 

このボックスには、現在の設定ディレクトリにある全ての設定ファイルが表示さ

れます。（デフォルトではアプリケーションのディレクトリですが、Loadあるい

はSave Asボタンを使用していつでも変更できます。） 

Current SettingコントロールはAcquire/Focusタブにも共通のコントロール部分

で、複数のコンポーネントの設定を保存します。各コンポーネントの設定は、フ

ィルタ以外は非常に類似しています。各コンポーネントの関連設定は、Current 

Settings選択ボックスに表示された設定ファイルから選択して容易に変更するこ

とができます。 

重要：Scope-Pro設定の変更については、4-13ページの「Scope-Pro設定の補足」

の項ご参照下さい。 

Load（ロード）：このボタンをクリックして、設定ファイルを検索したりロードし

たりします。Load Scope-Pro Settings（Scope-Pro設定のロード）ダイアログボ

ックスが表示されます。  

 

 

 設定ファイルを選択しOpen（開く）ボタンをクリックしてロードするか、Cancel

（取り消し）ボタンをクリックしてScope-Proダイアログに戻ります。Scope-Pro

の設定ファイルは拡張子*.scpで識別されます。 

ヒント：このダイアログは１つのディレクトリ下にある設定ファイルが全て表

示されますので、設定ファイルの変更にも使用することができます。設定フ

ァイルの変更は、Current Settings（現在の設定）選択ボックスを使用すると

容易に行うことができますが、設定ファイルのディレクトリを変更する場合

にはこのダイアログを使用します。 

 Scope-Pro設定の変更については、4-13ページのScope-Pro設定の注記をご参

照下さい。 

Reload（再ロード）：このボタンは設定を変更したときにのみ使用可能になります。

ボタンをクリックすると、変更前の元の設定がディスクから再ロードされます。

変更した設定はSave（保存）またはSave As（別名保存）ボタンを使用するとデ

ィスクに永久コピーされます。 

Save（保存）：変更した設定の内容を現在の設定ファイルに保存します。Scope-Pro

設定の変更については、4-13ページの「Scope-Pro設定の補足」の項をご参照下
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さい。 

ヒント：オリジナルコンフィギュレーションに変更を施しても、Scope-Proは現在

の設定を記憶しています。 

設定を最適化したならば、正しい設定の後にSaveボタンで保存します。 

前の設定で実験を行う場合、変更する前では元の設定が影響をうけないよう

に設定名を変更しておくか、変更した後ではReloadボタンをクリックして元

の設定を再ロードします。 

Save As （別名保存）：現在は使用できません。 

Mark/Unmark（マーク／アンマーク）：Current Settings選択ボックスの中のいくつ

かの設定ファイルを、Markをつけて１セットとすることができます。マークし

た設定ファイルには名前の横にアスタリスク"*"が表示されます。上下矢印キー

でマークした設定リストを上下に動かして表示することができます。設定ファ

イルがマークされるまでボタンはMark表示になり、既にマークのついた設定フ

ァイルではボタンはUnmark表示になります。 

Update Positions（配置の更新）：このボタンは、既にマニュアルで顕微鏡を調整し

た場合に使用します。Update Positionsボタンを使用すると、マニュアルあるい

は顕微鏡パネルのコントロールを使ってScope-Pro外部で変更したハードウェア

位置をScope-Proに反映します。Scope-Proはコントローラでサポートされた各コ

ンポーネントの配置を把握し、そのコンポーネントについての現在の設定を更

新します。 

Acquire（取り込み）：このボタンをクリックして、Scope-Proでの画像取り込み処

理を開始します。 

 

Scope-Pro設定の補足 

設定ファイルの保存： 

Scope-Proで観察しながらCurrent Settings（現在の設定）の選択欄に設定を保

存する場合は、次のようにします。  

１. 保存した最初の設定ファイルの名称をタイプインします。 

2. 顕微鏡を望みの位置になるまで調整したらSaveボタンをクリックして現

在の設定を保存します。 

設定ファイルの新規保存： 

Scope-Pro設定ファイルを新規に保存するには、次のように、設定を変更する

前に別の設定ファイル名をタイプインし、その後から望みのコンポーネント

の変更を行います。 

1. 新規のScope-Pro設定ファイルの名称をタイプインします。 

2. 現在の設定を望みの設定に変更します。 
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3. Save（保存）ボタンを用いて保存します。 

他の方法では、Scope-Proは元の設定ファイルへの変更と新しい設定ファイル

への変更を区別できません。 

設定ファイルのロード、変更： 

設定ファイルをロードした時または設定ファイル名を入力した時、Scope-Pro

は設定ファイルが変更されているかを追跡し始めます。もし次の項目が変更

されているならば、Scope-Proは設定が変更されたとみなします。 

l シャッター以外のコンポーネントの位置情報 

l Acquireタブ上のすべての情報 

設定が変更されると、Save（保存）ボタン、Reload（再ロード）ボタンがア

クティブになります。 

Scope-Proの終了 

Scope-Proの設定が変更された場合で、設定が保存ないし再ロードされていな

い場合にImage-Proを終了しようとすると、次のダイアログボックスが表示さ

れ、変更を保存するか否かを警告します。 

 

適宜、対応したボタンをクリックするとImage-Proが終了します。（注記：現

在Save As（別名保存）ボタンは使用できません。） 

 

シャッター 

Scopeタブの左側にある設定欄の下にShutters（シャッター）欄が表示されます。現

在Scope-Proは2シャッターまでサポートしていますが、一時には１シャッターのみ

を制御します。シャッターコンポーネントがインストールされていない場合、この

欄は表示されません。シャッターコンポーネントがインストールされていると、次

のように表示されます。 

 

注記："Manual Shutter１"といった名前を表示する例の場合、これらの名前は各コン

ポーネントのConfigureタブで設定したコンポーネント名に置き換わります。 

Shutter(s)（シャッター）：この選択ボックスに、インストールしたシャッターコン
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ポーネントのリストが表示されます。現在Scope-Proは一時に１シャッターのみ

をコントロールします。この選択ボックスでアクティブなシャッターを選択し

ます。１シャッターのみインストールされている場合は、このボックスは表示

されません。 

注記：コンフィギュレーションによっては、現在の光路コンフィギュレーショ

ンのためにシャッターが使用できないことがあります。例えば、特定の反射

タレットキュープ選択で反射光または蛍光路を選択している場合、透過光路

にあるシャッターはシャッターコントローラで制御できません。このような

条件下では、そのシャッターに有効な光路を選択しない限り、そのシャッタ

ーを選択することはできません。 

Open（開）/Close（閉）：このボタンをクリックして、選択したシャッターを開い

たり、閉じたりします。一方のボタンが凹になると他方が凸になります。 

 

注記：マニュアル使用のコンポーネントを使用している場合、選択したシャッ

ターを開くように下図のようなダイアログが表示されます。 

 

他の全ハードウェアコンポーネントについて、コントローラが対応するシャッター

を開き、シャッター状態が更新されます。 

 

フィルタホィール 

Scopeタブの左側にあるFilter Wheel（フィルタホィール）欄に、フィルタホィール

コントロールが表示されます。現在Scope-Proは5フィルタホィールまでサポートし

ています。フィルタホィールコンポーネントがインストールされていない場合は、

この欄は表示されません。 

注記：多くの顕微鏡アクセサリがフィルタホィールとして分類されます。例えば、

反射鏡またはキューブタレット、コンデンサ下にあるプリズムタレット、内蔵

のNDフィルタセット等が含まれます。一般にこれらはScope-Proセットアッププ

ログラムにおいて、分かりやすい名前で"filter wheels"としてリスト表示されます。 

 

Filter Wheel（s）（フィルタホィール）欄：Scope-Proは各アクティブなフィルタホ

ィールについて2コントロール（現在のフィルタセットに名前をつける欄および
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配置選択欄）を持っています。このコントロールを使って、現在構成されてい

るフィルタセットの名前で選択した所望の位置に、フィルタホィールを配置し

ます。 

Filter Sets（フィルタセット）の詳細については、4-3ページの「Configureタブ-

フィルタホィール」の項もご覧下さい。 

注記：コンフィギュレーションによっては、現在の光路コンフィギュレーショ

ンでは使用できないフィルタホィールがあります。例えば、特定の反射タレ

ットキューブ選択で反射光または蛍光路を選択すると、透過光路のフィルタ

ホィールはフィルタホィールにより無効と見なされます。このような条件下

では、制御選択ボックスが使用不可能（グレイ表示）になり、そのフィルタ

ホィールに有効な光路が選択されるまで制御できません。 

ヒント：サポートされている電動式顕微鏡のうち少なくとも一つは、上述のよ

うな動作を行います。新規設定を決める最初の段階で、反射タレットを選択

することをお勧めします。 

顕微鏡はいくつかの関連した変更（絞りやランプの設定、対物レンズの選択

など）を行い、Scope-Proはその変更を、無効になったコンポーネントや位置

を変更したコンポーネントを含めて関連する全コンポーネントに反映します。 

 

対物レンズ 

Scopeタブの右側のObjectives（対物レンズ）欄に、対物レンズコントロールが表示

されます。対物レンズコンポーネントがインストールされていない場合、Objectives

欄は表示されません。対物レンズコンポーネントがインストールされていると、下

図のようなボックスが表示されます。 

 

Objective（対物レンズ）：この欄で、現在構成されているObjectives Set（対物レン

ズセット）にある名前を使って対物レンズを指定し、所望の対物レンズを選択

します。 

4-5ページの対物レンズの項もご覧下さい。 

注記：コンフィギュレーションによっては、現在の光路コンフィギュレーショ

ンで使用できない対物レンズがあります。このような条件下では、対物レン

ズ選択が有効な選択に戻り、その対物レンズに有効な光路を選択しない限り、

所望の対物レンズが選択できません。 

ヒント：サポートされている電動式顕微鏡の多くは、コンデンサ、絞りあるい

はランプ設定の対物レンズ関連コンフィギュレーションをサポートしていま

す。新規設定を決める最初の段階に、対物レンズの選択をお勧めします。対

物レンズを選択した後、顕微鏡はいくつかの関連する変更（絞り、コンデン

サ、あるいはランプ設定等）を行います。Scope-Proは変更を、無効になった

コンポーネントや位置を変更したコンポーネントを含む全コンポーネントに
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反映します。 

 

コンデンサ 

Scopeタブ右側にあるCondenser Position（コンデンサ配置）欄にコンデンサコン

トロールが表示されます。現在Scope-Proは、1コンデンサをサポートしています。

コンデンサコントロールが構成されていない場合は、この欄は表示されません。 

 

Condenser（コンデンサ）：この欄を使って、コンデンサを所望の位置に配置しま

す。現在のコンデンサセット名はコンデンサグループのタイトルとして使用さ

れます。4-8ページのコンデンサの項もご覧下さい。 

 

絞り 

Scopeタブの右側にあるAperture（絞り）欄に、絞りコントロールが表示されます。

現在、Scope-Proは２絞りまでサポートしており、またこれらは様々なメーカー用

語が使用されます。絞りコンポーネントがインストールされていない場合、この欄

は表示されません。下図は、２の絞りコンポーネントがインストールされている場

合の欄です。 

 

Aperture（絞り）：このスクロールバーを使って、最大開口に対するパーセンテー

ジ表示で絞り開口度を選択します。4-7ページの絞りの項もご覧下さい。 

注記：このスクロールバーの使用は、絞りコンポーネントでサポートされてい

る開口度選択にのみ有効です。 

スクロールバーを左右に動かしたり、スクロールバーにある"thumb（サム）"

の左右の部分をクリックして数値を上下させるなどして、絞りを直接制御し

ます。"thumb"をクリックしてスクロールバーをドラッグすると、絞り開口度

表示は更新しますが、実際の絞り設定はマウスボタンを離すまで更新されま

せん。 

 

ランプ 

Scopeタブの右側のランプ欄に、Lamp（s）（ランプ）コントロールが表示されます。

現在、Scope-Proは２ランプまでサポートしています。これらは、輝度制御のランプ

でも単にオン／オフ制御のみのランプでもかまいません。ランプコンポーネントがイ
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ンストールされていない場合、この欄は表示されません。 

１） Continuously variable lamps（輝度制御のランプ） 

以下は、２つの輝度制御のランプを使用した例です。 

 

Scope-Proはほとんどのランプに対して２つの制御方法をもちます。 

l ランプコンポーネントの名前を入力する欄（上図の例では”Manual Lamp 

1”、 ”Manual Lamp 2”の表示されている部分） 

l ランプ輝度を選択するLamp Intensity（ランプ輝度）スクロールバー 

Lamp Intensityスクロールバーは、バーを左右に動かす、またはスクロールバー

にある”thumb（サム）”の左右部分をクリックすることで、直接ランプを制御し

ます。”thumb”をクリックしたりスクロールバーをドラッグしたりすると、表示

されている輝度設定が更新されますが、実際のランプ設定はマウスボタンを離

すまで更新されません。 

ほとんどのランプについて、その輝度はランプ電圧で表示され、これは顕微鏡

や他のランプコントローラに固有のものです。様々な電圧設定効果を決定する

コントローラについては、ユーザマニュアルをご参照下さい。 

注記：Lamp Intensityスクロールバーでは、ランプコンポーネントで有効な設定

の選択のみ可能です。従って、例えばスクロールバーの範囲は全て０Vまで

あるとは限らず、示されている電圧もスクロールの個々のステップで増加/

減少します。 

ヒント：多くのランプは、特定の電圧設定を指定して特定の色温度を達成しま

す。Lamp Intensityスクロールバーを使うと、指定電圧の選択が確実になりま

す。 

２） On/Off control lamps（オン/オフ制御ランプ） 

オン/オフ制御のみサポートするランプでは、次のコントロール部分が表示され

ます。4-7ページのランプの項もご覧下さい。 

 

On（オン）：このボタンをクリックして対応ランプをつけます。Onボタンが凹

になるとOffボタンが凸になります。 

Off（オフ）：このボタンをクリックして、対応ランプを消します。Offボタンが

凹なるとOnボタンが凸になります。 
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スライダ 

Scopeタブの右側にあるSliders（スライダ）欄に、スライダコントロールが表示さ

れます。現在、Scope-Proは、２点制御（コンデンサのイン／アウト制御、また光

路に挿入あるいは除去されるフィルタ等）のあらゆる種類スライダを２個までサポ

ートしています。スライダコンポーネントがインストールされていない場合、この

欄は表示されません。 

下図は２スライダがインストールされている場合の欄です。 

 

In（イン）：このボタンをクリックして関連スライダを"In"位置まで動かします。こ

の時、Inボタンが凹に、Outボタンが凸になります。 

Out（アウト）：このボタンをクリックして、関連スライダを"Out"位置まで動かし

ます。この時、Outボタンが凹に、Inボタンが凸になります。 

注記：Configureタブで指定したスライダコンポーネントのSlider Positions（スライ

ダ配置）名が、それぞれのボタン上のラベルとして使用されます。例えば、い

くつかのｌｉｇｈｔ pathスライダコンポーネントには"Ocular"、全スライダコ

ンポーネントについては"Camera"などのようにラベルをつけることができます。 

4-5ページのスライダの項もご覧下さい。
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Acquire/Focusタブ 

このタブで、Scope-Proで画像を取り込んだり、焦点を正しく設定するための情報

を入力します。 

 

注記：上に表示されたコントロールの多くは、Scope-Proがフォーカスコントロー

ルを設定された場合のみ、有効となります。 

 Scope-ProのAcquire/Focusタブ上でAcquisition（取り込み）設定を行った場合、

Image-Proの取り込み設定ダイアログボックスに同じ設定があってもScope-Pro

での設定が有効となり、Image-Pro上での設定は無効になります。例えば、Current 

Workspace（現在の画像）オプションがScope-ProのAcquisition（取り込み）設定

でオンになっている時は、Image-Pro取り込み設定ダイアログボックスのImage

（画像）タブにあるCurrent Workspace（現在の画像）オプションが選択された

ことになります。 

[Image-Proの取り込み設定ダイアログボックスは、Image-ProのAcquire（取り込

み）メニューにあるMultiframe/Timed Acquire（複数画像/時間指定取り込み）コ

マンドで起動されます。] 

Scope-Proは、Acquire/Focusタブでの各コンポーネントの現在の設定を保持します。

Image-ProのメニューからScope-Proを起動した場合は、最後に使用した設定がロー

ドされます。Scope-Proの設定は、顕微鏡ハードウェアの最終状態を再ロードする

だけの方法よりずっと強力です。 

Current Settings（現在の設定）欄 

Scope-Proの設定コントロールを使用すると様々な設定を取り扱うことができ、異

なる目的用に異なる顕微鏡の設定ができます。このコントロールは、Scopeタブの

上部に表示されます。（Scopeタブ上も同様に表示されます。） 
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詳細は、4-11ページ「Scopeタブ」の項をご覧下さい。 

 

Acquisition（取り込み）欄 

この欄の設定では、ScopeタブやAcquire/Focusタブ、ミニダイアログなどで

Acquire(取り込み)ボタンをクリックして行う画像の取り込み方法を決めます。 

 

New（新規）/Current Workspace（現在の画像）：画像を新規ワークスペース（画

像）に取り込むか現在開いているワークスペースに取り込むか、ラジオボタン

をクリックして選択します。 

注記：NewもしくはCurrent Workspaceを選択すると、Image-Proの取り込み設定

ダイアログボックスのImage（画像）タブ、Integration（積算）タブおよびMacro

（マクロ）タブにある同様のオプションは無効になります。 

 [Image-Proの取り込み設定ダイアログボックスは、Image-ProのAcquire（取り

込み）メニューにあるMultiframe/Timed Acquire（複数画像/時間指定取り込み）

コマンドで起動されます。] 

Control Shutter when acquiring（取り込み時のシャッター制御）：このオプションを

選択すると、Scope-Proが取り込み前にシャッターを開き、取り込み後に閉じる

ようにできます。シャッターコンポーネントがインストールされていない場合、

このオプションはアクティブになりません。 

Control Z or focus when acquiring（取り込み時のフォーカス制御）：このオプション

を選択すると、種々のZ軸やオートフォーカス用のオプションが有効となります。

フォーカスコントロールがインストールされていなかったり、フォーカスコン

トローラがオートフォーカスをサポートしていない場合、このオプションはア

クティブになりません。 

l Use hardware auto-focus（ハードウェアオートフォーカスを使用）：このオ

プションを選択すると、取り込みを始める前にオートフォーカスを実行し

ます。フォーカスコントロールがインストールされていなかったり、フォ

ーカスコントローラがオートフォーカスをサポートしていない場合、この
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オプションはアクティブになりません。 

ヒント：取り込み中にステージをZ軸上で移動させる機能には、Malti-Plane focus、

software focus、Acquire multiple Z planeがあります。これらの機能では、処理

が終了するとステージをZ軸の原点にもどします。Z軸の原点は、それゆえ正

確に設定する必要があります。 

Control Z or Focus when acquiring（取り込み時のフォーカス制御）中の機能を

お使いになる場合は次の順にお使いになることをお勧めします。（各ボタン

についての詳細は、4-24ページをご参照下さい。） 

1. 手動もしくはUP/DOWNボタンを使用して焦点を定めます。 

2. Set Z originボタンを使用して、焦点の合った位置をZ軸の原点を設定しま

す。 

3. Set Z travel limitsボタンを使用して、Z軸の可動範囲を設定します。 

この操作を行うと、Z軸での取り込みが完了する時に、ステージが焦点の合

った位置に戻るようになります。また、Park位置が安全で焦点の合った位置

になり、繰り返し移動してもZ軸の可動範囲が一定の原点を持つようになり

ます。 

l Use software auto-focus（ソフトウェアオートフォーカスを使用）：Scope-Pro

のソフトウェアが焦点の合ったピクセルが最も多いZ軸プレーンを返しま

す。（ベストのフレームが選択されます）。フォーカスコントロールコン

ポーネントがインストールされていなければこのコントロール部分はアク

ティブになりません。 

l Use Multi-Plane focus（マルチプレーンフォーカスを使用）：各プレーンの

焦点が最も合っている部分を合成します。（各スライスの焦点の合ってい

る部分から合成画像を作成します。） 

最も焦点の合っている部分は、Select focus regions for（焦点領域の選択）

オプション（4-23ページ参照）に条件を入力することにより選択されます。

フォーカスコントロールコンポーネントがインストールされていなければ

このコントロール部分はアクティブになりません。 

（この機能はScope-Pro v4.5では「EDF focus（拡張焦点深度：Extended Depth 

of Field）フォーカス」となっています。） 

l Acquire multiple Z planes（焦点深度を拡大して取り込み）：この機能は、

Scope-ProにZプレーンの位置を変化させて何枚かの画像をスナップさせま

す。Scope-Proの取り込み機能で取り込みの際に１枚以上の画像（マルチフ

レームシーケンス画像）を得ることができるのは、このオプションだけで

す。１回の取り込みでは９９９枚まで取り込むことができます。 

下図は、このオプションを指定した際のZ軸上の種々のスライスを表してい

ます。 

 

焦点部位 

Z 最上位置スライス 

中間位置スライス 
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l Acquire as Sequence（シーケンス画像で取り込む）：このオプションを選択

すると、Z軸のスタック画像をシーケンス画像として取り込みます。このオ

プションは、“Acquire multiple Z planes“が選択されている場合にアクティブ

になります。 

Set Z travel limits（Z軸の可動範囲を設定）：このボタンをクリックして、Z軸の可

動範囲の上/下限を設定します。 

Delta Z（Z間隔）：最上位置スライスと最下位置スライスの、対応するZ方向の距離

を表示します。 

Normalize Illumination(輝度の標準化)：このオプションを選択すると、照明光の照度

や輝度が各スライスを取り込む時に変更されます。基本的にこのオプションは、

Z軸スライスにより輝度が均質でない場合を補正する場合に使用します。 

例えば、露出光が減光していく蛍光染色のサンプルなどでは、最初に取り込ま

れたスライス画像は、最後に取り込まれたスライス画像より高い輝度になりま

す。この場合、全取り込み画像を合成過程に入る前に標準化する必要があり、

このような場合にこのオプションを使用します。 

Select Focus Regions for（焦点領域の選択）：どの領域が「焦点が合っているか」

を次の4つのオプションから選択します。 

l Maximum Contrast（最大コントラスト）：旧バージョンのScope-Proが持って

いた方法です。このオプションは最大コントラストの領域を焦点領域としま

す。 

l Max. Intensity（最大輝度）：このオプションは、蛍光染色のように、バック

グラウンドより輝度が高いサンプルに用います。 

l Min. Intensity（最小輝度）：このオプションは、周辺の領域より暗い領域を

焦点領域とします。 

l Maximum Depth Contrast（深度コントラストが最大）：EDF focusを用いた取

り込みに用いられるオプションで、各スライスの同じ位置の輝度を平均し、

平均輝度との差が最大となる範囲を使用して焦点領域とします。（このオプ

ションは、Scope-Pro v4.5の機能です。） 

Top down（上から下へ）：フォーカスコントロールを用いた取り込みの実行の際、

先頭のスライスから取り込みを始める場合にこのオプション選択します。この

オプションが選択されていない場合、最後尾のスライスから取り込みが開始さ
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れます。 

Use for acquisition（取り込み用に使用）：このオプションは取り込み拡張機能がイ

ンストールされている時のみ有効となり、Scope-Proに特殊な取り込み機能を実

現させます。（例：B/WカメラからRGBコンポジット取り込みを行うなど。）

取り込み拡張機能をインストールすると次の選択ボックスが表示されます。 

 

特殊な取り込み機能を使用する場合は、取り込み拡張機能をリストボックスか

ら選択し、Use for acquisition（取り込み用に使用）チェックボックスをオンにし

ます。 
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Focus Controls（フォーカスコントロール）欄 

この欄を使って、フォーカス位置をコントロールします。フォーカスコントロール

コンポーネントがインストールされていない場合、これらは表示されません。 

 

Set Z Origin（Z軸の原点を設定）：このボタンをクリックしてZ軸の原点を設定しま

す。原点は、Z軸の位置が"０"として表示されるモーター位置となります。Z軸

の可動範囲は現在のZ軸の原点により変わりますので、このZ Originを変更すると

可動範囲の絶対的な位置も変更されます。（Delta Zは変更されません。） 

Park Z at Shutdown（終了時にZ位置を戻す）：このオプションを選択すると、毎回

Image-Pro終了時にステージが指定位置に戻ります。 

Scope-Proはスタートアップ時のZ軸の位置をZ Originに設定しますので、この結

果、セッションをまたがってもZ軸の位置と可動範囲は整合性がとれることにな

ります。 

Step Focus（フォーカスを上下）：Up（上）またはDown（下）ボタンをクリックし

て、ステージをZ軸に沿って指定した方向に１ステップ移動させます。 

Up（上）/Down（下）:ステージを１ステップだけレンズに近づけ、もしくは遠ざけ

ます。１ステップは下記のZ Step Size（Z軸のステップサイズ）欄で指定された

長さです。 

Z Step Size（Z軸のステップサイズ）：Up（上）またはDown（下）ボタンの１回の

クリックで生じるZ軸上の移動距離（１ステップの長さ）をミリメートル単位に

正の数で入力して指定します。一旦、ステップサイズが指定されると、セッシ

ョンをまたがってもそのサイズがデフォルトとなります。 

Auto-Focus（オートフォーカス）：このボタンをクリックすると、即時にオートフ

ォーカスします。フォーカスコントロールがインストールされていない場合や

オートフォーカスがサポートされていない場合は、このボタンはアクティブに

なりません。 

Auto-Focus for Low-Power lens（低倍率レンズ用オートフォーカス）：このコン

トロールを選択すると、Scope-Proが低倍率レンズ（10X、またはそれ以下）

対応のオートフォーカス範囲を使用します。Scope-Pro対物レンズコントロー

ルがインストールされている場合や（Scope-Proが倍率を決める）、フォーカ

スコントロールコンポーネントがインストールされていない場合、またフォ

ーカスコントローラがオートフォーカス機能をサポートしていない場合は、

このコントロールは表示されません。 

Auto-Focus for Medium-Power（中倍率レンズ用オートフォーカス）：このコン

トロールを選択すると、Scope-Proが中倍率レンズ（10Ｘ～50Ｘ）対応のオー
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トフォーカス範囲を使用します。Scope-Pro対物レンズコントロールがインス

トールされている場合や（Scope-Proが倍率を決める）、フォーカスコントロ

ールコンポーネントがインストールされていない場合、またフォーカスコント

ローラがオートフォーカス機能をサポートしていない場合は、このコントロー

ルは表示されません。 

Auto-Focus for High-Power（高倍率レンズ用オートフォーカス）：このコントロ

ールを選択すると、Scope-Proが高倍率レンズ（50Ｘ、またはそれ以上）対応

のオートフォーカス範囲を使用します。Scope-Pro対物レンズコントロールが

インストールされている場合や（Scope-Proが倍率を決める）、フォーカスコ

ントロールコンポーネントがインストールされていない場合、またフォーカ

スコントローラがオートフォーカス機能をサポートしていない場合は、この

コントロールは表示されません。 

Reverse Z backlash direction（Z軸バックラッシュを反転する）：Z軸上のバックラ

ッシュ補正のためには、望みの位置にステージを移動する方向は常にUp（上）

方向としなければなりません。このチェックボックスをクリックすることで、Z

軸方向の上下移動を逆方向に転換します。 

 

Relative Measurement（相対距離測定）欄 

この欄では、まず参照点をマークし、次に別の点に位置付けることで、２点間の相

対距離を測定するコントロールを行います。 

 

Mark（マーク）：このボタンをクリックすると、参照点がマークされます。 

Measure（測定）：このボタンをクリックすると、現在の点と参照点との相対距

離が測定されます。 

注記：参照点の位置、測定の結果はアウトプットウィンドウに表示されます。 

 

Z Calibration（Z軸較正）欄 

この欄では、Z軸の較正を行います。 

 

Calibrate Z（Z軸の較正）：このボタンをクリックすると、次のダイアログボッ

クスが表示されます。 

 
Up（上）/Down（下）ボタンもしくはジョイスティックを用いて最初の参照
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点を位置決めし、Continue（続ける）ボタンをクリックします。 

 

上図のダイアログボックスが現れたら、Up（上）/Down（下）ボタンもしく

はジョイスティックを用いて最後の参照点を位置決めし、Continue（続ける）

ボタンをクリックします。 

 

上図のダイアログボックスが現れたら、Z軸上の距離をmm（ミリメートル）

単位で入力します。 

Delete Z Calib（Z軸の較正を削除）：このボタンをクリックすると、現在のZ軸

の較正が削除されます。 

 

ミニダイアログ 

Scope-Proのタブダイアログは、全てのコンポーネントを構成したり、異なる処理

設定を決定したりするために必要な多くのコントロールを備えています。一旦、特

定の実験でのステージセットアップを終了すると、Scope-Proのミニダイアログで

操作することができます。Scope-Proは各セッション毎に、タブダイアログと下図

のようなミニダイアログのどちらを使用するかを記憶しています。 

 

メインタブダイアログの縮小化ボックスをクリックすると、ミニダイアログが表示

されます。ミニダイアログの拡大化ボックスをクリックすると、いつでもタブダイ

アログに戻ることができます。ミニダイアログの状態から縮小化ボックスをクリッ

クすると、さらに縮小化しタスクバー上のアイコン表示になります。 

ミニダイアログには、メインScopeタブ上のCurrent Settings（現在の設定）選択ボ

ックス、シャッターコンポーネントがインストールされていれば現在のシャッター

上のコントロール、およびAcquire（取り込み）ボタンが表示されます。 

ヒント：メインScopeタブを使ってセットアップや多様な設定の保存した後、それ

らの設定を使用しての複数取り込みを行うときにミニダイアログを使用します。

例えば、白黒取り込みシステムを使って、カラー画像を取り込みたいとします。

まず、Scopeタブで"Red"、"Green"、"Blue"の設定ファイルをセットアップし、適

当なフィルタ位置（他の設定は全て同じ）にフィルタホィールを設定し、Acquire

（取り込み）設定で適当な選択を行います。 

このボタンをクリ

ックします 
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シャッターを構成している場合は、Control the shutter（シャッターを制御する）

オプションを選択します。Scope-Proのタブダイアログの縮小化ボックスを使っ

て、ミニダイアログを表示します。Current Settings（現在の設定）ボックスで"Red"
設定を選択し、Acquire（取り込み）ボタンをクリックします。次に"Green"、Acquire、

そして"Blue"、Acquireと選択します。これで3色の成分画像を合成する準備がで

きます。その後、Image-ProのProcess（処理）メニューから、Color Chennel（色

成分）コマンドのMerge（マージ）コマンドで3画像を選択し、合成結果をフル

カラー画像にします。 
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第5章  Scope-Pro関数構文

この章では、Scope-Proに関連する各Auto-Pro関数構文について説明します。このマニュア

ルに使用する規則は、Auto-Proリファレンスマニュアルで定義された規則に従います。

この章での関数構文はアルファベット順になっています。

注記： この章の構文には、Scope-Proモジュールが必要となります。モジュールを装備してい

ないシステムでは、実行できません。

IpScopeAcquire

構文 IpScopeAcquire(iDest)

説明 この関数は、画像取り込み操作を行います。

パラメータ iDest Integer 取り込み先（新規、あるいは現在のワークスペース）を指

定します。

戻り値 0 = 成功、1 = 失敗

例  ret = IpScopeAcquire(ACQ_NEW)

コメント この関数は、取り込み先として、 IpAcqSnap 構文でも使用する ACQ_NEWおよび

ACQ_CURRENTを使用します。ACQ_FILEおよびACQ_SEQUENCEはサポートしていませ

ん。

IpScopeComponentPresent  　　　　 ** Scope-Pro v4.5以降の関数です。**

構文 IpScopeComponentPresent( iComponent, lpValue)

説明 この関数は、ハードウエアコンポーネントが構成されているかをチェックします。

パラメータ iComponent Integer コンポーネントをＩＤで指定します。以下のうちのどれか

でなければなりません。

SCP_ZFOCUS

SCP_OBJECTIVE

SCP_CONDENSER

SCP_CURRSHUTTER

SCP_SHUTTER1

SCP_SHUTTER2

SCP_SHUTTER3

SCP_SHUTTER4

SCP_SHUTTER5

SCP_SLIDER1

SCP_SLIDER2

SCP_LAMP1

SCP_LAMP2

SCP_APERTURE1

SCP_APERTURE2

SCP_FWHEEL1
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SCP_FWHEEL2

SCP_FWHEEL3

SCP_FWHEEL4

SCP_FWHEEL5

これらのIDについての詳細は、関数IpScopeControlのコ

メント欄を参照して下さい。

lpValue LPVOID 0 = 構成されていない、1 = 構成されている

戻り値 0 = 成功、-1 = 失敗

IpScopeControl

構文 IpScopeControl(iCmd，iComponent, iPos, lpName, lpValue)

説明 この関数を使って、様々なScope-Proコマンドを指定します。

パラメータ iCmd Integer iCmdで、他のIpScopeControlパラメータの使用法を決め

ます。

以下にないパラメータは、特定のコマンドに使用できま

せん。以下のうちのどれかでなければなりません。

これらの定義については以下のコメントを参照してくださ

い。

iCmd 説明

SCP_GETNAME 特定のコンポーネント名（iComponentで指定）、または特定の位置名（iPos、
使 用 法 は 後 述 、 で 指 定 ） を 返 し ま す 。 lpName は 少 な く と も

MAX_SCPNAME_LEN文字（60）を受け取る列挙型整数を指定します。

SCP_AUTOFOCUS Scope-Proのオートフォーカス機能を起動します。

SCP_ACQMPFSETLIMITS Scope-Proでユーザが、焦点深度の上下限を設定します。

SCP_ACQGETSHUTTER 取り込み処理中に、Scope-Proがシャッターを制御する・しないを取得します。

IpValueは現在の設定を受け取るBOOL変数を指定しなければなりません。

SCP_ACQSETSHUTTER 取り込み処理中に、Scope-Proがシャッターを制御する・しないを設定します。

iPosが0の時はシャッターを制御しない、0以外は制御することを指定します。

SCP_ACQGETAUTOFOCUS 取り込み処理中に、Scope-Proがオートフォーカスをする・しないを取得しま

す。IpValueは現在の設定を受け取るBOOL変数を指定しなければなりませ

ん。

SCP_ACQSETAUTOFOCUS 取り込み処理中に、Scope-Proがオートフォーカスをする・しないを設定しま

す。iPosが0の時はオートフォーカスをしない、0以外はオートフォーカスをす

ることを指定します。

SCP_ACQGETMPFOCUS 取り込み処理中に、Scope-Proが焦点深度の拡大をする・しないを取得しま

す。IpValueは現在の設定を受け取るBOOL変数を指定しなければなりませ

ん。

SCP_ACQSETMPFOCUS 取り込み処理中に、Scope-Proが焦点深度の拡大をする・しないを設定しま

す。iPosが0の時は焦点深度の拡大をしない、0以外は焦点深度の拡大をす

ることを指定します。
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SCP_ACQGETMPFPLANES 焦点深度の拡大での撮影数を取得します。IpValueは現在の設定を受け取

るBOOL変数を指定しなければなりません。

SCP_ACQSETMPFPLANES 焦点深度の拡大での撮影数を設定します。iPosが撮影数を指定し、2～100
までの数でなければなりません。

SCP_GETCURRSHUTTER 現在アクティブになっているシャッターを取得します。IpValueは現在の設定

を受け取るBOOL変数を指定しなければなりません。

SCP_SETCURRSHUTTER 現在アクティブになっているシャッターを設定します。iPosがアクティブにする

シャッターを指定します。0からインストールされているシャッター数までの数

値でなければなりません。

SCP_ACQGETMPFTYPE 焦点深度の拡大での焦点分析タイプを取得します。IpValueは現在の設定を

受け取る整数型変数を指定しなければなりません。

SCP_ACQSETMPFTYPE 焦点深度の拡大での焦点分析タイプを取得します。iPosがタイプを指定しま

す 。 SCP_MPF_MAXCONTRAST ( 最 大 テ ク ス チ ャ ） 、

SCP_MPF_MAXINTENSITYまたはSCP_MPF_MININTENSITYでなけれ

ばなりません。

SCP_ACQGETAFTYPE 使用するオートフォーカス範囲を取得します。IpValueは現在の設定を受け

取る整数型変数を指定しなければなりません。

SCP_ACQSETAFTYPE 使用するオートフォーカス分析範囲を設定します。iPosが範囲を指定しま

す。0（低倍率レンズ用）、1（中倍率レンズ用）または2（高倍率レンズ用）でな

ければなりません。

パラメータ

(続き）

iComponent Integer 列挙型整数を使って、Scope-Proのオプションの読み込

み、設定を行います。コンポーネントをＩＤで指定します。

以下のうちのどれかでなければなりません。

SCP_GETNAMEを除く全コマンドについて、iComponentは使用されません。

iComponent 説明

SCP_ZFOCUS Focus（焦点）コンポーネント名を返すように指定します。ｉＰｏｓは使用されません。

SCP_OBJECTIVE SCP_COMPONENTNAME(-1)のiPosと共に、対物レンズセット名を返すように指定

します。０と対物レンズ数の間のiPosが、その位置で対物レンズ名を返します。

SCP_CONDENSER SCP_COMPONENTNAME(-1)のiPosと共に、コンデンサセット名を返すように指定

します。０とコンデンサ位置数の間のiPosが、その位置でコンデンサ名を返します。

SCP_CURRSHUTTER SCP_COMPONENTNAME(-1)のiPosと共に、現在のシャッター名を返すように指定

します。iPosが0または1で、シャッター位置名を返します。

SCP_SHUTTER1 シャ ッ ター番 号 １ （ または 、その位置 ）の名 前 を返 す場 合 を除 いて 、

SCP_CURRSHUTTERをご参照下さい。

SCP_SHUTTER2 SCP_SHUTTER1に同じ。ただし、シャッター番号は2です。

SCP_SHUTTER3 SCP_SHUTTER1に同じ。ただし、シャッター番号は3です。

SCP_SHUTTER4 SCP_SHUTTER1に同じ。ただし、シャッター番号は4です。

SCP_SHUTTER5 SCP_SHUTTER1に同じ。ただし、シャッター番号は5です。
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SCP_SLIDER1 SCP_COMPONENTNAME(-1)のiPosと共に、Slider番号1の名前を返すように指定

します。iPosが0または1で、スライダ位置名を返します。

SCP_SLIDER2 SCP_SLIDER1に同じ。ただし、スライダ番号は2です。

SCP_LAMP1 SCP_COMPONENTNAME(-1)のiPosと共に、Lamp番号1の名前を返すように指定

します。iPosが0～1000で、そのランプ輝度の名前を返します。

SCP_LAMP2 SCP_LAMP1に同じ。ただし、ランプ番号は2です。

SCP_APERTURE1 SCP_COMPONENTNAME(-1)のiPosと共に、Aperture（絞り）1の名前を返すように

指定します。iPosが0～1000で、そのランプ輝度の名前を返します。

SCP_APERTURE2 SCP_APERTURE1に同じ。ただし、絞り番号は2です。

SCP_FWHEEL1 SCP_COMPONENTNAME(-1)のiPosと共に、フィルタセット名を返すように指定しま

す。0とフィルタホイール配置数の間でiPosが、その位置のフィルタ名を返します。

SCP_FWHEEL2 SCP_FWHEEL1に同じ。ただし、フィルタホイール番号は2です。

SCP_FWHEEL3 SCP_FWHEEL1に同じ。ただし、フィルタホイール番号は3です。

SCP_FWHEEL4 SCP_FWHEEL1に同じ。ただし、フィルタホイール番号は4です。

SCP_FWHEEL5 SCP_FWHEEL1に同じ。ただし、フィルタホイール番号は5です。

パラメータ iCmd Integer 開始するためのコマンドを指定する値です。

iPos Integer SCP_GETNAMEと共に使用することは、上述の各コンポ

ー ネ ン ト で 説 明 さ れ て い ま す 。 iPos が

SCP_COMPONENTNAME(-1)に設定されている場合、

コンポーネントの名前が返ります。その他の場合は、指定

したコンポーネント位置名が返ります。また、このパラメー

タを使って、様々なSETコマンドの新規設定を決めること

もできます。

lpName LPSTR GetまたはSetコマンドで受け取られる列挙型整数です。

SCP_GETNAMEと共に用いると、コンポーネントまたは位

置名を受け取る整数です。SCP_MAXNAMELEN文字

（現在60文字）を受け取らなければなりません。このパラメ

ータは、他のコマンドと同時に使用することはできません。

（続き）

lpValue LPVOID 様々なGETコマンドと共に用いて、BOOLEANまたは整

数変数を指定します。使用法の説明は、iCmdの下にあり

ます。
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例 以下は、SCP_GETNAMEコマンドの例です：

Dim compname as string *60

Dim posname as string *60

ret = IpScopeControl(SCP_GETNAME, SCP_FWHEEL1, SCP_COMPONENTNAME, compname,
IPNULL)

ret = IpScopeControl(SCP_GETNAME, SCP_FWHEEL1, 0, posname, IPNULL)

以下は、取り込み時にシャッターをコントロールするSETコマンドの例です：

ret = IpScopeControl(SCP_ACQSETSHUTTER, 0, 1, “  ”, IPNULL)

以下は、取り込み前にScope-Proがオートフォーカスを行うか否かを問い合わせるGETtコマン

ドの例です：

Dim autofocus as integer
ret = IpScopeControl(SCP_ACQGETAUTOFOCUS, 0, 0, “  ”, autofocus)

戻り値 0 = 成功、-1 = 失敗

IpScopeDocGet

構文 IpScopeDocGet(Setting, DocID, Value)

説明 この関数は、Scope-Proを用いて取り込まれた画像の情報を取得します。画像上を右クリッ

クして得られるポジション情報と同様の情報が得られます。

パラメータ Setting Integer 以下のうちのどれかでなければなりません。

Setting 説明

SCGINF_Z_POS 可動範囲の原点からのZ位置を返します。

SCPINF_Z_FIELD スライス番号を返します。

SCPINF_Z_NUMPLANES Z軸のスライス枚数を返します。

SCPINF_Z_MIN 取り込み中のフォーカスコントロール機能を使用して取り込まれた画像の内

で、最下位置にあるスライスのZ位置を返します。マルチプレーンフォーカス

やソフトウエアオートフォーカスが使用された取り込みでなければ、０が返さ

れます。

SCPINF_Z_MAX 取り込み中のフォーカスコントロール機能を使用して取り込まれた画像の内

で、最上位置にあるスライスのZ位置を返します。マルチプレーンフォーカス

やソフトウエアオートフォーカスが使用された取り込みでなければ、０が返さ

れます。

SCPINF_Z_DIST 取り込み中のフォーカスコントロール機能を使用して取り込まれた画像の、最

下位置にあるスライスと最上位置にあるスライスとのZ軸上の距離を返しま

す。マルチプレーンフォーカスやソフトウエアオートフォーカスが使用された

取り込みでなければ、０が返されます。

SCPINF_Z_BEST 取り込み中のフォーカスコントロール機能を使用して取り込まれた画像の、最

も焦点の合っているスライスのZ位置を返します。マルチプレーンフォーカス

やソフトウエアオートフォーカスが使用された取り込みでなければ、０が返さ

れます。
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パラメータ

（続き）

DocID Integer 情報を得たい画像のIDを指定します。アクティブ画像に

対してはDOCSEL_ACTIVEを使用できます。

Value Single 得られた情報が当変数に返されます。

戻り値 0 = 成功、-1 = 失敗

例 DIM ZDist AS SINGLE

ret =　IpScopeDocGet (SCPINF_Z_FIELD, DOCSEL_ACTIVE, ZDist)

コメント Scope-Proを用いて取り込まれていなければ、これらの情報は画像に付加されません。

IpScopeEnumSettings ** 現在この関数は動作しません。**

構文 IpScopeEnumSettings(lpSzDirectory, bFirst, lpSzSettingsFile)

説明 この関数は、与えられたディレクトリ下にある設定ファイルのリストを返します。

パラメータ lpSzDirectory String 設定ファイルのあるディレクトリを指定します。

bFirst Integer リストを初期化し、1の場合は最初の設定ファイル、0の場

合は次の設定ファイルを返します。

lpSzSettingsFile Integer 指定された設定ファイルのファイル名を受け取ります。

（ファイル名のみ。パス名は受け取りません。）

戻り値 設定ファイルのレングスが戻ります。設定ファイルがこれ以上ない場合は0が返されます。

例 Sub EnumAll()

Dim settings As String*255

ret = IpScopeEnumSettings("c:¥ipwin45j¥", 1,settings)

 If (ret = 0) Then

   ret = IpMacroStop("No settings found.",MS_MODAL)

   End If

   While ret > 0

   ret = IpMacroStop(settings, MS_MODAL)

   ret = IpScopeEnumSettings("c:¥ipwin45j¥",0,settings)
   Wend

End Sub

コメント このマクロは、リストを初期化する時にはbFirstをTRUEにし、戻り値が０以上になるまで繰り

返します。ディレクトリの記述の最後には"¥"を記述します。

IpMacroStopとMS_MODALについてはAuto-Proのプログラミングマニュアルを参照して下

さい。

IpScopeGetCount

構文 IpScopeGetCount(iComponent，iCnt)

説明 この関数は、コンポーネント配置数を取得します。

パラメータ iComponent Integer コンポーネントをIDで指定します。

iCnt Integer コンポーネント配置数を返します。

戻り値 0 = 成功、-1 = 失敗

例 dim count as integer
ret = IpScopeGetCount(SCP_FWHEEL1, Count)
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コメント この関数は、IpScopeControlの下に記述されたコンポーネント指定値を使用します。

IpScopeGetPosition

構文 IpScopeGetPo

ition(iComponent, iPos)

説明 この関数は、現在のコンポーネント位置の索引を取得します。

iComponent Integer コンポーネントをIDで指定します。パラメータ

iPos Integer 現在のコンポーネント位置の索引を返します。

戻り値 0 = 成功、-1 = 失敗

例 dim position as integer
ret = IpScopeGetPosition(SCP_FWHEEL1, Position)

コメント この関数は、IpScopeControlの下に記述されたコンポーネント指定値を使用します。

IpScopeRead

構文 IpScopeRead(iComponent, lpString, iNumChar, iTimeout)

説明 この関数は、ご使用のアプリケーションで特定のコンポーネントコントローラからの文字を

受け取ります。

iComponent Integer コンポーネントをＩＤで指定します。

lpString LPSTR コントローラからの文字を受け取る整数です。

iNumCharaters Integer コントローラから読み込まれる文字数です。

パラメータ

iTimeout Integer 整数の読み込みに使われる最大時間を秒単位で指定

します。

戻り値 成功の場合は文字数を、失敗の場合は-1を返します。

コメント この関数は、IpScopeControlの下に記述されたコンポーネント指定値を使用します。XY
ステージ関数、IpStgXYWriteを使用して、そのコンポーネントに接続します。また、

Stage-Proインターフェースがインストールされている場合、Z軸焦点関数、IpStgZWriteも
使用できます。Z軸焦点コンポーネントは、IDで指定され、またこの関数で接続すること

もできます。Scope-Proインターフェースがインストールされている場合、この関数を使用

して、Ｚ軸焦点コントローラに接続されなければなりません。

参照 IpScopeＷｒｉｔｅ

IpScopeSettings

構文 IpScopeSettings(lpName, iSave)

説明 Scope-Proの設定ファイル（*．sｃｐ）をロード、または保存します。

パラメータ lpName String Scope-Ｐｒｏ設定ファイルの名前です。

iSave Integer 以下に指定される定数です。

SCP_LOAD
SCP_SAVE
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例 下のステートメントは、現在のステージ設定を保存します。

ret = IpScopeSettings("c:¥ipwin3¥test.scp",SCP_SAVE)

戻り値 0 = 成功、 1 = 失敗

IpScopeSetPosition

構文 IpScopeSetPosition(iComponent, iPos)

説明 この関数は、指定されたコンポーネントを指定の位置まで動かします。

パラメータ iComponent Integer コンポーネントをIDで指定します。

iPos Integer コンポーネント移動先を指定します。

戻り値 0 = 成功、-1 = 失敗

例 ret = IpScopeSetPosition(SCP_FWHEEL1, 2)

コメント この関数は、IpScopeControl下のコンポーネント指定値を使用します。

IpScopeShow

構文 IpScopeShow(bShow)

説明 この関数は、Scope-Proのユーザーインターフェースを表示/非表示します。

パラメータ bShow Integer 表示する場合はSCP_SHOWを、非表示にする場合は

SCP_HIDEを指定します。

例 下のステートメントは、Scope-Proのウィンドウを表示します。

ret = IpScopeShow(SCP_SHOW)

コメント マクロから顕微鏡のコントローラの機能を実行している場合、Scope-Proのウィンドウは表示

している必要がなくなりますので、表示/非表示はユーザーの選択事項となります。マクロ

のプログラムからScope-Proのウィンドウを表示させて、各オプションの設定をユーザーに入

力させる制御も可能ですし、Scope-Proのウィンドウを表示することなく、前もって定義して

おいた設定で自動実行することも可能です。

参照 IpScopeRead

IpScopeWrite

構文 IpScopeWrite(iComponent, lpString, iTimeout)

説明 この関数は、アプリケーションを使って、特定のコンポーネントコントローラに文字列を送り

ます。

パラメータ iComponent Integer 文字列を受け取るコンポーネントをIDで指定します。

lpString LPSTR コントローラに送るASCII Z文字列を指定します。

iTimeout Integer 文字列送信に使う最大時間を秒単位で指定します。

戻り値 成功の時は文字数を、失敗の時は-1を返します。
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コメント この関数は、IpScopeControl下のコンポーネント指定値を使用します。XYステージ関数、

IpStgXYWriteを使って、そのコンポーネントに接続します。またStage-Proインターフェース

がインストールされている場合、Z軸焦点関数、IpStgZWriteも使用されます。Z軸焦点コン

ポーネントはIDで特定され、この関数を通して接続できます。Scope-Proインターフェース

がインストールされている場合、関数を使ってZ軸焦点コントローラに接続されなければなり

ません。

参照 IpScopeRead
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第6章 － Stage-Proのセッティング 

Stage-Proの概要 

Stage-Proは、実験下で試料を観察する際に、与えられた範囲内を自動的にサンプリ

ングするためのツールです。通常、ステージは、顕微鏡で拡大観察している視野領

域よりもより広い範囲を移動させる必要があります。Stage-Proは、電動ステージの

機能を使ってステージを正確な位置に繰り返し位置づけることができます。

Stage-Proは、より広い範囲でステージを移動させ、複数の対象物に位置づけ、先に

観察した一つの対象物の位置に戻すという、繰り返し精度が求められる観察の手助

けとなるツールです。 

Stage-Proを用いて実験や観察を成功させるには、正確な設定が重要となります。

Stage-Proの設定には、ステージコンポーネントのセットアップとコンフィギュレー

ション、ステージ調整、レンズの較正、スキャン範囲の設定が含まれます。各手順

の概要を以下に記述します。（6-6ページ以降に、各詳細手順を設定時に出現する

順番で記述しています。） 

 

コンポーネントの設定 

Stage-Proでの各コンポーネントの設定手順は、以下の通りです。 

X/Yステージコンポーネントをお使いの場合は（オプションとしてフォーカスをお

使いの場合も）、設定プログラムを使用して設定します。各コンポーネントは同じ

コントローラで制御される場合が多いですが（別の場合もあります）、各コントロ

ーラはシリアルインターフェース経由でコンピュータからコマンドを受け、各軸モ

ーターを駆動します。 

Stage-Proの設定プログラム上では、インストールしたX/Yステージコントローラに

対して正しいコントローラを選択しなければなりません。フォーカスを別のコント

ローラで制御している場合は、同様にフォーカス用の正しいコントローラを選択し

なければなりません。その後に表示される設定のページでは、対応したコンポーネ

ントを選択しなければなりません。 

例）Olympus AX-80 Provis顕微鏡をPrior X/Yステージでお使いの場合の選択は、次

のようになります。 

l Olympus ProvisのコントローラとPriorのコントローラを両方とも選択します。 

l Provisコンポーネントのページからフォーカスコンポーネントを選択します。 

l PriorコンポーネントのページからX/Yステージコンポーネントを選択します。 

 

コンフィギュレーション 

Stage-Proの設定が終了したら、通信と他のコンフィギュレーションパラメータを設

定します。Stage-ProのConfigureタブでこれらのパラメータを設定します。大部分の
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コントローラの通信設定は工場出荷時にデフォルとしてなされていますが、X/Yス

テージのステップサイズ、フォーカスのステップサイズは、インストールしたコン

ポーネントに合わせてユーザが設定する必要があります。 

X/Yステージのステップサイズは、Stage-Proを用いてステージを正確に操作するた

めには必須で、通常、使用するステージのドキュメントに記述されています。ステ

ップサイズは、１回の移動コマンドでステージが軸に沿ってどれだけ動くかを示し

たものです。誤ったステップサイズが指定されると、例えば、0.05マイクロメータ

/ステップとすべきところを4マイクロメータ/ステップとした場合では、レンズ較

正などの対応する倍率に80倍の誤差が出てきてしまいます。 

フォーカスのステップサイズはX/Yステージほどは重要度は高くはなく、締め付け

具で取り付けられたフォーカスコンポーネントはどんな場合でもおおよその精度

しか持ちません。既知の厚さに対する正確なスケールがあるなら、このスケールを

用いてZ軸の移動距離を較正する機能をStage-Proは持っています。 

 

Stage Squaring（ステージ調整） 

ステージ調整では、ステージの移動する軸とカメラとの位置合わせを調整します。

以降に続く数多くのステージ操作のためにも、ステージのX軸は、取り込みデバイ

スで取り込まれた画像の横（水平）方向の辺と揃っていなければなりません。光学

機器と取り込みデバイスが正しく調整されることで、カメラの焦点面と光路が垂直

になります。X軸が調整できれば、Y軸と取り込まれた画像の縦（垂直）方向の辺と

が揃うことになります。 

Stage-Proに用意されているステージ調整の各ステップについての詳細は、6-6ペー

ジに初期設定が、7-1ページの「Configureタブ」の項に詳細が記述されています。 

 

Lens Calibration（レンズの較正） 

Stage-Proの操作の多くは取り込みフレーム（カメラの物理的な撮像範囲）のサイズ

を基本にしています。レンズの較正とは、取り込みフレームのサイズを決定するこ

と（広義には、取り込まれた１ピクセルのサイズを決定すること）です。この較正

により、Stage-Proは、１つの撮像範囲から隣接する別の撮像範囲に正確に移動する

ことができるようになります。また、Image-Proに対して正確な空間較正を提供し、

図形のサイズや距離の測定ができるようになります。 

注記：取り込みデバイスが次の機能のどちらかをサポートしている場合、固定され

た１つのフレームサイズだけでStage-Proを使用するか、レンズ倍率とフレームサイ

ズの組み合わせ毎にレンズの較正を生成するか、のどちらかの方法となります。 

l サブアレイやサブエリアでの取り込み機能 

l 複数のフレームサイズで取り込み機能 

Stage-Proに用意されているレンズの較正の各ステップについては、6-13ページに初

期設定が、7-8ページの「Lens/Magタブ」の項に詳細が記述されています。 
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Scan Area（スキャン範囲） 

取り込むフレームのサイズが決まれば、サンプリング中に移動する範囲を定義する

ことができるようになります。この範囲をScan Area（スキャン範囲）と呼んでい

ます。スキャン範囲は、その範囲の物理的な寸法、各方向のフレーム数、ジョイス

ティックで移動させた任意の領域などで定義できます。 

ウェルプレートの個々のウェルや組織の細胞のひとつひとつを観察する場合、つま

り、試料をいくつかの近似した領域に分けて分析する場合、ひとつの小さなスキャ

ン範囲を定義して、試料中の望みの位置に個々のスキャン範囲の原点（左上隅）を

定義して使用できます。反対に、試料を全体として分析する場合は、試料中の重要

な部分全体をカバーする大きな領域をスキャン範囲として定義します。 

連続したフレームや近接のフレームの領域をスキャンする用途の場合（特に１画像

にタイリングする時など）、定義された全部の領域を取り込む必要性があります。

また、非連続サンプリングなどの用途の場合、領域の100％を取り込む必要がなく、

全領域をある間隔を置いてサンプリングする必要性も生まれます。 

Stage-Proには、スキャン範囲とスキャン範囲内を移動する際に使用されるスキャン

パターンを定義するタブダイアログがあります。スキャン範囲については7-24ペー

ジ、スキャンパターンについては7-35ページをご参照下さい。Stage-Proには、スキ

ャン範囲を開始から終了までトータルに設定するためのウィザードもあります。

（7-24ページ「Scan Areaタブ」の項をご覧下さい。） 

スキャン範囲は取り込まれたフレームのサイズに依存しますので、２つのレンズを

常時使用する場合は、それぞれにスキャン範囲を定義する必要があります。例えば、

4倍のレンズで取り込まれたフレーム範囲は、2倍のレンズを用いて取り込まれた範

囲の約1/2の幅と高さになります。試料の同じ範囲をカバーするためには、スキャ

ン範囲は、各軸の方向に約2倍のフレーム分設定すべきことになります。 

固定の範囲を定期的に観察する場合、例えばマルチウェルプレートの１つのウェル

やプロトコルで定義した１つだけの範囲に観察を限定したい場合、その範囲定義を

保存して管理する必要が生まれます。Stage-Proではこの範囲定義に名称をつけて保

持し、各セッション毎に保存リスト中から選択できるようになっています。 

Stageタブ（7-17ページ）上のスキャン範囲コントロールを用い、スキャン範囲内

の個々のフレームに移動して、スキャン範囲内の全フレームを取り込むことができ

るようになります。 

 

フォーカス 

お使いの顕微鏡にフォーカスコントロールがあれば、Stage-Proは、試料の焦点を合

わせ、複数の焦点深度での分析を可能にする種々の機能を提供します。オプション

としてオートフォーカス機能のハードウェアをお持ちなら、Stage-Proはそのハード

ウェアをサポートします。また、ハードウェアによるオートフォーカスと同等のソ

フトウェアも提供します。 
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ハードウェアがオートフォーカスをサポートしているなら、取り込み時にハードウ

ェアオートフォーカス機能を使用できます。試料が平らかもしくは若干傾斜してい

るだけの場合なら、１つのフレームの大部分もしくは全部に焦点が合っていますの

で、この機能は最も効果があります。但し、試料を別の位置に位置づけると焦点を

再度合わせる必要が出てきますし、取り込みデバイスから直接取り込まれたライブ

ビデオが必要となります。（ビデオ取り込み用のデバイスが必要となります。）試

料の焦点が合っているかいないかは、ビデオの中心近くの領域をサンプリングして

決定するものがほとんどですが、レンズ倍率により異なった領域をサポートするも

のもあります。 

Stage-Proは、異なったフォーカス位置のフレームを集めた画像スタック（もしくは

画像セット）を取り扱う機能を多く持っています。この機能には次の定義が必要で

す。 

l Zフレームの枚数 

l 画像セットを取り込むZ軸の最大可動範囲（現在のX/Y位置だけに止まらず、

試料全体の通して、対象物の最上位位置、および最下位位置を含む範囲） 

これらの位置は現在設定されているZ軸の原点からの相対位置で、順序としては、

焦点部に最も近い位置にZ軸の原点を設定した後に最大可動範囲を設定するように

します。 

画像スタックの機能のひとつにSoftware auto-focus（ソフトウェアオートフォーカ

ス）機能があります。この機能は、画像スタックを分析し、最も焦点の合った対象

物を持つ画像を選び出します。関連した機能としてMulti-Plane focus（マルチプレ

ーンフォーカス）機能があります。この機能は、最も焦点の合った領域を各フレー

ムから抽出して合成し、ひとつの合成画像を生成します。例えば、左側が高く、右

側が低い傾斜となっている試料の場合、この機能は、左側は高い位置のZスライス

から領域を取り出し、右側は低い位置のZスライスから領域を取り出して合成しま

す。 

両機能は、どの部分を焦点の合った領域とするかのアルゴリズムをユーザに決定さ

せる機能を持っています。大部分の明視野画像では、maximum contrast（コントラ

ストが最大）オプションが最良の結果をもたらします。（ほとんどのハードウェア

オートフォーカス回路ではこのアルゴリズムが使われています。）蛍光画像では、

minimum intensity（最小輝度）、maximum intensity（最大輝度）オプションがより

よい結果をもたらします。どちらを選択するかは、以降の処理によります。 

さらに進んだ深度分析や以降の操作のために、画像スタックの収集だけを行うとい

うこともできます。 

Stageタブ（7-17ページ）上のフォーカス制御部分では、上述の取り込みオプショ

ンに加えて、現在のZ軸の可動範囲内をステップ単位に移動させるコントロールが

できます。 

 

Sample Pattern（サンプルパターン） 

Stage-Proは、自動的な繰り返し操作の補助となる機能も提供します。試料がマルチ
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ウェルプレートなどの反復グリッドの中に整理されているような場合や、ステージ

が複数のスライドをサポートしている場合などに有効となります。Sample Patterns

（サンプルパターン）機能は、グリッドの全体の特徴を定義し、グリッドの各ポイ

ントにおいて現在のスキャン範囲を取り込み中にサンプリングします。つまり、サ

ンプルパターンは、原点を繰り返し移動し、スキャン範囲をそのたびに位置づけて

サンプリングする自動化機能です。 

サンプルパターンは、行列数（１行１列も可能）、および行間、列間の隅から隅へ

の間隔で定義できます。例えば、９６ウェルプレートでは８行１２列あり、隅から

隅への間隔は1cmというような定義になります。 

新規のサンプルパターンの定義や既存の定義からの選択ができ、ウィザードを利用

してサンプルパターンの設定の開始から終了までを行うこともできます。「Sample 

Patternタブ」（7-36ページ）の項をご参照下さい。 

 

Groups（グループ） 

サンプルパターンが適用できる試料でプロトコルがサンプルの繰り返し配置を記

述している場合、多くは、サンプルの論理的なグループ化を記述しています。例え

ば、いくつかのウェルのまとまりや１つのスライドをグループ化することで、試料

の残りの部分を同じパターンで制御、参照しようというものです。 

Stage-Proは、全体的なグリッド中のこの四角形のサブエリアをGroups（グループ）

として定義し管理します。Stage-Proを使用すると、取り込みの際に、１つだけのグ

ループを選択することも全グループを選択することもできるようになります。7-36

ページの「Sample Patternタブ」の項をご参照下さい。
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Stage-Proの起動 

この項では最初にStage-Proモジュールを開始するための手順を説明します。既に

Stage-Proを開いた場合や以前に使用したことのある場合では、画像の表示が記述の

内容と異なることがあります。 

重要：X/Yコンポーネント、X/YとZコンポーネントを組み込んでいる場合に、

Stage-Proはインストールされます。Zコンポーネントだけの場合はScope-Proがイン

ストールされますので、第３章の「Scope-Proのセッティング」の章をご参照下さ

い。 

Stage-Proコマンドを選択する前に、電動ステージコントローラと画像取り込みボー

ドが確実にパソコンに接続されているか確認します。セットアップ手順については、

各メーカーの操作マニュアルを参照して下さい。ステージを接続した後、Image-Pro 

Plusを起動してAcquire（取り込み）メニューを選択します。 

注記：Stage-Proを起動する前に、お使いのパソコンで通信ポートのフロー制御を設

定して下さい。（コントロールパネルにあるシステムのデバイスマネージャでボー

トを選択します）。この設定は使用する顕微鏡によって異なります。顕微鏡の操作

マニュアルで確認するか、または顕微鏡メーカーにお問い合わせ下さい。また、コ

ントローラが本マニュアルに記述のないオプションを組み込んでいる場合、それぞ

れのハードウェアのリリースノートやハードウェアガイドをご参照下さい。 

 

最初にStage-Proモジュールを開始する場合は以下のステップで行います。 

 

重要：Stage-Proの使用には、あらかじめ取り込みボードとカメラがインストールさ

れ、画像が取り込める状態である必要があります。また、Stage-Proを使用する場合

は、ハードウェアパススルー機能を持った画像入力ボードを使用して下さい。やむを

得ず、ソフトウェアパススルーを使用する場合、ステージの移動中はライブ表示を必

ず止める必要があります。 

１．Acquire（取り込み）メニューからStage-Proコマンドを選択します。 

初めてStage-Proコマンドを選択すると、"．iniファイルがありません。"といった

下のようなメッセージボックスが表示されます。 

 

OKをクリックします。各コンポーネントのコンフィギュレーションを行うよう

に告げる以下のようなダイアログボックスが表示されます。 
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2． ＯＫをクリックします。 

Stage-ProがConfigureタブを表示します。 

 

3． 使用ステージに合った設定を選択します。X/Y Stageのシリアルポート設定が

正しいこと、および各コンポーネントのStep Size（ステップサイズ）が正しく

設定されていることを確認して下さい。Z軸フォーカスが装備されている場合は、

それも同様にコンフィギュレーションする必要があります。 

重要：COMMポートを正確に設定すると同時に、Configureタブで以下の設定も

正確に行う必要があります。 

顕微鏡/ステージタイ

プ 

シリアルボーレー

ト 

ストップビ

ット 

パリテ

ィ 

Leica DMRAX 9600 1 なし 

Ludl BioPoint 9600 2 なし 

Ludl Mac 2000 9600 2 なし 

Maeuzhauser / ITK 9600 1 なし 

Maeuzhauser / LStep 9600 2 なし 

Nikon E1000 9600 1 なし 

Nikon Focus 9600 1 なし 

Olympus Provis      

AX-70/80 

9600 1 なし 

Prior H128 9600 1 なし 

Prior OptiScan 9600 1 なし 

Zeiss AxioPlan2 9600 1 なし 

Zeiss MCU-27 9600 2 なし 
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4．OKをクリックします。 

Area of Tｒavel（移動範囲)についてのメッセージが表示されます。 

 

5．OKをクリックします。 

Select Area of Travel（移動範囲の選択）ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

以下に移動範囲についての詳細を記述します。スキップする場合は6-11ページに飛

んで下さい。 
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移動範囲の設定 

ステージの移動範囲、ステージ移動の物理的限界をStage-Proで有効にするのは、

このダイアログボックスでの設定だけです。 

Set Area of Tｒavel ｂｙ corners（角で移動範囲を設定）機能、Use physical limits 

of stage[最大可動範囲（物理限界）を使用]機能のいずれかの機能で、Stage-Pro

を使って移動できる限界範囲を設定します。ステージのモーターは強力ですの

で、ステージが移動し過ぎて顕微鏡（特に光学機器）を傷つけてしまう場合が

あります。移動範囲の設定は、高価な顕微鏡をこのような損傷から守るための

助けとなります。 

お使いのステージに調整可能なリミットスィッチがあれば、それを用いて限界

範囲を設定し、その範囲内に試料を置くようにします。スライダではスライダ

の角が、ウェルプレートではコーナーウェルの外側の角がこれにあたります。

マイクロスイッチを変更できるなら、その後にUse physical limits of stage機能を

選択して移動範囲を設定します。 

リミットスィッチが調整不可ならば、Set Area of Tｒavel ｂｙ corners機能を選

択して移動範囲を設定します。 

Select Area of Travel（移動範囲の選択）ダイアログボックス中に表示される4つ

のオプションは2種類に分類できます。初めの2方法（Set Area of Tｒavel ｂｙ 

cornersおよびUse physical limits of stage）は領域位置および限界を決め、後の2

方法（Set origin of Area of TravelおよびUse current position as origin）は、あらか

じめ定義された限界の原点を決めます。これらのうち、初めの２つの方法から1

つを選択して移動範囲を設定して下さい。そうしないと後の２つの方法はアク

ティブになりません。 

aからdの４つのオプションのうち１つだけが選択できます。 

a. Set Area of Tｒavel ｂｙ corners（角で移動範囲を設定）：ユーザが範囲を定

義します。あらかじめアクティブ範囲の限界を最初の２つのオプションで指

定していない場合、このオプションがデフォルトになります。 

特定し易い左上角の点（例えば、スライドカバーの角のように取り込み範囲

の左上角の目印となる点）に、ステージを動かして下さい。この左上角は以

降のスキャン範囲、スキャンパターンを定義する際の基準点となります。 

 

次に移動範囲の右下角にステージを動かすよう、ダイアログボックスが表示

されます。以上の操作で決定した移動範囲は、Stage-Proの次のセッションに

引き継がれます。 
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b. Use physical limits of stage[最大可動範囲（物理限界）を使用]：Stage-Proが自

動的にステージの最大限界を決定します。これは、前バージョンのStage-Pro

が使用していた操作です。これを選択すると、これにより起こりうる危険が

警告として表示されますので、操作を続けるかキャンセルするかを選択しま

す。この操作で決定した範囲は、Stage-Proの次のセッションに引き継がれま

す。 

c. Set origin of Area of Travel（移動範囲原点を設定）：ユーザが範囲を定義しま

す。あらかじめアクティブ範囲の限界を最初の２つのオプションで指定して

いない場合、この項目はグレイ表示（使用不可）になります。それ以外は、

このオプションがデフォルトになります。ステージをあらかじめ決定した左

上角に戻して下さい。 

d. Use current position as origin（現在位置を原点に使用）：あらかじめアクティ

ブ範囲の限界を、最初の2つのオプションで指定していない場合、この項目は

グレイ表示（使用不可）になります。これを選択すると、その時点でのステ

ージ位置が移動範囲の原点になります。ステージを移動範囲の左上に再配置

して各作業を終了する場合にのみ有効です。 

Stageタブ（7-17ページ参照）のPark（戻る）ボタンを選択すると、Stage-Pro

は自動的にこの操作を行います。 

重要：移動範囲の左上角の点は、全てのスキャン範囲およびパターンについて

の基準点です。Set Area of Travel by cornersで移動範囲を決定すると、一貫し

て同じ基準点を使用する必要があり、そうしないとスキャン範囲が正しく配

置されなくなります。 

正しい基準点の使用を確実にするには、Stage-Proを終了する前にStageタブの

Park（戻る）ボタンをクリックして下さい。[StageタブのPark at shutdown（終

了時に戻る）オプションを使用します。7-22ページをご参照下さい。] 

またSet origin of Area of Travelを選択して、スライドの支点を基準点として登

録できます。ステージ移動範囲の左上角が、基準点に最も使用し易く便利で

すが、ステージ下のレンズおよび他の装備によって、ステージを安全に移動

できる最大限界の使用が困難になることがあります。 

下の図で、移動範囲の原点が"Ｈｏｍｅ"ポジションで、スキャン範囲のデフ

ォルトの点が"Center"ポジションです。 

      

      

      

      

      
Physical limits of Stage 

（物理的な最大可動範囲） 

Home（基準点） Scan Area（スキャン範囲） 

Center（中央） 



Stage-Proのセッティング - Stage-Proの起動 

Page 6-11 

      

Area of Travel（移動範囲） 
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6． ラジオボタンを選択し、OKをクリックします。 

使用開始時などで移動範囲を設定していない場合は、ここで設定して下さい。 

この後の手順は、移動範囲を角で設定するか、最大範囲を使用するかによって

異なります。Set Area of Travel by cornersを選択した場合は、ステップ7に進ん

で下さい。Use area of maximum travelを選択した場合はステージ移動に関する下

図の警告ダイアログボックスが表示されます。 

 

ステージが移動してもレンズやZ軸モータに当たらないように調節して、OKをク

リックします。以下、ステップ11に進んでください。 

7． ステージを所望の移動範囲の左上角に動かします。 

 

8． ジョイスティックを使ってステージを動かし、Continue（続ける）ボタンを

クリックします。 

9．下図のダイアログボックスが表示されますので、指示に従い、ステージを所望

の移動範囲の右下角に動かします。 

 

10．ジョイスティックを使ってステージを動かすと、移動範囲の左下角がライブ画

像の左上角に表示されます。Continue（続ける）ボタンをクリックします。 

その後、ステップ14に進みます。 

11．OKをクリックします。Stage Movement（ステージ移動）ダイアログボックス

が表示されます。（注記：Halt機能が使用できないステージもあります。） 
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Stage-Proが全てのポート情報を確認し、コントローラが起動するとステージが

動き始めます。しばらく待ってもステージが動き始めなかったり、動き始めて

何かにぶつかりそうになったら、Halt Stage（ステージ停止）ボタンをクリック

します。ＯＫとＣａｎｃｅｌ（取り消し）ボタンのある別のダイアログボック

スが表示されます。 

 

ＯＫボタンで限界探索操作を再開します（例えば、ステージがレンズにぶつか

りそうになったら中止し、レンズを動かして再開します）。ステージが反応し

ない（すなわち、ポート情報が間違っている）場合は、Cancel（取り消し）ボタ

ンをクリックします。Cancelボタンで、最初のConfitureタブに戻ります。 

14．限界探索を終了します。 

限界が決定してステージの動きが止まったら、レンズの未較正を知らせるメッ

セージボックスが表示されます。 

 

15．ＯＫをクリックします。 

Lens/Magタブが表示されます。 
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注記：Scope-Proが対物レンズをコントロールしている場合、タブダイアログボ

ックスのこれらの設定値は上図とは異なります。 

16．Lens/magnification欄のリストボックスをクリックし、較正したいレンズを選択

します。 

Stage-Proを初めて実行する場合は、"レンズが較正されていません。今、較正しま

すか？"という意味のメッセージボックスが表示されます。ステージを使用するに

は、少なくとも1つのレンズを較正しておかなければなりません。未較正のレンズ

を選択したり、Calibrateボタンをクリックしたりすると、下図のダイアログボック

スが表示されます。 

デフォルトはCalibrate by stage movement（ステージの移動で較正）で、このオプ

ションを選択すると較正の操作は通常となります。 

 

l Calibrate by stage movement（ステージの移動で較正）：本章に後述されている

方法（7-10ページ参照）を使用して較正します。デフォルトの選択となります。 

l Import Calibration（較正をインポート）：ドロップダウンリストが表示され、

その中からImage-Pro側で設定した較正を選択します。この較正がStage-Proで

の較正となります。 

Import Calibrationオプションを使用する場合、Stage-Proで較正を行いたいレンズ

と、Stage-Proと共に使用するカメラを用いて画像を取り込み、その画像を使用

して適切な較正がなされなければなりません。Image-Proの較正には数多く方法

がありますが、以下に明瞭な１つの方法を示します。 
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1. 使用したい対物レンズを位置決めします。 

2. カメラの使用方法を設定します。デジタルカメラを使用する場合は、ビニ

ングとフレームサイズを実画像取り込みの際に使用するものに設定して

下さい。 

3. ステージマイクロメータのように既知の寸法を持ったオブジェクトのフ

レームを取り込みます。 

4. Image-ProのSpatial Calibration（空間較正）ダイアログボックスから新規の

較正を生成します。その際、Pixel/Unit（ピクセル/単位）欄からImage（画

像で）コマンドを使用して較正します。 

5. Stage-ProのLens/Magタブから較正を生成した対物レンズを選択します。

その後、Import Calibrationを選択します。 

6. Image-Proで生成した較正をドロップダウンリストから選択しOKをクリッ

クします。 

7. Stage-Proは、正常にインポートできた場合、ダイアログボックスでこの較

正の情報を表示し、この較正を受け入れるか否かの選択肢を返してきます。

受け入れた場合、Stage-Proでの較正がStage-Proの通常の作法で、例えば

2Xというような名称で生成さます。Stage-Proではこの名称が使用されま

す。（Image-Pro側で生成した名称は使用されません。） 

レンズが表示されない場合は、New（新規）ボタンを使用して新規のレンズの設

定を作成します。「Lens/Magタブ」の項（7-8ページ）を参照して下さい。 

注記：正確な較正を得るためにステージを調整する必要があります。7-4ページ

の「Stage Squaring（ステージの調整）」の項を参照して下さい。 

17．ＯＫをクリックします。 

重要：この時点でStage-Proは、既に取り込みボードおよびカメラがインストー

ルされており、画像取り込みが可能であると見なします。 

Stage-ProがImage-Ｐｒｏのライブビデオウィンドウを呼び出し、ステージ移動

を告げるメッセージボックスを表示します。ライブビデオウィンドウの左上角

に、画像内の目印となる物が来るようにステージを動かします。 

 

表示されているダイアログボックスを邪魔にならない所に移動もしくは最小化

し、プレビューウィンドウのサイズ変更すると、以降の操作がしやすくなりま

す。 

18．目印となる対象物をプレビューウィンドウの左上に配置した後、ダイアログボ
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ックスのContinue（続ける）ボタンをクリックします。 

Stage-Proがフレームを取り込み、拡大してワークスペース上に表示します。取

り込まれた画像（プレビュー画像ではなく）上の目印となる対象物にカーソル

を置いてクリックするように、メッセージボックスが表示されます。 

 

この時、ワークスペース上に取り込まれた画像をプレビューウィンドウの下に

置くようにするとよいでしょう。ワークスペース上に取り込まれた画像を表示

させるためには、プレビューウィンドウを邪魔にならない場所に移動して下さ

い。ワークスペースは400%に拡大できますので、ライブ画像とは異なって見え

ます。 

選択した対象物がプレビューウィンドウの左上角に十分近くにあれば、ワーク

スペース上の画像でも見られます。そうでなければ、スクロールバーを使用し

て見える位置まで画像をスクロールします。 

19．取り込んだ画像の左上角にある目印の対象物をクリックします。 

ワークスペース上に取り込んだ画像上（プレビュー画像上ではなく）をクリッ

クします。先のメッセージボックスが、ステージを移動させてライブビデオウ

ィンドウ内の目印の対象物を右下角に動かすよう告げるものに置き換わります。 

 

20．目印の対象物をプレビューウィンドウの右下に配置して、ダイアログボックス

のContinue（続ける）ボタンをクリックします。 

Stage-Proはフレームを取り込み、拡大してワークスペース上に表示します。最

後のダイアログボックスが表示されます。 

 

21．目印の対象物をクリックします。 

ライブビデオウィンドウと画像ウィンドウが閉じます。Accept Calibrationダイア

ログボックスが表示されます。 
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注記：ほとんどの取り込みデバイスは、正しくセットアップすると1.0に非常に

近い値のアスペクトレシオを表示します。使用レンズをアスペクトレシオ1.0に

コンフィギュレーションできない場合、カメラとステージ移動軸との向きを調

整する必要があります。7-2ページConfigureタブの「Stage Square（ステージ調

整）」ボタンの項および7-4ページ「Stage Squaring（ステージの調整）」の項を

ご覧下さい。 

22．Yesをクリックしてフレームおよびカメラの全ての情報を計算してLens/Magタ

ブに送るか、またはＮｏをクリックして較正をやり直します。 

レンズを較正すると、残り全てのタブ（Lens/Mag、Stage、Scan Area、Scan Pattern、

Sample Pattern、Acquire）が使用可能になります。これで、取り込み操作ができる

ようになります。また、他のレンズを較正することも可能です。 

何らかの操作を行うためには、少なくとも1つのレンズを較正する必要があります。

各レンズは使用する前に較正しておかなければなりません。 
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第7章 － Stage-Proのタブダイアログ 

 

この章では、Stage-Proの各タブダイアログの詳細について説明します。 

注記：X/Yコンポーネント、X/YとZコンポーネントを組み込んでいる場合にStage-Pro

はインストールされます。Zコンポーネントだけを組み込んでいる場合はScope-Proが

インストールされますので、第４章の「Scope-Proのタブダイアログ」の章をご参照下

さい。 

 

Configureタブ 

初めてStage-Proコマンドを呼び出すと、Stage-ProのConfigureタブが表示されます。

（この時点ではConfigureタブ以外のタブは表示されません。） 

 

注記：Configureダイアログボックスは一旦入力を完了すると、再び表示されること

はありません。次回からStage-Proコマンドを選択すると、最後に使用したタブダイ

アログが表示されます。 

このダイアログボックスで特性（Step Size等）および特定の電動ステージが持つ機

能を指定する必要があります。Image-Proでステージを使用する前に、これらの情報

を入力しておかなくてはなりません。必要な情報を入力した後、OKをクリックしま

す。 

 

Configureタブのコントロールは以下の通りです。 

Current Settings（現在の設定）：ドロップダウンリストから、Stage-Proで作成、保

存されている設定ファイルを選択します。 
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Load（ロード）：このボタンをクリックするとSettings File Name（設定ファイル名）

ダイアログボックスが表示され、この中から保存されている設定ファイルを選択

してロードします。設定ファイルには、スキャン範囲、スキャンパターン、イン

ストールされたコンポーネントのレベルなどの情報が記述されいます。設定ファ

イルの拡張子は”*.stg”となります。 

Save（保存）：現在の設定を、Settings File Name（設定ファイル名）ダイアログボ

ックスに表示された名称の設定ファイルに保存します。設定ファイルの拡張子

は”*.stg”となります。別名で保存する場合は、File Name（ファイル名）欄に名

称を入力して現在の設定を設定ファイルに保存します。 

Stage Square（ステージ調整）：ビデオカメラとステージの動きを平行に揃えます。

揃っていないと、レンズの較正をした後の比率が不正確となります。7-4ページ

の「Stage Squaring（ステージ調整）」の項を参照して下さい。 

Set Area of Travel(移動範囲を設定）：このボタンをクリックして、ステージ移動範

囲の物理的限界を決めます。下図のダイアログボックスが表示されます。 

 

 このダイアログはステージの移動範囲、ステージ移動の最大可動範囲に影響しま

す。6-9ページの「移動範囲の設定」の項をご覧下さい。下図のような警告メッ

セージが表示された場合はOKボタンをクリックします。 

 

ステージが移動し始め、次のダイアログが表示されますので、緊急にステージを

停止させる場合は、HALT STAGE（ステージ停止）ボタンをクリックします。 

 

ステージの移動範囲、ステージ移動の最大可動範囲についての詳細は、6-9ペー

ジの「移動範囲の設定」の項をご覧下さい。 

About Stage-Pro(Stage-Pro について)：このボタンをクリックすると、Stage-Pro の

バージョン情報が表示されます。OK ボタンをクリックするとダイアログボック

スが閉じます。 
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OK：設定の変更を終了する場合はこのボタンをクリックします。変更した設定を設

定ファイルに保存する場合は Save（保存）ボタンをクリックします。 

Configure（構成）：構成のリストボックスから、インストールしたステージ用のコ

ンポーネントを選択します。 

 適切なコンポーネントを選択したならば、Configure タブの下部が選択したコンポ

ーネント用に変換されます。コンポーネントについての詳細は、4-1 ページ

Scope-Pro の「Configure タブ」の項をご参照下さい。 

About Driver（ドライバについて）：ドライバ名、作成した会社名、版権、バージョ

ン番号、日付、ファイル名、ディレクトリなどの情報が表示されます。 

Serial COMM Port（使用シリアルポート番号）：この欄には、ステージコントロー

ラを接続しているシリアルポート番号（COMM １、COMM2 等）を入力します。

デフォルトは COMM1 ですが、違う COMM ポートに設定することもできます。 

Step Size（ステップサイズ）：この欄には、電動ステージがX/YまたはZステップモ

ーターの１ステップで移動する距離をmicron（マイクロメーター）単位で入力し

ます。多くの場合、メーカーはこの距離を”step/mm”で表示しています。この場

合は、”step/mm”の数値で1000を除算し、その結果をこの欄に入力します。 

例えば、使用ステージが10,000stepｓ/mmの時、ステップサイズは0.1になります。 

  1,000 / 10,000 ＝ 0.1micron 

注記：このステップサイズは、Stage タブで設定する[7-19 ページ Stage and focus 

positions（ステージとフォーカス位置）欄参照]の Step（ステップ）欄のサイズ

とは異なります。但し、この欄で最小のロジカルステップサイズの候補は決定

されます。 

Has Auto-Focus（オートフォーカス）：Z 軸コントローラがオートフォーカスオプ

ションを備えている場合は、このオプションを選択します。このオプションは、

フォーカスモジュールがインストールされている場合に限り Configure タブに表

示されます。 

Serial Baud Rate（シリアルボーレイト）：ステージコントローラのボーレイトを入

力します。デフォルトは 9600 です。 

Has Joy stick（ジョイスティック）：ステージコントローラがジョイスティックを

備えている場合に、このオプションをクリックします。ジョイスティックを備え

ていない場合は、Virtual Joystick（仮想ジョイスティック）ダイアログボックス

（下図）を使ってステージを動かすことができます。ジョイスティックの種類に

より異なりますが、Ｚ軸コントロールを装備していない場合、右端部のボタン2



Stage-Pro ユーザーマニュアル 

Page 7-4 

個は表示されません。 

 

Stop Bits（ストップビット）：ストップビット数を入力します。使用しているコン

ポーネントでの正しい値がデフォルトとなり、ステージの仕様の確認ができます。 

Parity（パリティ）：ステージコントローラのパリティ設定を入力します。使用し

ているコンポーネントでの正しい値がデフォルトとなり、ステージの仕様の確認

ができます。 

注記：使用ステージコントローラによっては、ここに記載されていない構成オプシ

ョンがあります。リリースノートおよびご使用のハードウェアガイドをご参照下さ

い。 

Stage Squaring（ステージの調整） 

ステージ調整機能は、ビデオカメラを用いてステージの動きを調整する際に使用し

ます。正確な結果をStage-Proから得るためには、ステージとカメラの向きを正しく

合わせなければなりません。つまり、ステージが１軸方向にだけ移動する場合は、

ビデオ画像もまた、ステージの移動方向で特定された１軸方向にのみ移動するよう

に調整しなければならないということです。ステージがX軸方向にのみ移動してい

るなら、ビデオ画像のY軸は決して動いてはなりません。 

通常、カメラの機械上の回転軸はビデオ画像上の中心のピクセルとは異なりますの

で、カメラの回転軸を見つけることが第１ステップとなります。 

 

ステージ調整の手順 

1. ジョイスティックでステージを位置付けます。 

2. 最初にStage Square（ステージ調整）ボタンをクリックすると、Stage-Proは次

のダイアログボックスとプレビューを表示します。 

 

ステージ調整機能から抜け出る場合は、Continue（続ける）ボタンをクリック

します。 

3. ジョイスティックを使用してステージを移動し、目印となる対象物がステージ
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の中央付近に来るようにします。（注記：説明の便宜上、比較的大きな対象物

を目印にしていますが、クリックする点がずれないよう、小さな対象物を選択

して下さい。） 

 

注記：このライブプレビューはワークスペースプレビューであることに注意し

て下さい。通常のプレビューより動きがスムーズではありませんので、相当に

ゆっくりとステージを移動させなければなりません。 

4. ワークスペースプレビュー上で目印となる対象物が中心となるよう位置づけ、

対象物をクリックします。クリックすると次のダイアログボックスが表示され

ます。 

 

ステージ調整機能から抜け出る場合は、Continue（続ける）ボタンをクリック

します。 

5. 指示に従ってカメラを約120度（１/3回転）回転させます。 

注記：この時、目印の対象物が上側から左側に移動し、回転後のワークスペー

スプレビュー上である程度の距離を移動します。決してジョイスティックを用

いて対象物を移動したり位置決めをやりなおしたりしないで下さい。 

 

6. 目印となる対象物を再度クリックします。次のダイアログボックスが表示され

ます。 

対象物 

対象物が移動する 
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ステージ調整機能から抜け出る場合は、Continue（続ける）ボタンをクリック

します。 

7. 指示に従って、再度カメラを約120度回転させ、対象物を再度クリックします。 

 

8. 下図は、上記で行った３回のカメラの回転で表示された対象物の画像を合成し

て概念図化したものです。（この図は説明のための図ですので、実際のプレビ

ュー上には現れません。） 

Stage-Proは、クリックされた３つの点から円周を見つけます。この円周の中心

がカメラの機械上の回転軸となり、以降のステージ調整に使用されます。 

  

9. クリック後、Square Stage（ステージ調整）ダイアログボックスが表示されま

すので、指示に従ってカメラを通常のポジションに回転させて戻し、Continue

（続ける）ボタンをクリックします。 

 

10. 次のダイアログボックスが表示されます。 

対象物が移動する 

クリックした３点を通る円の

中心がカメラの中心となる。 
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11. 指示に従ってクロスヘアの下に目印の対象物を移動します。 

 

12. 最後のSquare Stageダイアログボックスが表示されます。 

 

13. ここでは、まず対象物を一方のサイドに移動します。この時、下図のように、

X軸方向にだけ移動するように注意します。 

注記：現段階ではステージとカメラの調整が正しくなされていないため、対象

物はY軸方向にも移動することがあります。 

 

14. 最後に、カメラを回転させ、対象物がX軸方向のクロスヘア線の真下に来るよ

うにします。真下に来たら、カメラがこの位置から動かないように注意しなが

クロスヘア 

Y 軸方向にも移動したら、カメ

ラを回転させて、対象物がクロ

スヘアの真下に来るようにしま
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ら、カメラを固定します。 

 

15. 上図では、カメラを回転させて、この時点でカメラとステージが調整されまし

た。ステージをX軸方向にのみ左右に移動させてテストして下さい。目印の対

象物が、ワークスペースプレビュー上でX軸方向のクロスヘア線上を移動する

はずです。 

テスト終了後、Continue（続ける）ボタンをクリックしてSquare Stageダイアロ

グボックスを閉じます。これで、ステージの調整が終了です。 

対象物がクロスヘアの真下に

来たら、カメラを固定します。 
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Lens/Magタブ 

Lens/Magタブでは、倍率やフレームサイズ、レンズやカメラのその他のオプション

を設定、およびインストールしたレンズの較正を行います。 

 

Current Lens/Camera stats（現在のレンズ/カメラの情報）欄： 

Frame Width（unit）（フレーム幅）：現在のフレーム幅を表示します。unitは、

当ダイアログボックスの底部にあるUnits欄から選択した単位で表示されます。 

Frame Height（unit）（フレーム高）：現在のフレーム高を表示します。unitは、

当ダイアログボックスの底部にあるUnits欄から選択した単位で表示されます。 

Frame Width（pixel）（フレーム幅；ピクセル）：現在のフレーム幅をピクセル単

位で表示します。 

Frame Height（pixel）（フレーム高；ピクセル）：現在のフレームの高さをピク

セル単位で表示します。 

Pixel / unit in X：X軸上の１単位のピクセル数です。unitは、当ダイアログボック

スの底部にあるUnits欄から選択した単位で表示されます。 

Pixel / unit in Y：Y軸上の1単位のピクセル数です。unitは、当ダイアログボック

スの底部にあるUnits欄から選択した単位で表示されます。 

unit / piXel X：X軸上の１ピクセルの長さを単位数で表示します。unitは、当ダイ

アログボックスの底部にあるUnits欄から選択した単位で表示されます。 

unit / piXel Y：Y軸上の１ピクセルの長さを単位数で表示します。unitは、当ダイ

アログボックスの底部にあるUnits欄から選択した単位で表示されます。 

Aspect ratio（Y/X）（アスペクトレシオ）：X軸とY軸のアスペクトレシオ（縦横

比）を表示します。 
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Lens/Magnification（倍率）欄： 

Magnification（倍率）リストボックス：使用するレンズの倍率を選択します。 

初めてLensタブを表示すると、現在の倍率は空白になっています。下向き矢

印をクリックすると、２X、４X、10X、20X、40Xおよび100Xのデフォルトの

メンバーが表示されます。最初のメンバーには、「 2X（2X with NO multiplier）」

のようにmultiplier（中間レンズ倍率）タグがついて表示されます。 

 

multiplier（中間レンズ倍率）が0または１の場合、一旦リストを変更すると以

降タグは表示されなくなります。他の場合は、下図のように対物レンズの

Power（レンズ倍率）との乗算式で表示されます。 

 

ドロップダウンリストからレンズを選択し、レンズが較正されると、リスト

ボックスが閉じられ、選択されたレンズがこの欄に表示されます。 

レンズが較正されていない場合は、（1度目と同様に）較正を行うかどうかを

たずねるダイアログボックスが表示されます。Yesを選択すると、前述の較正

操作を行うことができます。Ｎｏを選択すると、使用レンズは最後に較正し

たレンズに戻るか、使用可能な較正済みのレンズが無い場合は空欄表示にな

ります。 

注記：Magnificationリストボックスのメンバーは、顕微鏡のハードウェアに対

応していなければなりません。顕微鏡のレンズが多かったり、または少なか

ったり、異なっていたりする場合は、下記のNEW（新規）およびDelete Lens

（レンズ削除）ボタンを使って対応させます。処理前に少なくとも１つのレ

ンズを較正しておかなければなりませんし、各レンズは使用前に較正する必

要があります。 

New（新規）：このボタンをクリックすると、次のダイアログボックスが表示さ

れます。 
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レンズの新規情報を設定する時は、選択した対物レンズのLens Power（倍率）

と使用しているMultiplier（中間レンズ倍率）を指定してＯＫをクリックします。 

Delete Lens(レンズ削除)：このボタンをクリックすると、現在のレンズのリスト

ボックスが表示され、現在のレンズ設定値を削除するか確認されます。 

 

削除したいレンズをクリックして選択し、ＯＫをクリックして削除するか、

削除しない場合はCancel（取り消し）をクリックします。 

Calibrate Lens XY（レンズ較正 XY）：このボタンをクリックすると下図の

Objective Not Calibrate（未較正のレンズ）のダイアログボックスが表示され、

この中からレンズを選択して較正します。 

 

Calibrate by stage movement（ステージの移動で較正）オプションを選択した

場合、Stage-ProがImage-Proのライブビデオウィンドウと下図のメッセージボ

ックスを表示し、ステージを移動させるようにユーザに指示を与えます。 

 

 指示に従ってステージを移動し、プレビューウィンドウの左上角に目印とな

る対象物が来るようにします。その後、Continue（続ける）ボタンをクリック

するとImage-Proが画像を取り込み、拡大してImage-Proのワークスペース上に

表示します。 

 次のダイアログが表示されたら、ワークスペースに取り込まれた画像の左上

角にある目印の対象物をクリックします。（プレビュー画像上の対象物では
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ありません。） 

 

ダイアログボックスの指示メッセージが、目印の対象物をライブビデオウィ

ンドウの右下角に移動するように置き換わります。 

 

対象物をプレビューウィンドウの右下角に移動し、Continue（続ける）ボタン

をクリックします。Stage-Proが画像を取り込み、拡大してImage-Proのワーク

スペース上に表示します。最後の指示を示すダイアログボックスが表示され

ます。 

 

 目印の対象物をクリックすると、下図のダイアログボックスが表示されます

ので、Accept Calibration?（較正を受け入れますか？）の要求に、較正を受け

入れる場合はYesを、較正をやり直す場合はＮｏをクリックします。 

 

何らかの操作を行うためには、少なくとも1つのレンズを較正する必要があり

ます。各レンズは使用する前に較正しておかなければなりません。 

X/Y軸の較正についての詳細は、7-13ページ「XY軸の較正について」の項を

ご参照下さい。 

 

Z Calibration（Z軸の較正）について： 

Stage-Proは、フォーカスモーターの回転パルスを垂直な動きに変換する際

の内部レートを持っており、このレートはConfigureタブ上で設定された

Step Size（ステップサイズ）から計算されます。このステップサイズはス

テージの全ての上下の動きに使用されます。顕微鏡フレームには数多くの
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種類がありますので、ステップサイズが望みどおりに正確にならないこと

があります。Stage-Proの内部レートは補正乗数（デフォルトは１）を持っ

ており、モーター１パルスあたりの垂直移動距離を補正することができま

す。 

Z軸の較正は、この補正乗数を設定する手順と言えます。基本的な手順と

して、まず２つの異なった位置にステージを動かし、次に２つのステージ

位置の距離を測定して入力します。Stage-Proは、この入力された値から補

正乗数を計算します。距離の測定方法は、ステージにマウントされている

ダイアルインディケータ上で物理的に測定するか、あるいはある既知の厚

さ、例えば1mmのガラススライドなどのように、その最上部と最下部とを

フォーカスすることによって測定します。 

注記：ほとんどの取り込みデバイスは、正しくセットアップすると1.0に非常

に近い値のアスペクトレシオ（縦横比）を表示します。使用レンズをアスペク

トレシオ1.0にできない場合、カメラとステージ移動軸との向きを調整する必

要があります。7-2ページConfigureタブの「Stage Square（ステージ調整）ボタ

ン」の項および7-4ページ「Stage Squaring（ステージの調整）」の項をご覧下

さい。 

 

Calibrate Z（Z軸の較正）：Z軸の較正を行います。このボタンをクリックすると

下図のダイアログボックスが表示されます。 

 
Up（上）/Down（下）ボタンもしくはジョイスティックを用いて最初の参照

点を位置決めし、Continue（続ける）ボタンをクリックします。 

 

上図のダイアログボックスが現れたら、Up（上）/Down（下）ボタンもしく

はジョイスティックを用いて最後の参照点を位置決めし、Continue（続ける）

ボタンをクリックします。 

 

上図のダイアログボックスが現れたら、Z軸上の距離をmm（ミリメートル）

単位で入力します。 
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Delete Z Calib（Z軸の較正を削除）：このボタンをクリックすると、現在のZ軸の

較正が削除されます。 

X/Y Travel speed （X/Y移動速度）：ステージ移動の相対速度をスクロールバー

で設定します。相対速度のスケール１（最低速）から１００（最高速）まで

の間が指定できます。また、選択したスピードは特定の対物レンズ用となり

ます。 

Focus Travel speed（フォーカス移動速度）：コントローラがフォーカス移動速度

の複数設定をサポートしている場合は、スクロールバーでフォーカスの移動

速度を設定できます。サポートしていない場合は当コントロールは使用でき

ません。 

Unitｓ（単位）：較正単位を入力します。Stage-Proでは、micron（マイクロメー

ター）、mm（ミリメートル）、mils（ミル）が入力できます。 

注記：Stage-Proの中での距離、位置の表記は、ここで選択した単位となります。 

XY Calibration（XY軸の較正）について 

Calibration（較正）とは、１つの絶対的な単位で１ピクセルの寸法を決定する手順の

ことを言います。ピクセルの寸法が較正されれば空間較正ができ、画像上の図形の

サイズや図形間の距離が計算できます。 

X/Yステージはたいへん正確なステップ（絶対サイズが既知）で移動できますので、

移動した距離の絶対サイズと取り込まれた画像上のピクセルで測られた移動サイズ

とを比較すれば、較正が正しく計算されます。 

Stage-Proでは、較正は各対物レンズ毎に行います。また、カメラと試料との間で使

用している光学機器を変更した場合も較正に影響しますのでご注意下さい。 

以下はCalibrate Lens XY（レンズ較正 XY）ボタンを使用したStage-Proでのレンズ較

正（XY軸の較正）の例です。まず、目印となる対象物（下図では小さい丸）をプレ

ビュー画像の左上角に位置付けるようStage-Proから指示があります。 
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下図のダイアログボックスが表示され、Continue（続ける）ボタンをクリックする

と現在のステージ位置が設定されます。 

 

Stage-Proが画像を取り込み、取り込まれた画像上で目印となる対象物をクリックす

るよう指示が表示されます。取り込まれた画像上でとがった角や目印となる対象物

を選びクリックします。（取り込まれた画像上では、対象物を含む左上角の部分が

大きく表示されますが、プレビュー画像と比べてあまり鮮明には表示されません。

対象物が取り込まれた画像の左上角の近くになければ、スクロールバーを用いて画

像をスクロールして下さい。） 

対象物をクリックすると、Stage-ProはX/Yのピクセル単位のオフセットを計算しま

す。（DeltaX1、DeltaY1というラベルで認識されます。） 

次に、対象物がプレビューウィンドウ上の右下角に来るようステージを移動するよ

うに指示があります（下図）。 

 

ステージを移動後、表示された上図のダイアログボックスでContinue（続ける）ボ

タンをクリックすると、新規の画像がワークスペース上に取り込まれます。 

新規に取り込まれた画像上で対象物の新しい位置をクリックすると、Stage-Proは新

たなX/Yのピクセル単位のオフセットを計算します。（ DeltaX2、DeltaY2というラベ

ルで認識されます。） 
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Stage-Proは、現在のステージの位置から移動した物理的な距離をX、Y両方向につい

て求めます（上図の”Physical Stage X/Y movement”）。下図のAccept Calibrationダイ

アログボックスが表示されますので、Yesボタンをクリックして較正を受け入れると、

Lensタブに表示されているすべての数値をStage-Proが計算できる状態になります。 

 

例えば、Pixel per unit in X（X方向の単位あたり距離）はステージが移動した物理的

距離X（”Physical Stage X movement”）は（DeltaX2 - DeltaX1）で計算できます。（こ

の例では、ステージは反対方向に移動しています。） 

このように、ステージの移動サイズは現在選択している対物レンズに依存します。

ビデオフレームのサイズを固定した場合、高倍率のレンズを使用すると角から角へ

対象物を移動する距離は小さくてすみます。このため、較正は対物レンズ毎に行う

必要があります。 

Stage-Proで得られた較正の数値はImage-Proの空間較正に渡され、Image-Proでの測

定に使用されます。Stage-Proでの較正値は、Stage-Proで取り込まれた画像を通して

Image-Proにロードされます。 

正確な較正を行うには多くの要因がありますが、ステージの調整と対物レンズの選

択が２つの主因となります。ひとつは、ステージとカメラが正確に調整されている

かということで、ステージが１軸方向にだけ移動する場合は、ビデオ画像もまた、

ステージの移動方向で特定された１軸方向にのみ移動するように調整しなければな

りません。ステージがX軸方向にのみ移動しているなら、ビデオ画像のY軸は決して

動いてはなりません。（7-4ページの「Stage Squaring（ステージの調整）」の項を

ご参照下さい。） 

次の要因は、目印となる対象物の選択が正確かということです。対象物は、できる

かぎり小さくかつ認識できる程度に明確である必要があります。照明等の理由で、

一方の画像を取り込んだ時と他方の画像を取り込んだ時では、対象物の見え方は一

致しません。もし対象物に不定な形の物を選択すると、同じ位置を探してクリック

することは困難になります。とがった角や2直線の交点などを選択するようにして下

さい。なるべく目印の同じ場所をクリックすることで較正の精度が上がります。ま

た、アスペクトレシオが（1.0±数千分の１）程度の範囲内に収まるようにも注意し

て下さい。 

 

Image-Proの較正をStage-Proにインポートする方法 

ステージを移動して較正する方法ではなく、Image-Proの空間較正をインポート

する方法が新規機能として追加されました。 
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較正していないレンズを選択するたび、あるいはStage-Proを初めて開くときな

どは、「レンズが較正されていません、較正しますか？」というメッセージボッ

クスが表示されます。未較正のレンズを選択した時、もしくはCalibrate Lens XY

（レンズ較正 XY）ボタンをクリックした時には下図のダイアログボックスが表

示され、デフォルトを選択した場合は通常の較正手順となります。 

 

Calibrate by stage movement（ステージの移動で較正）：本章（7-13ページ「XY 

Calibration（XY軸の較正）について」の項参照）に記述されている方法を使用

して較正します。デフォルトの選択となります。 

Import Calibration（較正をインポート）：ドロップダウンリストが表示され、そ

の中からImage-Pro側で設定した較正を選択します。この較正がStage-Proでの

較正となります。 

Import Calibration（較正をインポート）オプションを使用する場合は、Stage-Pro

で較正を行いたいレンズとStage-Proと共に使用するカメラとを用いて画像を取

り込み、その画像を使用して適切な較正がなされていなければなりません。

Image-Proの較正には数多く方法がありますが、以下に１つの方法を示します。 

1. 使用したい対物レンズを位置決めします。 

2. カメラの使用方法を設定します。デジタルカメラを使用する場合は、ビ

ニングとフレームサイズを実画像取り込みの際に使用するものに設定し

て下さい。 

3. ステージマイクロメータのように既知の寸法を持ったオブジェクトのフ

レームを取り込みます。 

4. Image-ProのSpatial Calibration（空間較正）ダイアログボックスから新規

の較正を作成します。その際、PiXel/Unit（ピクセル/単位）欄からImage

（画像で）コマンドを使用して較正します。 

5. Stage-ProのLens/Magタブから較正を作成した対物レンズを選択し、

Import Calibration（較正をインポート）オプションを選択します。 

6. Image-Proで作成した較正をドロップダウンリストから選択し、OKボタン

をクリックします。 

7. Stage-Proは、Accept Calibrationダイアログボックスでこの較正の情報を

表示し、この較正を受け入れるか否かの選択肢を返してきます。受け入

れた場合、Stage-Proでの較正が、Stage-Proの通常の方法で、例えば2Xと

いうような名称で生成されます。Stage-Proではこの名称が使用されます。
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（Image-Pro側で生成した名称は使用されません。） 
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Stageタブ 

Stageタブは、顕微鏡のステージ(XY)および焦点(Z)移動を制御するパネルです。ステ

ージをX、Y、Ｚ方向に特定の点まで移動させたり、ユーザが決める方法で移動させ

たりするのに使用します。また、ステージ動作をマクロに記録するためのボタンも

あり、以降の操作用に一連のステージ移動をプログラムできます。 

 

Stage（X/Y）欄とFocus（Ｚ）欄にあるボタンを使って、1ステップ移動を行います。

Up（上）、Down（下）、Left（左）あるいはRight（右）ボタンを1回クリックする

と、ステージやフォーカスを指定方向に1ステップ移動します。１ステップで移動す

る距離は、Stage and Focus positions（ステージとフォーカス位置）欄のStep（ステ

ップ）欄で設定できます。  

また、Stage and Focus positions欄のX/Y/Z欄にX、Y、Zの各位置を数値（mm）で入

力すると、ステージまたはフォーカスが指定位置まで移動します。 

移動は、Set XY Origin（XY軸原点を設定）欄のボタンまたはFocus （Z）欄にあるSet 

Z Origin（Z軸原点を設定）ボタンを使って決定した、各軸上の現在の原点を基準と

して計測されます。 

注記：Stageタブは、電動ステージのマニュアル制御（通常、ジョイスティック）と

共に使用できます。マニュアルでステージやフォーカスを移動させるとX、Y、Z各

位置がImage-Proでモニターされ、Stage and Focus positions欄に表示されます。これ

に合わせ、Set XY OriginおよびSet Z Originボタンを併用すると実用的です。 

Stage（XY）[ステージ（XY）]欄：この欄にあるボタンを使用すると、ステージをXY

平面上で１ステップ移動させます（すなわち、平面に平行にスライドさせます）。 

Up（上）/Down（下）：このボタンをクリックすると、ステージをY軸に沿って

１ステップ移動させます。１ステップはStage and focus positions欄のY欄で指

定された長さです。 

Left（左）/Right（右）：このボタンをクリックすると、ステージをX軸に沿って
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１ステップ移動させます。１ステップはStage and focus positions欄のX欄で指

定された長さです。 

Origin（原点）：このボタンをクリックすると、XY平面上の原点にステージを移

動させます。XY原点は、Set XY Origin欄にあるボタンで設定します。 

Focus（Z）[フォーカス（Z）]欄：この欄にあるボタンを使用すると、ステージをＺ

軸方向（つまり、スライドに対して垂直方向）に１ステップ移動させます。 

Up（上）/Down（下）：Upボタンをクリックすると、ステージをレンズに１ステ

ップ近づけます。Downボタンをクリックすると、ステージをレンズから1ステ

ップ離します。１ステップはStage and focus positions欄のZ欄で指定された長

さです。 

Auto（自動）：自動で正確なフォーカス位置を確立する場合、Autoボタンをクリ

ックします。このボタンをクリックすると、ステージコントローラのオート

フォーカス機能が起動され、時計カーソルが表示されます。フォーカスが定

まると、再び制御可能になります。 

 注記：ステージコントローラオプションが正しく設定されている場合は、ス

テージコントローラにオートフォーカス機能がある時のみAutoボタンが使用

可能になります。但し、Image-Pro Plusには、オートフォーカス回路の有無を

確認する機能がありません。セットアップ時にオートフォーカスを使用可能

にすると、Autoボタンが間違ってアクティブになってしまうことがあります。

このような環境下でAutoボタンをクリックすると、ステージコントローラが

反応しなくなります。 

コントローラがオートフォーカス機能を備えていない場合は、前述の

ConfigureタブでHas Auto-Focusオプションが非表示（使用不可）になっている

ことを確認して下さい。 

Orig.（原点）：Z軸上の原点にステージを移動させる時、Orig.ボタンをクリック

します。Z軸原点は、Set Z Originボタンで設定します。 

Set Z Origin（Z軸原点を設定）：このボタンを使用すると、Z軸の原点が設定でき

ます。このボタンをクリックするとステージの位置が決定され、Stage and 

Focus positions欄のZ欄では、その軸の"０"の点として表示されます。Z軸の可

動範囲は、現在のZ軸原点に対して相対的に決まります。つまり、Z軸原点を

変更することによって可動範囲の絶対的位置を変更することができます。

（Delta Zは変更されません。） 

 XY軸の原点の設定は次のボタンで行います。 

Set XY Origin（XY軸原点を設定）：このボタンを使用すると、X、Y軸の原点が設定

されます。このボタンをクリックするとステージの位置が決定され、Stage and 

Focus positions欄のX/Y欄では、その軸の"０"の点として表示されます。 

Upper Left（左上）：このボタンをクリックすると、XY平面の原点をステージの

移動範囲の左上角[Home（基準点）]に設定します。また、レンズがこの点の
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真上にくるようにステージを移動させます。 

Center（中央）：このボタンをクリックすると、XY平面の原点をステージの移動

範囲のCenter（中央）に設定します。また、レンズがこの点の真上にくるよ

うに、ステージを移動させます。 

Current Pos.（現在の位置）：このボタンをクリックすると、現在のX、Y値をそ

れぞれX、Y軸の原点とします。 

注記：Home（基準点）、Center（中央）について詳細は、6-9ページ「移動範囲

の設定」の項をご参照下さい。 

Stage and focus positions（unit）（ステージとフォーカス位置）欄：この欄にあるコ

ントロールで、特定の点へステージを移動させる制御を行います。また１ステッ

プの長さを指定します。 

X/Y/Ｚ：左側にあるX、Y、Ｚの各欄は、ステージのX、Y、Z各軸における現在の

位置を指定されたunit（ミリメートル、マイクロメーター、あるいはミル）で

表示します。unitの指定はLensタブのUnits欄で行います。（ 7-12ページ参照。） 

Stage-Proがこれらの位置について0.5秒毎に調べるので、ステージコントロー

ラ（ジョイスティック）によるいかなる移動もこれらの欄に反映されます。

（Stageタブを起動すると、これらの欄はステージの現在の位置で初期化され

ます。）下記、Disable Timed Update（定期更新しない）の項もご参照下さい。 

 現在の原点に対する特定位置にステージを移動させる場合にも、X、Y、Z各

欄を使用します。ステージ位置を指定するには、X、Y、Z各欄に適当な数値

を入力します。小数やマイナスの数値も入力できます。 

Step（ステップ）：右側にあるStep欄で、与えられた軸のlogical ｓｔｅｐ（論理

ステップ）の大きさを指定します。論理ステップとは、Stage（XY）欄または

Focus（Ｚ）欄のUp、Down、Ｌｅｆｔ、Rightボタンを１回クリックして移動

する距離を示します。 

 注記：論理ステップは、Stage-Proの操作を簡単にするためのもので、Configure

タブで設定したステージのStep Size（ステップサイズ）とは関係ありません。

但し、最小の論理ステップサイズの候補はステージのStep Sizeで決定できます。 

 論理ステップサイズは、ステージがスライド上の対象領域の周りに沿って1ス

テップずつ移動するように設定することもできます。例えば、Up/Downボタ

ンを使用して非常に平坦な試料に焦点を合わせている時は、非常に小さなフ

ォーカス（Z軸）のステップサイズが必要になりますし、平坦でない試料の場

合はより大きなステップサイズが必要になります。 

重要：ステージの動きが裸眼で捉えられなくなるほどに論理ステップサイズ

を小さくすることは簡単にできます。同様に大きくすることも簡単ですので、

大きくし過ぎてレンズや光学機器にステージを当ててしまうこともあります。

ご注意下さい。 

Disable Timed Update（定期更新しない）：このオプションをチェックして選択す



Stage-Pro ユーザーマニュアル 

Page 7-22 

ると、X、Y、Z欄の数値の表示をステージの現在位置に合わせて定期的に更

新する機能を中断します。 

通常、このオプションを選択しない場合、このタブでのコントロールやジョ

イスティックでステージを移動させるごとに、Stage-Proがその軌跡をたどり

ます。しかし、位置の更新には、大変時間がかかりますので、当タブ中のコ

ントロールを使用するのが困難になる場合があります。Disable Timed Update

オプションを選択すると、このような時間のかかる更新を避けることができ

ます。 

Update Now（更新）：このボタンをクリックすると、X、YおよびZ欄にステージ

の現在の位置が表示されます。通常この操作は必要ありませんが、Disable 

Timed Updateオプションを選択していると、ステージをこのタブにあるコント

ロールで移動させた場合に位置表示を更新する必要があります。例えば、全

てのWindowsシステムタイマーを他のアプリケーションで使用している際に

Stage-Proを起動したような場合です。この場合には、Update Nowボタンをク

リックしてステージの位置を取得します。 

Set XY Step to Frame（XYステップサイズ->フレームサイズ）：このボタンをク

リックすると、XYのステップサイズがビデオフレームの縦横のサイズと等し

くなります。これは、Lens/Magタブで指定したフレームの縦横サイズと等し

くなります。 

Macro（マクロ）欄：この欄にあるボタンでステージの現在位置をマクロに記録す

ると、マクロ再生時にステージを同じ位置まで自動的に移動させることができま

す。マクロ作成中のボタン使用例については、「第8章－マクロの使用」をご参

照下さい。 

Record X/Y（X/Y位置を記録）：このボタンをクリックして、現在のX/Y位置を

マクロに記録します。これにより、ＩｐStageXY（）構文がマクロに書き込ま

れ、再生時に自動的にXY平面上の全く同じ位置までステージを移動します（再

生中、XY原点が再生前と同一と仮定）。関数ＩｐStageXY()の説明については、

「第9章－Stage-Pro関数構文」をご参照下さい。 

Record Z（Z位置を記録）：このボタンをクリックして、現在のZ位置をマクロに

記録します。これにより、ＩｐStageＺ（）構文がマクロに書き込まれ、再生

時に自動的にフォーカスを全く同じ位置まで動かします（再生中、Z原点が再

生前と同一と仮定）。関数 IpStageZ（）の説明については、「第9章－Stage-Pro

関数構文」をご参照下さい。 

Relative Measurement（相対距離測定）欄：この欄の機能は参照点を作成する機能と

類似しています。まず参照点を作成し、次に参照点と別の点との間の距離を測定

して、Image-Pro Plusのアウトプットウィンドウに表示出力します。 

Mark（参照点をマーク）：このボタンをクリックして、参照点をマークします。 

Measure（測定）：このボタンをクリックして、現在のステージの位置と参照点

と間の距離を測定します。 



Stage-Pro のタブダイアログ – Stage タブ 

Page 7-23 

4. 1. 

3. 2. 

Z/X/Y：測定したい方向の軸を選択します。単一軸だけでなくZ/X/Y各軸の組み

合わせでの選択もできます。 

Go to（移動）欄： 

Go to（移動）：このボタンをクリックして、ステージをフレーム欄に表示され

ている番号のフレーム位置まで移動させます。 

Frame（フレーム）：あらかじめ、Scan Patternタブでパターン、およびScan Area

タブでフレーム数を設定している場合に使用します。下記の2つの操作法があ

ります。 

Go to（移動）ボタンで操作する方法： 

現在のスキャン範囲内で、指定の配置先にステージを移動します。 

スキャン範囲は、Scan AreaタブおよびScan Patternタブで定義された、XY

方向に並ぶ数個のビデオフレームのことで、これらのタブで設定されたす

べてのオプションを考慮したものです。オプションには、XY各方向のフレ

ーム数、連続/非連続の別、ガードフレームの設定、水平/垂直パターン、

全/穴パターンの指定などがあります。このオプションは、Stage-Proで取

り込みながらスキャン範囲内を端から端まで移動させる時などに使用し

ます。3×3の水平パターンのスキャン範囲では、フレーム番号は下図例の

数値のようになります。 

0 1 2 

5 4 3 

6 7 8 

0が原点のフレームとなります。 

ナビゲーション制御（下図）で操作する方法： 

パターン内での現在のステージ位置（Frame欄に表示されます）からの移

動を指示します。パターン配置は、0（ゼロ）からN-１（Nはパターン内フ

レーム数）で番号が付きます。 

下図はStageタブにあるナビゲーション制御について示したものです。 

 
 

 

 

 

1． このボタンをクリックして、ステージを現在のパターン内で最初の

位置(0)に移動します。 

2． このボタンをクリックして、ステージを現在のパターン内で直前の
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位置に移動します。 

3． このボタンをクリックして、ステージを現在のパターン内で次の位

置に移動します。 

4． このボタンをクリックして、ステージを現在のパターン内で最後の

位置（N-1）に移動します。 

Well（ウェル）：このオプションは、サンプルパターンの定義を行い、Set Sample 

Pattern Origin（サンプルパターン原点を設定）ボタンを用いてサンプルパタ

ーンの原点を設定した時に使用可となります。このオプションを使用すると、

選択されたサンプルパターン中の、現在のアクティブグループの中にある指

定されたウェルまたはスライドの原点にステージを移動します。このウェル

位置の原点が現在のXY原点となります。 

 ウェルパターンの0以外の位置のフレームに移動するには、前記のFrame欄に

よるコントロールで行います。 

ウェル、サンプルパターン、グループについての詳細は7-36ページ「Sample 

Patternタブ」の項をご参照下さい。 

Plane（プレーン）：このオプションは、Stage-Proにフォーカスコンポーネントが

インストールされている場合で、AcquireタブのSet Z Travel limits（Z軸可動範囲

を設定）オプションが設定されている時に使用可となります。Plane欄にプレー

ン番号を入力することで、Set Z Travel limitsオプションで定義されたZ軸平面の

上から下までを通して移動させることができます。詳細は7-43ページの「Acquire

タブ」の項をご参照下さい。 

Park（戻る）：このボタンをクリックして、ステージをArea of Travel（移動範囲）

のHome（基準点）位置に戻します。 

Park at Shutdown（終了時に戻る）：このオプションを選択すると、毎回Image-Pro

終了時にステージをArea of Travel（移動範囲）のHome（基準点）位置に戻しま

す。毎回ステージを初期化する場合にUse current position as origin（現在位置を原

点に使用）オプション（6-9ページ「移動範囲の設定」の項参照）を使用する場

合は、Park at Shutdownボタンを使用することを強くお薦めします。Image-Pro終

了時に手作業でステージを”Park”するよりよい方法です。 

Reverse Park Corner（戻り位置を反転）：このオプションを選択すると、ステージ

の戻り位置を反転することができます。ステージは通常、現在の原点の位置から

最も負方向の角（通常は基準点）に戻りますが、このオプションを指定しておく

と、現在の原点の位置から最も正方向の角（通常は、現在の原点を基準点とした

移動範囲の対角位置）に戻るようになります。 

Joystick Enable（ジョイスティック使用可）：ジョイスティックがオフになってい

る場合、このオプションを選択して再度使用可にできます。 

 注記：大部分のステージはこのオプションを使用しません。 

Feature Location Map（位置を探す）欄：この欄のオプションは、Stage-Proを用いて取
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り込まれた画像上をクリックすることで、クリックした位置までステージを移動す

る機能を提供します。（Image-Proの取り込みモジュールで取り込んだ画像では機能

しません。） 

Feature Location Map（位置を探す）：このボタンをクリックすると、Stage-Proのダ

イアログボックスが最小化され、ライブプレビューが開始されます。また、次の

ダイアログボックスが表示されます。 

 

Go to object（対象物へ）：このオプションがデフォルトとなります。画像上を

クリックすると、クリックした目印となる対象物がライブプレビューウィン

ドウの中心に来るようステージが移動します。この機能は単一フレームの画

像上、タイリング後の画像（広い視野を貼り合わせて１フレームにした画像）

上、XY軸もしくはZ軸でのシーケンス画像上で使用できます。画像はStage-Pro

で取り込まれたものでなければなりません。（Image-Proの取り込みモジュー

ルで取り込んだ画像では機能しません。） 

 Go to frame（フレームへ）：このオプションはタイリング後の画像の場合に

最も有効です。このオプションを選択して画像上をクリックすると、クリッ

クした対象物が取り込まれているフレームの位置にステージを移動します。 

Finished（終了）：Feature Location Map機能を終了する場合はこのボタンをクリ

ックします。クリックすると、当ダイアログボックスが閉じ、ライブプレビ

ューウィンドウが終了して、Stage-Proのウィンドウが元に戻ります。 

Enable Antibacklash（アンチバックラッシュ有効）：このオプションは、ステージを

常に正方向からフレームポジションへ移動させることによって、ギアの遊びを削

減しようとする機能です。このオプションがオンの時は正方向の移動は通常通り

ですが、負方向への移動は、一度目的の位置を通り越してから止まり、その上で

目的の位置まで正方向に戻るという動きをします。 

Reverse Z direction（Z軸移動方向を反転）：Z軸でのバックラッシュ補正のためには、

常にUp（上）ボタンを使用して目的の位置まで移動させなければなりません。こ

のオプションを選択することで、ステージのZ軸方向の動きを上下逆転します。 
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Scan Areaタブ 

このタブダイアログを使用して、ステージコントローラがサンプル上でスキャンす

る範囲を設定します。 

 

7-30ページの「スキャン範囲について」の項には、Stage-Proから電動ステージをコ

ントロールしてスキャニングする場合の基本的な方法が記述されています。ご参照

下さい。 

Current Area（現在の範囲）欄： 

Frames in X（X軸フレーム数）：現在のスキャン領域のX軸方向のフレーム数を入

力します。 

Frames in Y（Y軸フレーム数）：現在のスキャン領域のY軸方向のフレーム数を入

力します。 

Total Frames（総フレーム数）：スキャン領域内の総フレーム数（X軸フレーム数

×Y軸フレーム数）を表示します。 

Width（unit）（幅）：スキャン領域の幅を、選択した単位で入力します。units（単

位）はLens/MagタブのUnits欄で指定した単位で表示されます。 

Height（unit）（高さ）：スキャン領域の高さを選択した単位で入力します。unit

（単位）はLens/MagタブのUnits欄で指定した単位で表示されます。 

Area（面積）：スキャンする総面積（高さ×幅）を表示します。 

Scan Area and Pattern（スキャン範囲とパターン）：このリストボックスには、

パターンディレクトリ下（通常Image-Proのアプリケーションフォルダ

c:¥Ipwin45J下のScPtnフォルダ内）に作成保存されているパターンファイルの

This boX is an enlarged 

view of the AOI. The 

red boX is the scan 

This red boX is the 

scan area (AOI). 

The larger black boX represents 

the area of travel. 

スキャン範囲を拡

大表示します。赤

い四角がスキャン

範囲、黒が各フレ

ームを表します。 

大きい方の四角は、ステ

ージの限界を表します。 

赤い四角がスキャン

範囲です。 
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全メンバーが表示されます。このメンバーの中から選択してスキャン範囲を

ロードします。Scan Areaタブ、Scan Patternタブで何らかの変更がなされた

場合、既にロードされているスキャン範囲にもその変更が及びます。 

Add Scan Area（スキャン範囲追加）：このボタンをクリックすると下図のダイ

アログボックスが表示されますので、ここに名称を入力してOKボタンをクリ

ックし、新規のスキャン範囲パターンを追加します（ファイルの拡張子

は”.SCN”）。新規のスキャン範囲パターンは、現在のScan Areaタブ、Scan 

Patternタブの内容で作成されます。追加操作を取り消す場合は、Cancel（取

り消し）ボタンをクリックします。 

 

Del Scan Area（スキャン範囲削除）：このボタンをクリックすると、現在選択さ

れているスキャン範囲パターンが削除されます。 

Set Area by Stage（ステージで領域設定）：このボタンをクリックすると、下図

のダイアログボックスが表示されます。Corners（角）またはSides（辺）ボタ

ンをクリックして、スキャン範囲の設定方法を指定できます。Cornersを選択

すると、ステージをスキャン範囲の左上および右下に移動させることになり

ます。Sidesを選択すると、ステージをスキャン範囲の上部、下部、右部およ

び左部に移動させることになります。詳細は7-30ページ「スキャン範囲につ

いて」の項をご参照下さい。 

 

Area Wizard（ウィザード）：このボタンをクリックすると、スキャン範囲を定義

する各操作のウィザードが呼び出されます。 

Currently Selected Magnification（現在使用の倍率）：現在使用しているレンズの倍

率を表示します。 

Guard Frame（ガードフレーム）：スキャン範囲のフレームにガードフレームを設定

する場合に指定します。当オプションは、Contiguous（連続）オプション（7-27

ページ参照）を使用する場合に限り有効です。ガードフレームは、フレーム周囲

に解析から除外される領域を設定します。次ページ「ガードフレームの例」の項

をご参照下さい。 

Contiguousで行う場合、ガードフレームの設定は全スキャン領域に影響します。

各画像のフレーム部分が隣接するように、スキャンの調整が行われます。 
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 0以上の幅のガードフレームを設定すると、フレーム同士が重ねられます。Guard 

frameとNon-Contiguous（不連続）オプションは同時に使用することはできません。

Non-Contiguousオプションを選択すると、Guard frameが使用不可になります。

Contiguousオプション、Non-Contiguousオプションについては7-27ページの「フ

レームの相対位置」の項をご参照下さい。 
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ガードフレームの例： 

   ガードフレームは、フレームの全４辺上において一定です。例えば、幅2mm、高

さ1．5mmのフレームについて、ガードフレームの幅を0．1mm、Frame in Xおよ

びFrame in Yを各2枚に設定します。その結果、フレーム同士が0．1mm×2の幅で

重なるため、スキャン範囲は幅3．8mm高さ2．8mmとなります。 

注記：画像の取り込みは、スキャン範囲の左上のフレームから始められます。ガ

ードフレームを設定しても、取り込みの開始点（フレーム位置）は変更されませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Select Visually（視覚的に選択）：このボタンをクリックして、ガードフレームの

大きさを指定します。Select Visuallyボタンをクリックすると、ワークスペー

スが開かれている場合、そこにStage-Ｐｒｏがフレームを書き込みます。フレ

ームを所望の大きさにドラッグして調整します。 

 ガードフレームやスキャン範囲の調節は、タブダイアログの右下にあるTravel

（black）Scan Area（red）[移動範囲（黒）スキャン範囲（赤）]欄に反映され

ます。ガードフレームやスキャン範囲のサイズを変更すると、スクリーン上

で対応する領域のサイズが変化します。 

ワークスペースが開いていない場合、Ｉｍａｇｅ-Proのライブプレビューウ

ィンドウが表示されます。ステージを所望の領域に移動させ、OKをクリック

すると、Stage-Proは画像を取り込んで表示し、その周囲にフレームを描きま

す。フレームを所望の大きさにドラッグし、ＯＫまたはCancel（取り消し）

をクリックします。ワークスペースが作成されると、取り込んだ画像を削除

し、Scan Areaタブに戻ります。 

当ボタンの右側にある数値欄に数値を入力、またはスピンボタンをクリック

2 
2 

1.5 

1.5 

3.8 

2.8 

0.1 mm (ガード 

フレームの幅) 
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することでガードフレームのサイズを変更することもできます。 

Scan Area（red）Frames（black）[スキャン範囲（赤）フレーム（黒）]：Current Area

欄のFrames in X、Frames in Yで定義されたスキャン範囲を図で表示します。 

 サンプル領域をスキャンする方法は多数あり、またスキャン範囲を決定する方法

もたくさんあります。 

まず、各フレームの相互位置関係を決めます。次にスキャンする範囲またはフレ

ーム数を決めます。 

 フレームの位置関係で領域のスキャン方法が決定されます。フレームサイズは、

キャプチャカードとカメラの関連で決まります（フレームの半分を取り込むこと

はできません）。 

 詳細は、下記の「フレームの相対位置」の項をご参照下さい。 

Travel（black）Scan Area（red）[移動範囲（黒）スキャン範囲（赤）]：移動範囲を

図で表示します。図中の小さい赤い枠は上記のスキャン範囲を表わしています。 

注記：スキャン範囲（観察したい範囲）は移動範囲より狭い範囲で定義されいま

すので、移動範囲のどこにでも配置できます。スキャン範囲と移動範囲の詳細に

ついては、7-30ページの「スキャン範囲について」の項をご参照下さい。 

 

フレームの相対位置 

スキャン範囲を定義する前に、フレームの相対位置（スキャン範囲を定義する方法）

を定義する必要があります。フレームサイズはお使いのキャプチャカードやカメラ

により固定ですので、半分のフレームを取り込むというようなことはできません。 

位置関係には、以下のいずれかを指定します。 

◆ Contiguous（連続）：フレーム間に隙間を作ったり、フレームを重ね合わせた

りすることなく、順次フレームを取り込みます。 

◆ Non-Contiguous（不連続）：各フレーム間に同等の隙間をつくります。 

 

◆ Contiguous（連続）： 

 A） フレームXとフレームYの数を設定する場合：スキャンの幅と長さはフレー

ム幅および高さの整数倍です。例えば、フレームの幅2mm、高さ1．5mmで、X

およびYフレームが2に設定された場合、スキャン範囲は幅4mm、高さ3mmになり

ます。 
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４ 

３ 
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フレームXを増加すると、スキャン範囲は6mm×3mmになります。フレームYを増

加すると、スキャン範囲は6×4．5mmになります。 

 

 

   

   

   

 

B） 幅および高さを設定する場合：幅および高さをフレームサイズの整数倍以外

の数値に設定すると、Round High（大きく丸める）およびRound Low（小さく丸

める）ラジオボタンが使用可能になります。 

Round Low（小さく丸める）を選択すると、スキャンする範囲は設定値以下にな

ります。例えば、フレームサイズが幅2mm、高さ1．5mmの場合に、範囲を幅4．

9mm、高さ4．0mmに設定すると、横2フレーム、縦2フレームをスキャンします。 

 

   

   

   

 

 

Round High（大きく丸める）を選択すると、フレーム数はスキャン範囲と同じ、

またはフレームサイズの最小整数倍になります。例えば、フレームサイズが幅

2mm、高さ1．5mmで、スキャン範囲を幅4．9mm、高さ4．0mmに設定すると、

横3フレーム縦3フレーム、または幅6mm高さ4．5mmをスキャンします。 

２ 

４．０

４．９  

１ ．

 

６ 

４．
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ガードフレームが置かれている場合は、フレームはガードフレームの大きさだけ

重なりますので、範囲の大きさは上図とは異なります。7-26ページをご参照下さ

い。 

 

◆ Non-Contiguous（不連続）： 

 各フレーム間に隙間を作りますので、Round HighとNon-Contiguousは同時に使用

できません。Non-Contiguousを選択すると、Round HighがRound Lowに変わります。

Round Highを選択すると、Non-ContiguousがContiguousに変わります。 

Non-Contiguousを選択すると、スキャン範囲は限定したサイズとして扱われ、横

フレームX、縦フレームYのフレーム数で取り込まれます。 

例えば、フレームサイズが幅2mm、高さ1．5mmで、スキャン範囲を幅8．0mm、

高さ4．0mmに設定すると、スキャン範囲は、各フレーム間に1mmの隙間を伴う

水平３フレーム、垂直２フレームになります。 

     

     

     

 Xのフレーム数を減すと、水平の隙間が４mmで横２フレームをスキャンします。

スキャン範囲は一定に保たれます。 

  

 

 

 

４．０ 

４．９  

２ 

１ ．

 

１ ．

 

２ ２ 

１ ．
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 幅または高さを増加させると、フレーム数XおよびYは一定で隙間が増大します。

幅または高さを減少すると、フレームXおよびYは、隙間が縮小して0になるまで

一定を保ちます。その後、フレームXまたはYが減少して再び隙間を形成します。 

 

スキャン範囲について 

Stage-Proを用いて電動ステージをコントロールする主な目的は、対物レンズの下で

の試料の移動を、正確に秩序正しく、しかも繰り返して行えるようにすることです。

そうすることで、目的の領域のすべてを観察することができるようになります。以

下に、基本的な注意事項を記述します。 

Stage-Proは、X/Y各軸上のステージ移動の限界をArea of Travel（移動範囲）として

定義します。ステージには移動範囲の物理的な限界がいくつかあります。それらの

限界は、ドライブ装置の長さやエンドスィッチの配置によって決まります。 

ステージは、調整可能なエンドスィッチと固定のエンドスィッチを持ち、これらの

スイッチ間の距離をStage-ProはPhysical Area of Travel（物理的な最大可動範囲）と

して定義します。ただし、対物レンズや他の光学機器の配置によっては、ステージ

をこの物理限界いっぱいには移動できないことがあります。このような場合には、

Stage-Proによるステージの移動を物理限界の一部に限定することができます。

Stage-Proではこの物理限界の一部のことをUser-defined Area of Travel（ユーザ定義

最大可動範囲）と呼んでいます。 

通常、ユーザが観察したい範囲は、このユーザ定義最大可動範囲よりも小さな領域

となります。Stage-Proでは、これをScan Area（スキャン範囲）と呼んでいます。

（注記：前バージョンのStage-Proでは、この領域をAOI：Area Of Intersetとも呼ん

でいました。） 

下図のスライドの例では、スライド上のどの部分（ラベルの部分も）でも対物レン

ズの下に移動して観察できるほどの十分な移動範囲を仮定しています。カバースリ

ップの下の灰色のオブジェクトを観察する場合を考えます。 

 

カメラの撮像範囲は現在使用している対物レンズの倍率によります。次ページ図左

の4倍のレンズの場合では、撮像範囲は大きな灰色のオブジェクトより小さい範囲と

なります。これを2倍のレンズに切り換えると（次ページ図右）、オブジェクトの全

ラベル カバースリッ
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体が撮像範囲の中に入ります。 

 

試料の全部の領域を観察しようとする場合、上図の例は、4倍のレンズでは2倍のレ

ンズより多くのビデオフレームが必要となります。 

Stage-Proではこのフレームの数をScan Area（スキャン範囲）として定義します。

下図は4倍（左）、2倍（右）それぞれのスキャン範囲を表したものです。 

 

次に、上記例の場合に、Scan Areaタブでの各オプションの値がどうなるかを見ます。 

l Currently Selected Magnification：４X 

l Frames in X/Frames in Y：４ 

l Scan Area(red) Frames(black)：4フレーム×4フレーム 

 

スキャン範囲 
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この例では、スキャン範囲はX/Y各方向のフレーム数で決まり、ビデオフレームの

偶数倍となります。フレームのWidth（幅）、Height（高さ）で決まる場合は、オー

バーラップが発生します。全述の7-27ページの「フレームの相対位置」の項、7-28

ページのRound High（大きく丸める）、Round Low（小さく丸める）オプションの説

明をご参照下さい。 

Travel（black）Scan Area（red）[移動範囲（黒）スキャン範囲（赤）]：移動範囲が

黒枠で、スキャン範囲が赤枠で表示されます。移動範囲はスキャン範囲に比べて非

常に大きく、スキャン範囲はスライドがどこの位置にあるかによって、移動範囲の

中を移動します。前ページ図の例では移動範囲の中心に位置しています。） 

スキャン範囲の左上角はXY Origin（XY軸の原点）もしくはScan Area Origin（スキャ

ン範囲の原点）と呼ばれています。StageタブのSet XY Origin（XY軸原点を設定）欄

を用いてマニュアルで原点を設定します（7-18ページ参照）。この例では、物理的

配置に一致させて左上角を原点にセットしてあります。 

次の例では、倍率が2倍に変わっています。2倍の対物レンズのカメラでは、先の4

倍の場合よりも1フレームで試料のより広い領域を観察することができます。 

l Currently Selected Magnification：2X 

l Frames in X/Frames in Y：２ 

l Scan Area(red) Frames(black)：2フレーム×2フレーム 

 

物理的には4倍の時と同じ面積の領域をスキャンしていますが、フレーム数はより少

なくなっています。原点も移動していることにご注意下さい。スキャン範囲は、移

動範囲の右上の領域に移動しています。 

スキャン範囲を定義するにはいくつか方法があります。上記の例では、手作業でXY

方向にいくつかのビデオフレームを設定し、スキャン範囲として定義しました。そ

の後ステージを開始したい位置に移動し、そこを手作業で原点としました。 

スキャン範囲 

幅、高さは 4 倍の

時と同じ 
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通常は、カメラで撮像範囲を覗き、ステージを移動させながら領域を設定するのが

便利です。この場合は、Set Area by Stage（ステージで領域設定）ボタンを使用し

ます。 

Set Area by Stageボタンをクリックすると下図のダイアログボックスが表示されま

す。 

 

このダイアログボックスからは、スキャンする領域の２つの対角の角の部分を定義

する、もしくは４つの辺の部分をすべて定義するという方法でスキャン範囲を定義

します。レンズの倍率と試料の形状で、どちらの方法にするかを決定します。 

下図は２つの角の部分を使って四角形の試料のスキャン範囲を定義した例です。

Corners（角）ボタンをクリックすると、初めにUPPER LEFT（左上角）、次にLOWER 

RIGHT（右下角）にステージを移動するようメッセージが表示されます。 

 

 

撮像範囲だけではビデオフレーム内の領域しか見えず、、試料の全体がわかりませ

んので、不定形の試料では角の定義ではスキャン範囲を定義することは困難です。

このような場合では、下図の例のように、４つの辺の部分を定義する方法がを用い

ます。 
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Sides（辺）ボタンをクリックすると、LEFT（左）、TOP（上）、RIGHT（右）、BOTTOM

（下）にステージをそれぞれ移動するようメッセージが表示されます。 

 

これに伴い、ステージは初めに左の辺の部分に移動し、次に上辺の部分、次に右辺

の部分、最後に下辺の部分に移動します。前ページの最後の図は４つの位置で定義

されたスキャン範囲の例です。 

注記：ステージを移動してスキャン範囲を定義する場合は、ビデオフレームによる

のではなく、物理的な尺度で定義することになります。取り込みはビデオフレーム

でなされますので、結果はRound Low（小さく丸める）/Round High（大きく丸める）

オプション（ 7-27ページの「フレームの相対位置」の項参照）により決定されます。 
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Scan Ｐａｔｔｅｒｎ タブ 

このタブダイアログで、ステージコントローラのサンプル上の動きを指示します。 

 

 

Acquire Pattern（取り込みパターン）：これらのラジオボタンの１つをクリックし

て、画像取り込みにおける電動ステージの経路を指定します。 

Horizontal path（水平経路）：ステージを左右に動かします。 

Vertical path（垂直経路）：ステージを前後に動かします。 

Random（ランダム）：特定の規則なくあらゆる方向に動かします。 

Pattern Form（パターン形式）：これらのラジオボタンの1つをクリックして、パタ

ーン形式を選択します。 

Solid（全）：領域全ての画像を取り込みます。 

Hollow（穴）：サンプルの外郭周りの連続した長方形に画像を取り込みます。 

注記：どのパターンも常にスキャン範囲の原点（通常、スキャン範囲の左上角）か

らスキャンが開始されます。 
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Sample Ｐａｔｔｅｒｎ タブ 

サンプルパターンは、与えられたスキャン範囲をステージ上の異なった位置で複数

回繰り返して使用する場合の、スキャン範囲の外側に設定されるパターンです。 

パターンディレクトリ下（通常Image-Proのアプリケーションフォルダc:¥Ipwin45J下

のScPtnフォルダ）には、マルチウェル用のサンプルパターン、マルチスライドホ

ルダー用のサンプルパターンがテンプレートとしていくつか用意されています。

Stage-Proを使用してステージ上の異なった位置上にあるスキャンパターンをスキ

ャンする基本的な方法については、7-39ページの「サンプルパターンについて」の

項をご参照下さい。 

サンプルパターンのテンプレートを利用してスキャンパターンを独自に定義するこ

ともできます。（特に、特定の実験用のグループを追加するような場合、また、実

験室のプロトコルで定義されているグループと共にサンプルパターンをアーカイブ

するような場合に有効です。） 

 

サンプルパターンのそれぞれの位置で、前述のScan Areaタブ、Scan Patternタブで

設定されたスキャン範囲が取り込まれます。 

ひとつのサンプルパターンの内側にスキャンパターンをいくつか設定するという方

法も利点があります。例えば、ひとつのスキャンパターンは倍率の低いレンズ用に、

もうひとつのスキャンパターンをより多くのフレームで倍率の高いレンズ用に定義

するということができます。 

 

以降にSample Patternタブの各オプションの詳細について記述します。 

Sample Patterns（サンプルパターン）欄： 
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Outer Pattern Name（サンプルパターン名）：ユーザが定義したサンプルパター

ン名をリストボックスから選択します。 

注記：テンプレートのサンプルパターン名を使用する場合は、編集や削除しない

ようにして下さい。 

Create New Sample Pattern（サンプルパターンを新規追加）：このボタンをクリ

ックすると、サンプルパターンを新規に追加するためのNew Outer Sample 

Pattern（サンプルパターンを新規追加）ダイアログボックスが表示されます。

詳細は7-38ページをご覧下さい。 

Delete Current Sample Pattern（現在のサンプルパターンを削除）：現在ロードさ

れているサンプルパターンを削除します。 

Edit Current Pattern（現在のパターンを編集）：このボタンをクリックして、現

在のサンプルパターンを編集します。定義済みのサンプルパターンを編集し

て壊さないようにご注意下さい。このボタンをクリックすると、Edit Outer 

Sample Pattern（現在のパターンを編集）ダイアログボックスが表示されます。

詳細は7-38ページをご覧下さい。 

Set Sample Pattern Origin（サンプルパターン原点を設定）：Stage-Proにパターン

の左上角がどこかを知らせるためには、このオプションを設定しなければな

りません。Stageタブでサンプルパターンコントロールする場合や、Acquire

タブのUse Sample Pattern（サンプルパターンを使用）オプションを使用して

取り込む前には、このオプションを選択しておく必要があります。 

Groups Within Sample Pattern（サンプルパターン中のグループ）欄： 

Add Group（グループを追加）：このボタンをクリックすると、下図のダイアロ

グボックスが表示されます。ここに新規のグループ名を入力して追加してOK

ボタンをクリックします。その後に、ウェルプレートやスライドの見本図を

クリック、ドラッグしてグループの順序を定義します。追加操作を取り消す

場合は、Cancel（取り消し）ボタンをクリックします。 
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Delete Current Group（現在のグループを削除）：このボタンをクリックすると、

現在のグループが削除されます。 

Delete All Groups（全グループを削除）：このボタンをクリックすると。サンプ

ルパターン中の全グループが削除されます。 

Group Dimension（グループの次元）：現在のグループの角の位置が示されます。 

Current Well（現在のウェル）：カーソルが置かれているウェルの位置が示されま

す。 

Pattern Origin Status（原点設定の状態）：サンプルパターンの原点が設定されて

いるか否かが表示されます。パターンの原点は、Stageタブでサンプルパター

ンコントロールする場合や、AcquireタブのUse Sample Pattern（サンプルパタ

ーンを使用）オプションを使用して取り込む前には、設定しておく必要があ

ります。 

New Outer Sample Pattern（サンプルパターンを新規追加）ダイアログボックス： 

 

Pattern Configuration Wizard（パターン設定のウィザード）：特定のウェルとマル

チスライド用のサンプルパターンを設定する各ステップがウィザードとして

表示されます。 

Name（名称）：追加するサンプルパターンの名称を入力します。 

Number of columns in X（列数）：追加するサンプルパターンの列数（X方向）を

Group Dimension Current Well 

クリック、ドラッグしま

す 

原点が設定されている

か表示されます 
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入力します。 

Number of rows in Y（行数）：追加するサンプルパターンの行数（Y方向）を入力

します。 

Delta X（列間隔）：列（X方向）の間隔を入力します。 

Delta Y（行間隔）：行（Y方向）の間隔を入力します。 

Gap/Round/Slide：表示の際に有効となるオプションで、複数の選択が可能です。

サンプルパターンの図表示を設定する際に使用します。次ページ図を参照し

て下さい。 

 

 

 

 

 

 

Save as Template（read-only）（テンプレートとして保存）：このオプションを

オンにしておくと、一旦保存されたサンプルパターンが読み込み専用となり

ます。作成したサンプルパターンを誤って変更しないようにするためのオプ

ションです。このオプションがオフの場合は、サンプルパターンは書き込み

可で保存されます。 

Save（保存）：新規に作成したサンプルパターンを保存します。 

Cancel（取り消し）：サンプルパターンの作成を取り消します。 

Edit Outer Sample Pattern（サンプルパターンを編集）ダイアログボックス： 

このダイアログボックスを使ってサンプルパターンを編集します。各オプションの

機能についてはNew Outer Sample Patternダイアログボックスと同様ですので、そち

らをご参照下さい。但し、Pattern Configuration Wizardボタンはアクティブになりま

せん。 

テンプレートのサンプルパターンを編集する際には、Stage-Proがテンプレートの変

更を行う旨の警告を表示します。 

Round：オフ 

Gap：オン 

Slide：オフ 

Round：オフ 

Gap：オフ 

Slide：オフ 

Round：オフ 

Gap：オフ 

Slide：オン 

Round：オン 

Gap：オン 

Slide：オフ 

Round：オン 

Gap：オフ 

Slide：オフ 

Round：オン 

Gap：オフ 

Slide：オン 
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サンプルパターンについて 

Stage-Proのサンプルパターン機能は、与えられたスキャン範囲をステージ上の異な

った位置に対して複数回使用できるようにするものです。言い換えれば、正しいス

キャン範囲は、サンプルパターンという外側のループによって作られたグリッド上

を走査するための、「内側のループ」として使用することができます。サンプルパ

ターンの各位置において、ウェルプレートやスライドの左上角の位置に原点が設定

され、スキャン範囲が使用されます。 

以下の説明の例では、４つのスライダを持つステージを仮定しています。 

最初に、１つのスライド用にスキャン範囲を定義しておきます。次ページ図の例

では、3×4のスキャン範囲で1スライド上の試料の全体が覆われています。

Stage-Proが最初のスライド上のスキャン範囲を走査した後、原点は右に移動し

てリセットされます。この動作は、同じスキャン範囲のパターンが設定されてい

る次のスライド上の新たな位置で繰り返され、最後のスライド上のスキャン範囲

を走査するまで繰り返されます。 

 

上図の例では、サンプルパターンはX方向（スキャン範囲の行方向）にのみ横断してい

ます。Stage-Proのスキャン範囲は、行だけでなく列も取り扱います。 

下図の例では、マルチウェルプレートを持ったステージを仮定しています。 
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上図は96ウェルプレートの例で、3×4のスキャン範囲が96回繰り得返され全プレート

を覆っていることを示しています。（図では前後の５プレートだけにスキャン範囲が

表示されています。）次に、Group（グループ）というサンプルパターンのもうひとつ

の機能を説明します。 

大きなプレートなどではすべての位置を通してスキャンする必要がない場合がありま

す。Stage-Proでは、プレート上に四角形のサブセットを定義し、その四角形をGroup

（グループ）としてアクセスする方法を用意しています。例えば、最初の行をグルー

プ１として定義し、次の行をグループ２として定義するということができます。グル

ープは単一行だけには限らず、またどんな小さな四角形でも定義できます。 

 

上図はグループの例です。グループを定義する場合は、任意のウェル上にカーソルを

置き、クリック、ドラッグして四角形を作成します。 
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サンプルパターンを定義する場合、上図のNew Outer Sample Pattern（サンプルパター

ンを新規追加）ダイアログボックスが表示されます。Number of columns in X、Number of 

rows in Y欄に内部スキャン範囲の繰り返し行数、列数を入力します（次ページ図では、

行列数がWells in X、Wells in Yで表示されています）。Delta X（列間隔）、Delta Y（行

間隔）欄に、サンプルパターンの繰り返しと共にスキャン範囲の原点が移動する距離

を入力します。Stage-Proは行数と列数の数値でウェルに参照番号をつけます。上図の

ダイアログボックスの例では、ウェルの範囲はA1からH12（AからHの8行、1から12列）

ということになります。 

 

最後の概念はサンプルパターンの原点です。これは、Stage-Proに対してスキャン範囲

をどこから開始するかを通知するものです。（ユーザはStage-Proに対して、スキャン

をどこから始めるかを通知しなければなりません。）サンプルパターンの原点は、A1

ウェルのスキャン範囲の原点と同じです。 
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Acquireタブ 

Acquireタブを使って、画像の取り込みを設定します。 

 

注記：Stage-Proは新規のワークスペースを取り込むために、Image-Pro側での取り

込み設定がなされているか否かに関わらず、自動的にデフォルトの取り込み設定を

定義します。[Image-Proでの取り込み設定は、Image-Proの取り込みメニューから

Multiframe/Timed Acquire（複数画像/時間取り込み指定）コマンドを実行して表示さ

れるCapture（取り込み）ダイアログボックスで行います。] 

 

Focus（フォーカス）/Pause（一時停止）欄： 

Pause every（一時停止間隔）：ステージコントローラを画像取り込み毎に一時

停止させる場合、このオプションを選択します。どのくらいの間隔で一時停

止するか（1フレームおき、10フレームおき、20フレームおき、あるいは50フ

レームおき）は、右側のframes（フレーム）欄で指定します。このオプション

の選択/非選択は、チェックボックスをクリックしてオン/オフを切り替えま

す。 

Control Z Plane or Focus when acquiring（取り込み中にフォーカスコントロール）

欄：種々のフォーカスコントロールを指定します。 

Auto-focus every # frames（オートフォーカス間隔）：オートフォーカス機

能を使用する場合に、このオプションをクリックします。サンプルが平坦

でない場合など、オートフォーカスを利用して画像取り込み毎に再フォー

カスします。Pause every機能と同様、ステージがオートフォーカスを行

う間隔をframes欄に入力します。このオプションの選択/非選択は、チェッ
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クボックスをクリックしてオン/オフを切り替えます。 

Software auto-focus（every frame）（ソフトウェアオートフォーカス）：

Stage-Proのソフトウェアが、焦点の合ったピクセルが最も多いZ軸スライ

スを返します。（ベストのフレームが選択されます。）どの部分が最も焦

点の合った部分かは、Select Focus regions for（焦点領域の選択）欄（次ペ

ージに記述）で指定します。 

Reset origin to best plane when done（ベストフレームを原点にする）:このオプ

ションを選択すると、ソフトウェアオートフォーカス後に、焦点の合った

ピクセルが最も多いZ軸スライスをZ軸の原点にリセットします。 

Multi Plane focus（every frame）（マルチプレーンフォーカス） ：各プレーン

（スライス）の焦点が最も合っている部分を合成します。（各スライスの

焦点の合っている部分から合成画像を作成します。）最も焦点の合ってい

る部分は、Select Focus regions for（焦点領域の選択）欄（次ページに記述）

に条件を入力することにより選択されます。（当オプションは、Stage-Pro 

v4.5では、「EDF focus（拡張焦点深度：Extended Depth of Field）フォーカ

ス」と変わっています。） 

Multiple Z plane Capture（焦点深度を拡大して取り込み）：この機能は、

Scope-ProにZスライスの位置を変化させて何枚かの画像をスナップさせ

ます。Scope-Proの取り込み機能で、取り込みの際に１枚以上の画像（マル

チフレームシーケンス画像）を得ることができるのはこのオプションだけ

です。１回の取り込みでは９９９枚まで取り込むことができます。 

当欄下部のplanes per frame（プレーン/フレーム数）欄に、画像をシーケン

ス画像に取り込む際の最大枚数を設定します（上限999枚）。但し、Image-Pro

のワークスペース上で開ける画像は200枚という制限がありますので、シ

ーケンス画像に取り込んでいる場合、もしくはPreserve Workspace（ワー

クスペースを保持）オプション（7-46ページ参照）がオフの場合に限り上

限の999枚は有効です。 

下図は、このオプションを指定した際のZ軸上の種々のスライスを表して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

焦点部位 

Z 

軸 

ステージ表面 
オブジェク

 

最上位置 

中間位置 

   最下位置 
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Set Z travel limits（Z軸可動範囲を設定）：このボタンをクリックして、Z軸の

可動範囲の上/下限を設定します。 

Control Z plane or auto-focus when acquiring（取り込み中にフォーカスコントロー

ル）オプションを選択した場合は、次ページ図のオプションがアクティブになり

ます。 

 

Delta Z（Z間隔）：最上位置スライスと最下位置スライスの、対応するZ方向

の距離をレポートします。 

Slice（スライスサイズ）：1スライスの厚みが表示されます。Delta Zの数値を

Planes per frame欄の数値から１をマイナスした数で割った値となります。 

Z top（Zトップ）：Z軸の原点に対して最上位にあるスライスの位置が表示さ

れます。 

Z bottom（Zボトム）：Z軸の原点に対して最下位にあるスライスの位置が表

示されます。 

Normalize Illumination（輝度の標準化）：このオプションを選択すると、全スライ

ス画像の取り込み時に照射光の照度や輝度を変更することができます。例え

ば、光の露出に従って減光してしまう蛍光染色を使用したサンプルの場合、

最初に取り込んだスライス画像は最後の画像よりも輝度が高くなります。こ

のような場合、取り込んだ全スライス画像を標準化して最終的な合成画像を

作成する際に使用します。 

Select Focus regions for（焦点領域の選択）：以下の4つのオプションがあります。 

• Max local contrast（局部コントラストが最大）：これはStage-Proのこれま

でのバージョンで使用されているオリジナルの方法です。周囲との輝度の

差が最大の範囲を使用して、焦点領域とします。 

• Max intensity（最大輝度）：蛍光染色を発光するような、背景より高い輝

度を持つサンプルの場合に使用する方法です。 

• Min intensity（最小輝度）：サンプルが周囲領域よりも暗い場合にこの方法

を使用します。 

• Maximum Depth Contrast（深度コントラストが最大）：EDF Focusを用いた

取り込みにのみ用いられるオプションで、各スライスの同じ位置の輝度を

平均し、平均輝度との差が最大となる範囲を使用して焦点領域とします。

（Stage-Pro v4.5の新機能です。） 

Top down（上から下へ）：フォーカスコントロールを用いた取り込みの実行の際、

先頭のスライスから取り込みを始める場合にこのオプション選択します。こ
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のオプションが選択されていない場合、最後尾のスライスから取り込みが開

始されます。 

Image Destination（画像の保存先）：取り込んだ画像の保存先を指定します。 

Save frame to files（ファイルに保存）：このオプションを選択して取り込みを行

うと、取り込んだ画像の保存先ファイル名および場所を指定するように、次

ページのAcquire File Name（取り込み画像ファイル名）ダイアログボックスが

表示されます。ここでは、取り込んだ画像についての接頭辞（"FRAM"または

"STG"など）を入力します。ファイル名には、番号が付けられ（例えば、FRAM0．

tif、FRAM1.tif など）、ファイルはＴＩＦＦフォーマットで保存されます。 

 

Put frames ｉｎ Database（データベースに保存）：このオプションを選択して取り

込みを実行すると、下図のCreate Data Base（データベースを作成）ダイアログ

ボックスが表示されます。ここでは、画像を保存するデータベース名を入力する

必要があります。（データベースについての説明は、｢Image-Pro Plusリファレン

スマニュアル｣をご参照下さい。） 

 

 

Preserve Workspace（ワークスペースを保持）：このオプションはSave frames to files

オプションが選択されている場合にアクティブとなります。Stage-Proを使用し

て画像を取り込むと、特にサンプルパターンが使われている場合などは、

Image-Proのワークスペースの制限枚数200枚を簡単に超えてしまいます。このオ

プションを選択しておくと、ワークスペース上のすべての画像が保存され、１つ

のワークスペースを再使用できるようになります。 

注記：取り込みを開始する時、Stage-Proはワークスペース上に十分な空き領域
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があるかをチェックします。 

ファイルに保存しないで多くの枚数の画像を取り込みたい場合（処理後に画像を

破棄するような場合）は、マクロを使用して操作する必要があります。Image-Pro

の ア プ リ ケ ー シ ョ ン フ ォ ル ダ （ 通 常 c:¥Ipwin45J）下のScriptsフォルダに

STGDEMO.SCR と い う ス ク リ プ ト フ ァ イ ル が あ り ま す の で 、 そ の 中 の

「DemonstrateWellPatterns」というマクロをフレームワークとしてご参照下さい。 

XY as Sequence（XY方向をシーケンスに）：XY方向にスキャンして取り込んだ画像

をシーケンスファイルに保存します。 

Z as Sequence（Z方向をシーケンスに）：Z方向にスキャンして取り込んだ画像をシ

ーケンスファイルに保存します。 

これらのオプションが選択されていない場合は、取り込んだワークスペースがど

のX/Y/Z位置であるのかを手作業で制御しなければなりません。 

Acquire（取り込み）/Abort（中止）欄：取り込みのオプションを設定します。 

Acquire(now)（取り込み）：このボタンをクリックすると、画像取り込みを開始

します。 

Cancel（取り消し）：このボタンをクリックすると、画像取り込み操作を中止し

ます。 

Use Scope-Pro for acquisition（Scope-Proから取り込む）：このオプションを選択

すると、Scope-Proを使って画像を取り込むことができるようになります。

Scope-Proがフォーカスやシャッターを制御している場合は、Scope-Proから

取り込みを行う必要性が生じる場合があります。このオプションはScope-Pro

がインストールされている時に使用可となります。 

Tile Images（画像タイリング）：このオプションを選択すると、Stage-Proは、ス

キャンして得られた複数画像を1枚の画像にまとめてｔｉｌｅd image(タイ

ル画像：1枚の大きな画像)にします。タイル画像にすると、パターン情報やガ

ードフレームは無視されます。 

 注記：画像タイリングはContiguous（連続）オプションでのスキャンの場合に

のみ有効です。またConfigureタブにあるSquare Stage（ステージ調整）ボタン

を使って、カメラをステージの移動軸と平行に設置すると、最良の結果を得

ることができます。 

Rev Tile Order（タイリングを反転）：タイリングの際にXY方向を反転する場合

にこのオプションを選択します。 

Use Sample Pattern（サンプルパターンを使用）：このオプションを選択すると、

Stage-Proのサンプルパターン機能が使用できるようになります。この欄は、サ

ンプルパターンが定義され、原点が定義された場合に使用可となります。7-39

ページの「サンプルパターンについて」の項をご参照下さい。 

Use all groups（全グループを使用）:このオプションを選択すると、定義されたす
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べてのグループが使用できるようになります。選択されていない場合は、現

在ロードされているグループのみが使用できます。 

Use for acquisition（拡張機能を使用）：このオプションは取り込みの拡張機能がイ

ンストールされている時にのみ使用可となり、特殊な取り込みの機能を

Stage-Proに提供します。（例：白黒カメラからRGBを合成して取り込む、など。）

選択ボックスにインストールされている特殊な取り込み機能が表示されますの

で、クリックして選択します。このオプションを選択すると、選択した特殊な取

り込み機能が使用できるようになります。 

 

Background Correction（背景補正）欄：視野を通して一定ではない照明の補正をし

ます。タイリングをすると、暗い画像の縁と明るい画像の縁が接することになる

場合があります。このような場合にこの機能を使用します。詳細は、Image-Pro 

Plusリファレンスマニュアルの「Background Correction（背景補正）」の項をご

参照下さい。 

Correct Background（背景補正）：Image-ProのBackground Correction（背景補正）

機能を使用する場合、このボックスをチェックします。 

Background Subtract（背景減算）：背景補正にBackground subtraction（背景減算）

を使用する場合は、このボタンをクリックします。 

Flat Field（平坦化）：背景補正に背景の平坦化を使用する場合、このボタンをク

リックします。 

Acq New BG image（背景画像を新規取り込み）：複数の取り込み用にそれぞれ新

規の背景画像を使用する場合、このボタンをクリックします。 

Keep BG image（同じ背景画像を使用）：複数の取り込み用に同じ背景画像を使

用する場合、このボタンをクリックします。このオプションが選択されてい

ないと、それぞれの取り込みの際に新規の背景画像を取り込まなければなり

ません。 

Select WS as BG image（ワークスペースを背景画像に使用）：このオプションを

選択すると、Image-Proのワークスペース上で開かれている画像を背景画像と

します。複数の画像がワークスペース上で開かれている場合は、ドロップダ

ウンリストから選択します。 

 

Position Info（位置情報）コマンド 

Stage-Proは取り込んだ画像に位置情報を付加して保存します。Stage-Proで取り込ん

だ画像上を右クリックすると、コンテキストメニューにPosition Info（位置情報）コ

マンドが表示されます。 
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このコマンドを実行すると、下図のダイアログボックスが表示されます。このダイ

アログボックスの情報は、画像を取り込む際に使用したAcquireタブでのオプション

の設定により異なります。（マルチプレーンフォーカス機能を使用している場合は、

7-44ページのMulti Plane Focus欄説明もご参照下さい。） 

 

Sample Pattern（サンプルパターン）欄：サンプルパターンの機能が使用されて画像

が取り込まれた場合、この欄の情報が表示されます。使用されていない場合は、

Not Applicable（未適用）のメッセージが表示されます。 

Well/Slide pattern name（ウェル/スライドパターン名）：取り込まれた画像に使

用されたサンプルパターンの名称が表示されます。 

Well or Slide（ウェル/スライド）：サンプルパターン中のウェル、スライド位置

情報が表示されます。 

Group（グループ）：取り込まれた画像に使用されたグループの名称が表示され

ます。 

 

Scan Area（スキャン範囲）欄：取り込まれた画像に使用されたスキャン範囲の情報

が表示されます。 

Frames in X：スキャン範囲で定義されている、X方向のフレーム数が表示されま

す。 

Frames in Y：スキャン範囲で定義されている、Y方向のフレーム数が表示されま

す。 

Acquire Pattern（取り込みパターン）：Scan Patternタブで選択している、Horizontal

（水平）、Vertical（垂直）、Random（ランダム）などのPath（経路）名が表

示されます。 

Well/Slide Pattern Name 
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Pattern form（パターン形式）：Scan Patternタブで選択している、Solid（全）、

Hollow（穴）などのPattern form（パターン形式）名が表示されます。 

 

Z Stack（Zスタック）欄： 

Frames in Z（Zのフレーム数）：Acquireタブで定義されているスライス（プレー

ン）の枚数が表示されます。 

 

Frame Positions & Number（フレーム位置と番号）欄： 

X：Area of Travel（移動範囲）の原点からのX軸のオフセットを指定します。ス

キャン範囲の原点からのオフセットとは異なります。スキャン範囲の原点は

各スライド/ウェルの開始地点でリセットされます。 

Y：Area of Travel（移動範囲）の原点からのY軸のオフセットを指定します。ス

キャン範囲の原点からのオフセットとは異なります。スキャン範囲の原点は

各スライド/ウェルの開始地点でリセットされます。 

Z：ユーザが定義したZ軸の原点からの、Z軸のオフセットを指定します。正常な

場合では焦点の合っている位置となります。 

X/Y #：XY方向のフレーム位置を指定します。第１フレームは番号0となります。 

Z #：Z方向のフレーム位置を指定します。第１フレームは番号0となります。 

 

Finished（終了）：Position Infoダイアログボックスを閉じる場合このボタンをクリ

ックします。 

Send to Output Window（アウトプットウィンドウに出力）：このボタンをクリック

するとImage-Proのアウトプットウィンドウに当ダイアログボックスの情報を出

力します。 

Multi-Plane Focus（マルチプレーンフォーカス）欄：Stage-ProのMulti Plane Focus

機能を使用すると、Position Infoダイアログボックスのオプションが若干異なりま

す。（下図参照。） 

 

Planes（プレーン数）：Acquireタブで定義されたスライス数が表示されます。 

Min Z（Z最下位置）：取り込まれた画像のZ軸の最下位置が表示されます。 
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MaX Z（Z最上位置）：取り込まれた画像のZ軸の最上位置が表示されます。 

Distance（厚み）：取り込まれた画像のZ軸間の厚み（Max Z - Min Z）が表示さ

れます。 

Best Z（Z最適位置）：ソフトウェアオートフォーカスが選択されていれば、最

も焦点の合ったスライスのZ軸位置が返されます。 

 

注記：取り込み中にステージをZ軸上で移動させる機能には、Malti Plane focus、

software focus、Acquire multiple Z planeなど数種あります。これらの機能では、処理

が終了するとステージをZ軸の原点にもどしますので、Z軸の原点は正確に設定する

必要があります。 

Control Z or Focus when acquiring（取り込み中にフォーカスコントロール）欄内の機

能をお使いになる場合は次の順にお使いになることをお勧めします。 

1. 手動もしくはUP（上）/DOWN（下）ボタンを使用して焦点を定めます。 

2. Set Z origin（Z軸原点を設定）ボタンを使用して、焦点の合った位置をZ軸の原

点を設定します。 

3. Set Z travel limits（Z軸可動範囲を設定）ボタンを使用して、Z軸の可動範囲を

設定します。 

この操作を行うと、Z軸での取り込みが完了する時にステージが焦点の合った位置

に戻るようになります。また、Park（戻る）ポジションやhome（基準）ポジション

が安全で焦点の合った位置になり、繰り返し移動してもZ軸の可動範囲が固定の原

点を持つようになります。 
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第8章 － マクロの使用

この章では、電動ステージとImage-Proのマクロ機能の組み合わせかたについて説明しま

す。Stage-ProモジュールはAuto-Pro機能をあわせ持ち、ステージの移動を自動制御す

るマクロの作成に利用できます。例えば、指定されたスキャンパターンで自動的に画像を

取り込むマクロを作成できます。

注記：この章に使用されている記述は、Auto-Pro機能に関係の深いものです。Auto-Ｐｒｏ

に不慣れな方は、まずAuto-Ｐｒｏリファレンスの第１章を見直して下さい。Stage-Proマクロ

の詳しい記述は、第9章をご参照下さい。

ステージの移動

マニュアルでステージをコントロールする場合、ステージを特定の位置まで移動させたり、

現在位置を基準に１ステップ上下左右に移動することができます。同じ事を以下の基本

的なAuto-Pro機能を使って、マクロで実行するができます。

関数構文 説明

IpStageXY XY平面上の指定した位置まで、ステージを移動させます。マク

ロ記録時に、Stage-ProのStageタブにあるRecord XYボタンをク

リックすると、このステートメントが作成されます。

IpStageＺ 焦点をＺ軸上の指定位置まで移動させます。マクロ記録時に

Stage-ProのStageタブにあるRecord Ｚボタンをクリックすると、

このステートメントが作成されます。

IpStageStepXY ステージをXY平面上で上下左右に１論理ステップ移動させま

す。マクロ記録時にStage-ProのStageタブにあるStage（XY）欄

のボタンを使用して作成されます。

IpStageStepZ Ｚ平面上でステージを上下に１論理ステップ移動する時に、こ

の構文が使用されます。マクロ記録時にStage-ProのStageタブ

にあるFocus（Ｚ）欄のボタンを使用して作成されます。

これらの各構文およびそのパラメーターは、｢第9章－Stage-Proの関数構文」で説明しま

す。
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指定位置への移動

ＩｐStageXY構文を使用すると、特定のXY位置へステージを移動できます。以下の例では

この構文を使って、5個の異なる位置からの画像取り込みを行います。

1. Sub Sample5（ ）
2. IpStgVal = STG_UPLEFT
3. ret = IpStageControl(SETORIGIN, IpStgVal) 'Start at top
4. ret = IpStageXY(8,5) 'Move to position 8mm/5mm
5. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image
6. ret = IpStageXY(10,5) 'Move to position 10mm/5mm
7. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image
8. ret = IpStageXY(9,6) 'Move to position 9mm/6mm
9. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image
10. ret = IpStageXY(8,7) 'Move to position 8mm/7mm
11. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image
12. ret = IpStageXY(10,7) 'Move to position 10mm/7mm
13. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image
14. End Sub

この方法を使用する場合、指定位置は現在の原点から測定されることにご注意下さい。一連

のマクロ実行中、ステージを同一の物理的位置に確実に配置するためには、毎回同じ原点

を使用する必要があります。上述のマクロでは、ステージの左上に原点を初期化する（上述

例ステートメント3）ことで、この操作を行っています。

指定位置への移動の記録

上述のようなマクロの作成には、スクリプトファイルに直接タイプ入力するか、または以下

の手順で操作を記録します。

１．Stage-Proコマンドを選択します。Stage-Proダイアログボックスが表示されます。

２．Record Macro（マクロの記録)コマンドを選択します。マクロの記録を開始します。

３．Stage-ProダイアログのSet Origin To（原点を設定）欄で適当な原点を設定します。マ

クロにIpStageControlステートメントが書き込まれます。

４．最初の位置にステージを動かします。コントローラーのジョイスティックまたはStage-

ProダイアログのStage and focus positions欄を使って、ステージを動かします。ステー

ジを正しく配置したら、ステップ５に進んで下さい。

５．Stage-ProダイアログのRecord XYボタンをクリックします。マクロにIpStageXYステート

メントが書き込まれ、マクロ実行時にはステージをこの位置まで移動させます。

６．AcquireウィンドウでSnapボタンをクリックします。特定の位置で画像を取り込みます。

注記：さらに取り込んだ画像に処理を行いたい場合（例えば、ヒストグラム解析、フィルタ

処理、ディスクへの保存など）は、この段階でそれらのコマンドを実行して下さい。

７．記録したい各位置について、ステップ５および６を繰り返します。
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ステップで移動

1ステップごとのステージの移動には、IpStageStepXY構文を使用します。以下の例では、

ステージを2mm毎に動かします。

1. Sub Sample2mm（ ）
2. IpStgVal = 2.0

3. ret = IpStageControl(SETSTEPX, IpStgVal) 'Set X step size
4. ret = IpStageControl(SETSTEPY, IpStgVal) 'Set Y step size

5. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image
6. ret = IpStageStepXY(STG_LEFT) 'Step Left 1
7. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image
8. ret = IpStageStepXY(STG_UP) 'Step Up 1
9. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image
10. ret = IpStageStepXY(STG_RIGHT) 'Step Right 1
11. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image
12. End Sub

ステージのステップ移動を行う場合は、必ずステップサイズを設定して下さい。上述のマク

ロでは、3行目と4行目にあるステートメント、IpStageControlでこの操作を行っています。

ステップ移動の記録

前述のようなマクロの作成には、スクリプトファイルにタイプ入力するか、以下の手順で操

作を記録します。

1．Stage-Proコマンドを選択します。Stage-Proダイアログボックスが表示されます。必要

に応じて、ステージを動かします。

２．Record Macroコマンドを選択します。マクロの記録を開始します。

３．Stage-ProのStage and focus positions欄でXおよびYステップサイズを設定します。こ

の操作でマクロにIpStageControlステートメントが書き込まれます。

４．AcquireウィンドウでSnapボタンをクリックします。最初の位置で、画像を取り込みま

す。

注記：さらに取り込んだ画像に処理を行いたい場合（例えば、ヒストグラム解析、フィルタ

処理、ディスクへの保存など）は、この段階でそれらのコマンドを実行して下さい。

５．ステージコントローラーのStageXY欄でUp、Down、ＬｅｆｔまたはRightボタンをクリックし

て、ステージを１ステップ動かします。この操作でマクロにIpStageStepXYステートメント

が書き込まれます。

６．記録したい各位置について、ステップ３、４および５を繰り返します。

焦点の移動
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焦点関連の機能、IpStageZやIpStageStepＺを使用して、ステージをＺ軸に沿って動かしま

す。IpStageZを使ってステージを指定位置に動かしたり、IpStageStepＺを使って一度に１ス

テップ上下に動かすことができます。お使いのステージコントローラハードウェアがオート

フォーカス機能を備えている場合、IpStageStepZ構文で自動的にステージを適切な焦点

位置に動かします。対応するハードウェアがない場合は、マクロにこの構文を使用しない

で下さい。以下にマクロでの使用例を示します。この例では、4番目のステートメントでオー

トフォーカスを実行しています。

1. Sub CenterSample（ ）
2.   IpStgVal = STG_CENTER
3. ret = IpStageControl(SETORIGIN, IpStgVal) 'Go To Center
4. ret = IpStageStepZ(STG_AUTO) 'Adjust Focus
5. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image
6. End Sub

焦点位置の記録

マクロにＺの移動を記録する手順は、XYの移動の記録手順と類似しています。特定の垂

直位置に動かすプログラムが必要な場合は、以下の手順に従って下さい。

1．Stage-Proコマンドを選択します。Stage-Proダイアログボックスが表示されます。

2．Record Macroコマンドを選択します。マクロの記録を開始します。

3．焦点を動かします。ジョイスティックまたはStage-ProダイアログのStage and focus

positions欄にあるZ欄を使用して、焦点を移動させます。焦点を適切に配置したら、ス

テップ4に進みます。

4．Stage-ProダイアログのRecord Zをクリックします。この操作でマクロにステートメント

IpStageZが書き込まれ、これによりマクロ実行時に焦点をこの位置まで移動させます。

マクロを実行する時には、焦点は現在のＺ軸原点を使って動きますのでご注意下さい。マ

クロ実行時にステージが毎回同じ垂直位置を保つには、IpStageＺで焦点を移動する前に、

適当なIpStageControlステートメントを使って原点を初期化するマクロが必要です。

焦点ステップの記録

ステップごとに焦点位置を移動させる場合、以下の手順に従って下さい。

１．Stage-Proコマンドを選択します。Stage-Proダイアログボックスが表示されます。

２．Record Macroコマンドを選択します。マクロの記録を開始します。

３．Stage-ProのStage and focus positions欄でＺステップサイズを設定します。マクロに

IpStageControlステートメントが書き込まれます。

４．Focus（Ｚ）欄にあるUpまたはDownをクリックして焦点を上下に1ステップ動かします。

マクロに適当なIpStageStepＺステートメントが書き込まれます。
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現在のステージ位置の取得

現在のステージ位置を把握するのに有効です。試料の大きさを決めたり、マクロの後の段

階でその位置に戻す時などに使用します。 Auto-Pro ではステージ位置は、

IpStageControl構文とGETX、GETY、またはGETZオプションを使用して取得します。

以下の例では、XおよびY座標を取得（ステートメント6および7）し、変数X１およびY１に保

存しています。ステートメント11でこれらの変数を使用して、ステージをその位置に戻して

います。

1. Sub 4ImageSample（ ）
2. Dim X1 as Single, Y1 as Single

3.   IpStgVal = 2.0
4. ret = IpStageControl(SETSTEPX, IpStgVal) 'Set X step size
5. ret = IpStageControl(SETSTEPY, IpStgVal) 'Set Y step size

6. ret = IpStageControl(GETX,X1) 'Get X Position
7. ret = IpStageControl(GETY,Y1) 'Get Y Position

8. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image
9. ret = IpStageStepXY(STG_LEFT) 'Move 1 Step Over
10. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image
11. ret = IpStageXY(X1,Y1) 'Move back to Start
12. ret = IpStageStepXY(STG_UP) 'Move 1 Step Up
13. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image
14. ret = IpStageStepXY(STG_LEFT) 'Move 1 Step Over
15. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image

16. End Sub

パターンの選択と実行

Stage-Proマクロを使用して、スキャン範囲やパターンを使う処理を自動化することもできま

す。以下の例では、あらかじめスキャン範囲およびパターンを設定し、"samppth.stg"ファ

イルに保存しています。以下にこれらのマクロの使用例を示します。

1. Sub PatternSample（ ）
2. Dim Frame as Integer, NFrames as Integer

3. ret = IpStageSettings("SAMPPTN.STG", STG_LOAD) 'Load settings
4. ret = IpStageGet(STG_NUM_FIELDS,0,NFrames) 'Find out # of frames

5. for Frame=0 TO NFrames-1 'Loop through pattern
6. ret = IpStageField(Frame) 'Move to Next Position

7. ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 'Acquire Image
8. ret = IpStageStepXY(STG_LEFT) 'Move 1 Step Over
9. NeXt Frame

10. End Sub

注記：Stage-Pro用のデモスクリプト（STGDEMO.SCR）中のDemonstrateWellPatternsマクロ

には、スキャン範囲とサンプルパターンを使用した自動化の例が記述されています。
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第 9 章 － Stage-Pro 関数構文 

 

この章では、Stage-Proに関連する各Auto-Pro関数構文について説明します。このマニ

ュアルに使用する規則は、Auto-Proリファレンスマニュアルで定義された規則に従い

ます。 

この章での関数構文はアルファベット順になっています。 

注記：この章の構文には、Stage-Proモジュールが必要となります。モジュールを装備

していないシステムでは、実行できません。 

 

IpStageAbsZ       ** Stage-Pro v4.5以降の関数です。 ** 

構文 IpStageAbsZ(AbsZPos) 

説明 この関数は、指定されたZ位置にステージを移動します（フォーカス位置を移動し

ます）。 

パラメータ AbsZPos Single ステージを移動したい、Z軸の原点からの位置をミ

リメータ単位で指定します。負の数値の指定も可。 

例 以下のステートメントは、レンズより遠ざける方向にフォーカス位置をZ軸の原点

から0.05ミリメートル移動します。 

ret = IpStageAbsZ(-0.05) 

参照 IpStageZ 

IpStageAcq 

構文 IpStageAcq(DbSpec，FileSpec，UseDb) 

説明 この関数は、取り込み操作を開始します。 

パラメータ DbSpec String データベース名およびパスを指定します。 

 FileSpec String ファイル名およびパスを指定します。 

 UseDb Integer データベースを使用するか、しないかを指定します。 

STG_NO_DB = ０ 

STG_DB 

例 以下のステートメントは、取り込み操作を開始します。 

ret = IpStageAcq("c:¥ ipwin¥test.mdb", "c:¥ ipwin¥test.tif", STG_DB) 

ファイル名の代わりに"¥ ¥"を入れると、取り込んだ画像をワークスペースに書き込

みます。 
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コメント テンプレートモードがオフになっていると、マクロは文字列型で指定されたファイ

ル名およびデータベース名を使用します。テンプレートモードがオンになっている

と、文字列型で指定されたファイル名は無視され、Windowsのファイルボックスが

表示されます。ユーザはパスと名前を入力する必要があります。 

このコマンドは、Stage-ProダイアログボックスのAcquireタブにあるAcquireボタンを

クリックしすることと同等の機能をもちます。コマンドを実行すると、同タブ上で

現在選択されている取り込みオプションの機能が実行されます。取り込まれた画像

にはStage-Proの位置情報が付加されます。 

IpStageAcqFrame 

構文 IpStageAcqFrame(AcqType) 

説明 この関数は、画像を１フレーム取り込みます。取り込んだフレームには Stage—Pro
の情報が付加されます。 

パラメータ AcqType Integer 新規画像として取り込むか、現在アクティブな画像

に取り込むかを指定します。 

ACQ_NEW 

ACQ_CURRENT 

例 次のステートメントは、画像を１フレーム取り込み、Stage—Pro の情報を付加します。 

 ret = IpStageAcqFrame(ACQ_NEW) 

コメント Stage-Pro の情報を検索する関数には IpStageDocGet() 、IpStageDocGetStr()がありま

す。詳細は各項をご参照下さい。 

Tile Images オプションが選択された場合、Stage-Pro はタイリングされた画像を生成

します。 

Multi-Plane オプションまたは Software Auto-Focus オプションが選択された場合は、

複数の Z 軸スライスが取り込まれ、全体の焦点が合った画像が生成されます。 

その他のオプションの場合は、1 枚の画像が生成され（IpAcqSnap 関数のように）、

Stage-Pro の位置情報が付加されます。 

IpStageAddListPoint     **  実行するには AFA のインストールが必要です。** 

構文 IpStageAddListPoint (ListID, Index, Position, PointAry) 

説明 この関数は、存在している AFA のポイントリストにポイントを１つ追加します。 

パラメータ ListID Integer ポイントを追加するリストの ID を指定します。 

 Index Integer ポイントを追加するリストの位置を指定します。 

 -1 ： リストの最後に追加します。 
 n ： リストの n の位置にポイントを追加しま

す。 

 Position Integer STG_AT_CUR_STG_POS ： ポイント位置用に現在

のステージ位置を使います。 

STG_AT_GIVEN_POS  ：  ポ イ ン ト 位 置 用 に

PointAry で指定されたステージ位置を使います。 
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 PointAry Any Position が STG_AT_CUR_STG_POS ならば NULL を

指定します。 

Position が STG_AT_GIVEN_POS ならば、追加する

ポイントの X、Y、Z 位置を３つの Single 形式で定義

した配列を指定します。（この場合の定義された移

動範囲についての X、Y、Z 位置は絶対位置を指定し

ます。） 

戻り値 成功の場合は0を、失敗の場合は負の数を返します。 
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IpStageCreateList     **  実行するには AFA のインストールが必要です。** 

構文 IpStageCreateList () 

説明 この関数は、空の AFA ポイントリストを新規に作成します。 

戻り値 成功の場合は0を、失敗の場合は負の数を返します。 

IpStageControl 

構文 IpStageControl(Setting，OutVal) 

説明 この関数を使って、原点および論理ステップサイズを設定します。また現在のステ

ージ位置を取得します。 

パラメータ Setting Integer ステージコントローラーのオプションの読み取りお

よび設定を列挙型整数で指定します。以下のうちの

どれかでなければなりません。 

SETSTEPX 

SETSTEPY 

SETSTEPZ 

SETORIGIN 

GETX 

GETY 

GETZ 

STG_SET_XY_SPEED 

STG_SET_Z_SPEED 

STG_SET_SCANAREA_X_FRAME 

SSTG_SET_SCANEARA_Y_FRAMES 

STG_SET_SCANAREA_X_MM 

STG_SET_SCANAREA_Y_MM 

STG_SELECT_BG_WS 

STG_SELECT_BG_SUBTRACT 

STG_SELECT_BG_FLATFIELD 

これらの定義については以下のコメントを参照して

ください。 

 OutVal Single Setting で取り扱うデータを指定、もしくは関数から

値を受け取ります。各 Setting オプションに使用する

値については、以下のコメントを参照してください。 

例 下の例は、現在の位置をＸ/Ｙ軸原点に設定します。 

  IpStgVal = STG_CURRENT 
ret = IpStageControl(SETORIGIN, IpStgVal) 

下の例は、ステージの中央にＸＹ原点を設定します。 

  IpStgVal = STG_CENTER 
ret = IpStageControl(SETORIGIN, IpStgVal) 

下の例は、Ｘ軸のステップサイズを 500 マイクロメーター（0.5 ミリ）に設定します。 

IpStgVal = 0.5 

ret = IpStageControl(SETSTEPX, IpStgVal) 

以下のステートメントは、ステージのＸ、ＹおよびＺの位置を取得します。 

Dim XPos as single, YPos as single, ZPos as single 
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ret = IpStageControl(GETX, XPos) 
ret = IpStageControl(GETY, YPos) 
ret = IpStageControl(GETZ, ZPos) 

コメント 0 ＳｅｔｔｉｎｇおよびＶａｌｕｅパラメータに使用される値は、以下の通りです。 

Setting 説明 Value  

SETSTEPX こ の コ マ ン ド で 、

IpStageStepXY 関数に用いる

Ｘ軸の論理ステップサイズ

を設定します。 

ミリ単位の論理ステップサイズで

す。 

SETSTEPY こ の コ マ ン ド で 、

IpStageStepXY 関数に用いる

Ｙ軸の論理ステップサイズ

を設定します。 

ミリ単位の論理ステップサイズで

す。 

SETSTEPZ こ の コ マ ン ド で 、

IpStageStepZ 関数に用いるＺ

軸の論理ステップサイズを

設定します。 

ミリ単位の論理ステップサイズで

す。 

SETORIGIN このコマンドで、Ｘ、Ｙおよ

びＺ軸の原点を設定します。

Ｘ/Ｙ原点は、特定の Value
パラメータで設定されます。 

Ｘ/Ｙ原点を設定する位置です。以

下のいずれかでなければなりませ

ん。 

STG_UPLEFT - ステージの左上角

に X/Y 原点を設定します。 

STG_CENTER - ステージの中央に

X/Y 原点を設定します。 

STG_CURRENT - ステージの現在

の位置を X/Y 原点とします。 

STG_ZCURRENT – 現在のＺ位置

をＺ軸の原点とします。 

GETX このコマンドで、ステージの

現Ｘ位置をミリ単位で取得

します。OutVal で指定され

る変数に書き込まれる数値

です。 

Ｘ位置の数値を受け取る変数名で

す。この変数は、ＢＡＳＩＣ型 Single
（Ｃ、float）でなければなりません。 

GETY このコマンドで、ステージの

現Ｙ位置をミリ単位で取得

します。OutVal で指定され

る変数に書き込まれる数値

です。 

Ｙ位置の数値を受け取る変数名で

す。この変数は、ＢＡＳＩＣ型 Single
（Ｃ、float）でなければなりません。 

 

GETZ このコマンドで、ステージの

現Ｚ位置をミリ単位で取得

します。OutVal で指定され

る変数に書き込まれる数値

です。 

Ｚ位置の数値を受け取る変数名で

す。この変数は、ＢＡＳＩＣ型 Single
（Ｃ、float）でなければなりません。 
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 STG_SET_XY_SPEED XY 方向のステージの移動

速度を指定します。 
1 から 100 までの数値で％で指定し

ます。この変数は、ＢＡＳＩＣ型

Single（Ｃ、float）でなければなり

ません。 

STG_SET_Z_SPEED Ｚ方向のステージの移動速

度を指定します。この機能は、

XY 方向の速度の設定とＺ方向

の速度の設定が別々にできるス

テージの場合にのみ有効です。 

1 から 100 までの数値で％で指定し

ます。この変数は、ＢＡＳＩＣ型

Single（Ｃ、float）でなければなり

ません。 

STG_SET_SCANARE
A_X_FRAMES 

スキャン範囲の横幅を指定

します。 
スキャン範囲の横幅をフレーム数

で指定します。 

STG_SET_SCANARE
A_Y_FRAMES 

スキャン範囲の縦幅を指定

します。 
スキャン範囲の縦幅をフレーム数

で指定します。 

STG_SET_SCANARE
A_X_MM 

スキャン範囲の横幅を指定

します。 
スキャン範囲の横幅をミリメート

ルで指定します。 

STG_SET_SCANARE
A_Y_MM 

スキャン範囲の縦幅を指定

します。 
スキャン範囲の縦幅をミリメート

ルで指定します。 

STG_SELECT_BG_W
S 

現在アクティブになってい

るワークスペース上の画像

を背景画像として選択する

時に使用します。 

ワークスペース上の画像のドキュ

メントＩＤが戻ります。エラーの場

合はエラーメッセージが戻ります。 

STG_SELECT_BG_SU
BTRACT 

背景を減算するか否かを切

り替えます。 
背景を減算する場合はブール値の

１を、減算を行わない場合はブール

値の０を設定します。 

STG_SELECT_BG_FL
ATFIELD 

背景を平坦化するか否かを

切り替えます。 
背景を平坦化する場合はブール値

の１を、平坦化を行わない場合はブ

ール値の０を設定します。 

 

 

参照 IpStageStepXY，IpStageXY，IpStageStep Ｚ，IpStage Ｚ 

IpStageDeleteList       **  実行するにはAFAのインストールが必要です。** 

構文 IpStageDeleteList (ListID, PointsOnly) 

説明 この関数は、AFA のリスト中のすべてのポイントを削除します。 

パラメータ ListID Integer 削除するリストの ID を指定します。 

 PointsOnly Integer True = 全ポイントを削除し、空のリストを残しま

す。 

False = 全ポイントを削除し、リストも削除します。 

戻り値 成功の場合は0を、失敗の場合は負の数を返します。 

IpStageDeletePoint      **  実行するにはAFAのインストールが必要です。** 

構文 IpStageDeletePoint (ListID, Index) 

説明 この関数は、AFA のリスト中の指定されたポイントを削除します。 

パラメータ ListID Integer ポイントを削除するリストの ID を指定します。 
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 Index Integer 削除するポイントの番号を指定します。（番号は、

ポイント数を N として、０から N-1 までとなりま

す。） 

戻り値 成功の場合は0を、失敗の場合は負の数を返します。 

  

IpStageDocGet 

構文 IpStageDocGet(Setting, DocID, Value) 

説明 この関数は、Stage-Proで取り込まれた画像の情報を取得します。得られる情報は、

画像上を右クリックして得られるPosition Info（位置情報）と同様です。 

パラメータ Setting Integer 以下のうちのどれかでなければなりません。 

STGINF_X_POS：移動範囲の原点からのX方向のオフ

セットを取得します。 

STGINF_Y_POS：移動範囲の原点からのY方向のオフ

セットを取得します。 

STGINF_Z_POS：画像のZ位置を取得します。 

   STGINF_XY_FIELD：スキャン範囲のフィールド番号

を取得します。 

STGINF_Z_FIELD：Z方向のスライス番号を取得しま

す。 

STGINF_Z_NUMPLANES：Zスライスの枚数を取得し

ます。Software Auto-FocusもしくはMulti-Plane Focus

を使用して取り込まれた画像でない場合は0が返さ

れます。 

STGINF_Z_MIN：焦点が合っている試料の最下位置の

Z位置を取得します。Software Auto-Focusもしくは

Multi-Plane Focusを使用して取り込まれた画像でな

い場合は0が返されます。 

STGINF_Z_MAX：焦点が合っている試料の最上位置の

Z位置を取得します。Software Auto-Focusもしくは

Multi-Plane Focusを使用して取り込まれた画像でな

い場合は0が返されます。 

STGINF_Z_DIST：焦点が合っている試料の、最上位置

のZ位置から最下位置のZ位置までの距離を取得しま

す。Software Auto-FocusもしくはMulti-Plane Focusを

使用して取り込まれた画像でない場合は0が返され

ます。 

STGINF_Z_BEST：試料の最も焦点が合っているスラ

イスの Z 位置を取得します。Software Auto-Focus も

しくはMulti-Plane Focusを使用して取り込まれた画

像でない場合は 0 が返されます。 

 DocID Integer 情報を取得する画像のドキュメント ID を指定しま

す。アクティブ画像の場合は、DOCSEL_ACTIVE を

指定します。 
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 Value Single パラメータ値を返すユーザ変数を指定します。 

例 下のステートメントは、現在アクティブな画像X方向のオフセットを求めます。 

Dim xPos As Single 

ret = IpStageDocGet (STGINF_X_POS, DOCSEL_ACTIVE, xPos) 

コメント これら情報は、Stage-Proを用いて取り込まれた画像にのみ付加されます。 
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IpStageDocGetStr 

構文 IpStageDocGetStr(Setting, DocID, String) 

説明 この関数は、Stage-Proで取り込まれた画像の情報を取得します。得られる情報は、

画像上を右クリックして得られるPosition Info（位置情報）と同様です。 

パラメータ Setting Integer 以下のうちのどれかでなければなりません。 

STAGEINF_PATTERNNAME：画像が取り込まれた時

にアクティブだったサンプルパターンの名称を取得

します。 

STAGEINF_GROUPNAME：画像が取り込まれた時に

アクティブだったサンプルパターンのグループ名称

を取得します。 

STAGEINF_SAMPLENAME：ウェルの名称を取得しま

す。 

 DocID Integer 情報を取得する画像のドキュメント ID を指定しま

す。アクティブ画像の場合は、DOCSEL_ACTIVE を

指定します。 

 Value Single パラメータ値を返すユーザ変数を指定します。 

例 下のステートメントは、現在アクティブな画像が取り込まれた時に使用されたウ

ェルの名称を取得します。 

Dim MyString As String *60 

ret = IpStageDocGetStr(STGINF_SAMPLENAME, DOCSEL_ACTIVE, MyString) 

下のステートメントは、現在アクティブな画像が取り込まれた時に使用されたサン

プルパターンの名称を取得します。 

Dim DocID As Integer 

Dim szPtn As String *255 

DocID = IpStageAcqFrame (ACQ_NEW) 

ret = IpStageDocGetStr (STGINF_PATTERNNAME, DocID, szPtn) 

コメント これら情報は、Stage-Proを用いて取り込まれた画像にのみ付加されます。 

IpStageField 

構文 IpStageField(FieldNum) 

説明 この関数は、ステージを指定のフィールドまで移動します。 

パラメータ FieldNum Integer 移動先のフィールド番号です。もしくは、以下のう

ちのどれかが指定できます。 

STG_BEGINNING 

STG_END 

STG_NEXT 

STG_PTEVIOUS 

これらの定義については以下のコメントを参照して

ください。 
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例 下のステートメントは、現在のスキャン範囲の3番目のフィールドへ移動します。 

ret = IpStageField(2) 

コメント フィールド番号は、０から ｎ－１までです。ここにｎは定義されているフィールド

番号を示します。IpStageControl(STG_GET_TOTAL)で、現在のスキャン範囲で

のフィールド数を取得します。 

FieldNum Value  

STG_BEGINNING 現在のスキャン範囲の最初のフレームに移動しま

す。 

 STG_END 現在のスキャン範囲の最後のフレームに移動しま

す。 

 STG_NEXT 現在のスキャン範囲の次のフレームに移動します。 

 STG_PREVIOUS 現在のスキャン範囲の直前のフレームに移動しま

す。 

IpStageFocusLimits 

構文 IpStageFocusLimits() 

説明 この関数は、Z方向の可動範囲の上下限を設定することをユーザーに促します。 

IpStageGet 

構文 IpStageGet(Setting0，Arg, Value) 

説明 この関数は、現在のステージパラメータに関する情報を取得します。 
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パラメータ Setting Integer 以下のうちのいずれかでなければなりません。 

STG_NUM_FIELDS ： 現在のスキャン範囲の全フィ

ールド数を返します。AcquireタブでTile Imageオプシ

ョンが選択されている場合は、１が返されます。 

STG_X_FIELDS ： 現在のスキャン範囲のＸ方向での

フィールド数を返します。 

STG_Y_FIELDS ： 現在のスキャン範囲のＹ方向での

フィールド数 を返します。 

STG_GUARD_PIX ： ガードフレームの幅をピクセル

単位で返します。 

STG_GET_RAW_X：コントローラの使用している、パ

ルスやモーターステップの単位に基づいたX位置を返

します。 

STG_GET_RAW_Y：コントローラの使用している、パ

ルスやモーターステップの単位に基づいたY位置を返

します。 

STG_GET_RAW_Z：コントローラの使用している、パ

ルスやモーターステップの単位に基づいたZ位置を返

します。 

STG_GET_SLICE_SIZE：単一のZスライスサイズを返

します。 

STG_GET_Z_TOP：Zスライススタックの上限を返しま

す。 

STG_GET_Z_BOTTOM：Zスライススタックの下限を

返します。 

STG_TOTAL_AREA ： スキャン範囲の面積を平方ミ

リメートルで返します。 
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   STG_X_MM ： フレームの幅をミリ単位で返します。 

STG_Y_MM ： フレームの高さをミリ単位で返しま

す。 

STG_X_PIX ： フレームの幅をピクセル単位で返しま

す。 

STG_Y_PIX ： フレームの高さをピクセル単位で返し

ます。 

STG_NUM_GROUPS ： 現在のサンプルパターン上で

定義されているグループ数を返します。 

注記：Acquireタブ上でUse Sample Patternが選択され

ていない場合は０が返されます。Use All Groupsが選

択されていない場合は１が返されます。 

STG_CURR_GROUP ： 現在のサンプルパターン上で

使用されている現在のグループ番号（０からｎ-1）を

返します。 

STG_NUM_WELLS ：現在のサンプルパターン上で定

義されているウェル数を返します。 

STG_NUM_WELLS_X ： 現在のサンプルパターン上

で定義されているウェルのX方向のウェル数を返しま

す。 

STG_NUM_WELLS_Y ： 現在のサンプルパターン上

で定義されているウェルのY方向のウェル数を返しま

す。 

STG_CURR_WELL ： 現在のサンプルパターン上で使

用されている現在のウェル番号（０からｎ-1）を返し

ます。 

STG_CURR_XY_FIELD ： 現在のスキャン範囲上で使

用されている現在のフレーム番号（０からｎ-1）を返

します。 

STG_WELLS_IN_CURR_GROUP ： 現在のサンプルパ

ターン上で使用されている現在のグループ中のウェ

ル数を返します。 

注記：Acquireタブ上でUse Sample Patternが選択さ

れていない場合は１が返されます。 

STG_NUM_PLANES ： Z方向のスライス数を返しま

す。 

注 記 ： Control Z Plane ま た は Auto-Focus When 
Acquiringが選択されていない場合は０が返されま

す。Multiple Z Plane Captureが選択されていない場合

は１が返されます。 

STG_NUM_SCAN_AREAS : 現在定義されているスキ

ャン範囲の定義ファイル数を返します。 

STG_NUM_SAMPLE_PATTERNS ： 現在定義されて

いるサンプルパターン数を返します。 

STG_PIX_PER_MM_X ： フレームのX方向の、単位

（ミリメートル）あたりのピクセル数を返します。 

STG_PIX_PER_MM_Y ： フレームのY方向の、単位

（ミリメートル）あたりのピクセル数を返します。 
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   STG_PIX_PER_PIX_Y ： フレームのY方向の、１ピク

セルあたりの寸法（ミリメートル単位）を返します。 

STG_XY_SPEED ： XY方向のステージの移動スピー

ドを返します。 

STG_Z_SPEED ： Z方向のステージの移動スピードを

返します。 

 Arg Integer 予備項目。０を設定して下さい。 

 Value Any パラメータ値を返すユーザ変数を指定します。 

例 下のステートメントは、スキャン範囲内に現在特定されいるフィールド数を取得

します。 

DIM NUMFIELDS AS SINGLE 
ret = IpStageGet(STG_NUM_FIELDS, 0, NUMFIELDS) 

コメント このマクロを記録することはできません。 

IpStageGetAbsPoint     **  実行するには AFA のインストールが必要です。** 

構文 IpStageGetAbsPoint (ListID, Index, IpfPointAry) 

説明 この関数は、指定された AFA ポイントリストの X、Y、Z 値を得ます。 

パラメータ ListID Integer ポイントの X、Y、Z 値を得るリストの ID を指定し

ます。 

 Index Integer X、Y、Z 値を得るポイントのインデックス指定しま

す。 

 IpfPointAry LPFLOAT 得るポイントの X、Y、Z 値を、３つの Float 形式で

定義した配列を指定します 

戻り値 成功の場合は0を、失敗の場合は負の数を返します。 

IpStageGetAbsPosition     **  実行するには AFA のインストールが必要です。** 

構文 IpStageGetAbsPosition(IpPointAry) 

説明 この関数は、指定された AFA ポイントリストの絶対位置を得ます。 

 IpPointAry LPFLOAT 得るポイントの X、Y、Z 位置を、３つの Single 形

式で定義した配列を指定します 

例 下のステートメントは、スキャン範囲内に現在特定されいるフィールド数を取得

します。 

Dim Point(2) as single 

ret = IpStageGetAbsPosition(Point(0)) 

コメント 絶対位置とは、通常の取得機能で得られる現在の相対的な位置に、移動範囲の原点

からスキャン範囲の原点までの距離が加えられたものです。 

戻り値 成功の場合は0を、失敗の場合は負の数を返します。 

IpStageGetListLength   **  実行するには AFA のインストールが必要です。** 
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構文 IpStageGetListLength (ListID) 

説明 この関数は、指定された AFA ポイントリストの長さを取得します。 

パラメータ ListID Integer 値を得るリストの ID を指定します。 

戻り値 成功の場合は長さを、失敗の場合は-1を返します。 

IpStageGetNumLists    **  実行するには AFA のインストールが必要です。** 

構文 IpStageGetNumLists 

説明 この関数は、AFA ポイントリストの数を取得します。 

戻り値 成功の場合は長さを、失敗の場合は-1を返します。 

IpStageGoToList      **  実行するには AFA のインストールが必要です。** 

構文 IpStageGoToListPos (ListID, Index) 

説明 この関数は、存在する AFA ポイントリスト中の指定されたポイントが持つ XYZ 位

置にステージを移動します。 

パラメータ ListID Integer 指定するポイントが存在するリストの ID を指定し

ます。 

 Index Integer 指定するポイントのインデックスを指定します。 

戻り値 成功の場合は0を、失敗の場合は負の数を返します。 

IpStageModifyListPoint   **  実行するには AFA のインストールが必要です。** 

構文 IpStageModifyListPoint (ListID, Index, Position, PointAry) 

説明 この関数は、存在する AFA ポイントリスト中の指定されたポイントの位置を更新し

ます。 

パラメータ ListID Integer 更新するポイントが存在するリストの ID を指定し

ます。 

 Index Integer 更新するポイントのインデックスを指定します。 

 Position Integer STG_AT_CUR_STG_POS ： ポイント位置用に現在

のステージ位置を使います。 

STG_AT_GIVEN_POS  ：  ポ イ ン ト 位 置 用 に

PointAry で指定されたステージ位置を使います。 

 PointAry Any Position が STG_AT_CUR_STG_POS ならば NULL を

指定します。 

Position が STG_AT_GIVEN_POS ならば、更新する

ポイントの X、Y、Z 位置を３つの Single 形式で定義

した配列を指定します。（この場合の定義された移

動範囲についての X、Y、Z 位置は、絶対位置を指定

します。） 

戻り値 成功の場合は0を、失敗の場合は負の数を返します。 
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IpStagePlane 

構文 IpStagePlane(PlaneNum) 

説明 この関数は、指定された Z スライスにステージを移動します。 

パラメータ PlaneNum Integer ステージを移動するスライス番号を指定します。ま

たは、以下のうちのいずれかを指定します。 

STG_BEGINNING 
STG_END 
STG_NEXT 
STG_PREVIOUS 

これらの定義については以下のコメントを参照し

てください。 

例 下のステートメントは、現在のZスライススタックの３番目のスライスの原点に

ステージを移動します。 

ret = IpStagePlane(2) 

コメント スライス番号は、０から ｎ－１までです。ここにｎは定義されているスライス

番号を示します。IpStageGetコマンドのSTG_NUM_PLANESに現在のZスライスの枚

数が返されます。 

PlaneNum 説明  

STG_BEGINNING 現在の Z スライススタックの最初のフレームに移動し

ます。 

 STG_END 現在の Z スライススタックの最後のフレームに移動し

ます。 

 STG_NEXT 現在の Z スライススタックの次のフレームに移動しま

す。 

 STG_PREVIOUS 現在の Z スライススタックの直前のフレームに移動し

ます。 

IpStageSampleGroupByName 

構文 IpStageSampleGroupByName(GroupName) 

説明 この関数は、サンプルパターン中にグループをロードします。 

パラメータ GroupName String Sample Pattern タブのリストボックスに表示されて

いるグループ名を指定します。 

例 下のステートメントは、"Group 1"という名称のグループをロードします。 

ret = IpStageSampleGroupByName("Group 1") 

コメント この関数は、入力ストリングとリストボックス中の名称とを比較してマッチング

します。 

IpStageSampleGroupByNum 

構文 IpStageSampleGroupByNum(GroupNum) 

説明 この関数は、サンプルパターン中にグループをロードします。 

パラメータ GroupNum Integer Sample Pattern タブのリストボックスに表示されて

いるグループ番号を指定します。 
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例 下のステートメントは、グループ番号1のグループをロードします。 

ret = IpStageSampleGroupByNum(1) 

コメント グループ番号は、０から ｎ－１までです。ここにｎは定義されているグループ

番号を示します。IpStageGetコマンドのSTG_NUM_GROPUSに現在のグループ番号

が返されます。 
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IpStageSamplePatternByName 

構文 IpStageSamplePatternByName(PatternName) 

説明 この関数は、サンプルパターンをロードします。 

パラメータ PatternName String Sample Pattern タブのリストボックスに表示されて

いるサンプルパターンの名称を指定します。 

例 下のステートメントは、９６ウェルプレート用のサンプルパターンをロードしま

す。 

ret = IpStageSamplePatternByName("Costar96WellPlate") 

コメント Stage-Proがロードされると、ScpPtn中のディレクトリをサーチして、Sample 

Patternタブのリストボックスにすべてのサンプルパターンの名称をロードしま

す。この関数は、入力ストリングとリストボックス中の名称とを比較してマッチ

ングします。パス名を指定する必要はありません。 

IpStageSamplePatternByNum 

構文 IpStageSamplePatternByNum(PatternNum) 

説明 この関数は、サンプルパターンをロードします。 

パラメータ PatternNum Integer Sample Pattern タブのリストボックスに表示されて

いるサンプルパターンの番号を指定します。 

例 下のステートメントは、番号１のサンプルパターンをロードします。 

ret = IpStageSamplePatternByNum(1) 

コメント サンプルパターン番号は、０から ｎ－１までです。ここにｎは定義されている

サンプルパターン番号を示します。IpStageGetコマンドの

STG_NUM_SAMPLE_PATTERNSに現在のパターン番号が返されます。 

IpStageScanPatternByName 

構文 IpStageScanPatternByName(ScanPatternName) 

説明 この関数は、スキャン範囲とパターンをロードします。 

パラメータ ScanPatternN
ame 

String Scan Area タブのリストボックスに表示されている

スキャン範囲とパターンの名称を指定します。 

例 下のステートメントは、"ScanArea1"というスキャン範囲をロードします。 

ret = IpStageScanPatternByName("ScanArea1") 

コメント この関数は、入力ストリングとリストボックス中の名称とを比較してマッチング

します。 

IpStageScanPatternByNum 

構文 IpStageScanPatternByNum(ScanPatternNum) 

説明 この関数は、サンプルパターンをロードします。 

パラメータ ScanPatternN
um 

Integer Scan Area タブのリストボックスに表示されている

スキャン範囲とパターンの番号を指定します。 
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例 下のステートメントは、番号１のスキャン範囲とパターンをロードします。番号

１のスキャン範囲は、Scan Areaタブのリストボックス上では２番目のメンバーに

当たります。 

ret = IpStageScanPatternByNum(1) 

コメント スキャン範囲番号は、０から ｎ－１までです。ここにｎは定義されているスキ

ャン範囲番号を示します。IpStageGetコマンドのSTG_NUM_SCAN_AREASに現在の

スキャン範囲番号が返されます。 

IpStageSetArea 

構文 IpStageSetArea(Method) 

説明 この関数は、スキャン範囲を定義することをユーザーに促します。スキャン範囲

を辺か角で定義するかをパラメータで指定します。 

パラメータ Method Integer スキャン範囲の設定方法を指定します。 

STG_CORNERS 
STG_SIDES 

例 下のステートメントは、左上角と右下角を設定してスキャン範囲を定義します。 

ret = IpStageSetArea (STG_CORNERS) 

コメント 矩形のスキャン範囲は角で定義します。円形のスキャン範囲は辺で定義します。

この関数は、CornersおよびSidesラジオボタンを選択して、Set Area by Stageボタン

をクリックすることと同等の機能をもちます。 

IpStageSettings  

構文 IpStageSettings(FileSpec, Save) 

説明 Stage-Proの設定ファイル（*．stg）をロード、または保存します。 

パラメータ FileSpec String Stage-Ｐｒｏ設定ファイルのパスおよび名前です。 

 Save Integer STG_LOAD（ロードする）もしくは STG_SAVE（保

存する）のいずれかを指定します。 

例 下のステートメントは、現在のステージ設定を保存します。 

ret = IpStageSettings("c:¥ipwin45J¥test.stg",STG_SAVE) 

コメント テンプレートモードがオフになっている場合は、マクロは文字列型でわたされた

ファイル名を使用します。テンプレートモードがオンの場合は、文字列で指定さ

れたファイル名は無視され、Windowsのファイルボックスが表示されます。ユー

ザはパスと名前を入力しなければなりません。 

IpStageShow 

構文 IpStageShow(bShow) 

説明 この関数は、"Stage-Pro"ユーザインターフェースの表示・非表示を指定します。 

パラメータ BShow Integer "Stage-Pro" ウ ィ ン ド ウ の 表 示 切 り 換 え は 、

STG_SHOW（表示）または STG_HIDE（非表示）で

指定します。 

例 下のステートメントは、"Stage-Pro"ウィンドウを開きます。 

ret = IpStageShow(STG_SHOW) 
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コメント マクロからステージコントローラの関数を実行する場合、"Stage-Pro"ウィンドウ

を表示する必要はありません。表示・非表示の選択はユーザに依存します。ダイ

アログの中からオプションを選択する必要がある場合は、ダイアログを表示させ

ますが、あらかじめ決まった方法でステージを動かす場合は、ダイアログを表示

する必要はありません。 
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IpStageShowTab 

構文 IpStageShowTab(bShow，PageNum) 

説明 この関数は、Stage-Proタブダイアログの表示・非表示を指定します。 

パラメータ bShow Integer STG_HIDE 

STG_SHOW 

 PageNum Integer 表示するStage-Ｐｒｏタブダイアログのページを

指定します。定数は以下のうちのいずれかでなけ

ればなりません。 

STG_AREA = ０ 

STG_PATTERN 

STG_LENS 

STG_STAGE 

STG_ACQ 

例 以下のステートメントは、Stage-Proタブダイアログを開いてAcquireタブを表示し

ます。 

ret = IpStageShowTab(STG_SHOW,STG_ACQ) 

コメント このマクロを記録することはできません（タイプ入力しなければなりません）。 

IpStageSortList           **  実行するには AFA のインストールが必要です。** 

構文 IpStageSortList (ListID, ByMinDist) 

説明 この関数は、存在するAFAポイントリストをソートします。 

パラメータ ListID Integer ポイントをソートするリストの ID を指定します。 

 ByMinDist Integer 1 = 最小距離でソートします。 

0 = XY でソートします。 

戻り値 成功の場合はリストの長さを、失敗の場合は負の数を返します。 

IpStageStepXY  

構文 IpStageStepXY(Direction) 

説明 この関数は、現在位置を基準にして、ステージを１論理ステップ移動させます。 

パラメータ Direction Integer ステージの移動方向を指定する列挙型整数で、以下

のうちのいずれかでなければなりません。 

STG_UP 
STG_RIGHT 
STG_DOWN 
STG_LEFT 

定義については以下のコメントを参照して下さい。 
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例 下の例は、Ｘ軸を論理ステップサイズを0．7mmに設定し、ステージを１ステッ

プ右に動かします。 

IpstgVal = 0.7 
ret = IpStageControl(SETSTEPX, IpstgVal) 

ret = IpStageStepXY(STG_RIGHT) 

コメント IpStageControl（SETSTEPX）またはIpStageControl(SETSTEPY）を使って、論理ス

テップサイズを設定します。 

Direction に使用する値は以下の通りです。 

 Direction 説明 

 STG_UP この値は、ステージを１論理ステップ↑方向に動かします。 

 STG_RIGHT この値は、ステージを1論理ステップ→方向に動かします。 

 STG_DOWN この値は、ステージを1論理ステップ↓方向に動かします。 

 STG_RIGHT この値は、ステージを１論理ステップ←方向に動かします。 
   

参照 IpStageControl, IpStageXY, IpStageStepZ, IpStageZ 

IpStageStepZ 

構文 IpStageStepZ(Direction) 

説明 この関数は、現在位置を基準にして、焦点を１論理ステップ移動させます。 

パラメータ Direction Integer ステージの移動方向を指定する列挙型整数で、以下

のうちのいずれかでなければなりません。 

STG_UP - ステージをレンズに１論理ステップ近づ

け（上げ）ます。 
STG_DOWN - ステージをレンズから１論理ステッ

プ離し（下げ）ます。 
STG_AUTO - ハードウェアのオートフォーカス機

能を使って、焦点を自動的に合わせます。 

例 下の例は、Ｚ軸ステップサイズを20マイクロメーターに設定し、ステージを１ステ

ップ上に動かします。 

IpstgVal = 0.02 
ret = IpStageControl(SETSTEPZ, IpStgVal) 
ret = IpStageStepZ(STG_UP) 

コメント IpStageControl（SETSTEPZ）関数を使用して、論理ステップサイズを設定します。 

ステージがオートフォーカス機能を装備していない場合は、STG_AUTOを使用しな

いでください。オートフォーカスを持たないコントローラーでこれを使用すると、

ハードウェアがハングアップしてしまいます。 

参照 IpStageControl，IpStageStepXY，IpStageXY，IpStageZ 

IpStageWell 

構文 IpStageWell(WellNum) 

説明 この関数は、特定のウェル位置にステージを移動させます。 
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パラメータ WellNum Integer ステージを移動するウェルの番号を指定します。以

下のいずれかでも可能です。 

STG_BEGINNING 
STG_END 
STG_NEXT 
STG_PREVIOUS 

   これらの定義については下記のコメントをご参照下

さい。 

例 下の例は、現在のサンプルパターン中から選択された現在のグループの、３番目の

ウェルにステージを移動します。 

ret = IpStageWell(2) 

コメント ウェル番号は、０から ｎ－１までです。ここにｎは、現在のサンプルパターン中

から選択された現在のグループ中のウェル番号を示します。IpStageGetコマンドの

STG_NUM_WELLSに現在のウェル番号が返されます。 

 WellNum 説明 

 STG_BEGINNING 現在のサンプルパターン中から選択されている現在のグルー

プの、最初のフレームに移動します。 

 STG_END 現在のサンプルパターン中から選択されている現在のグルー

プの、最後のフレームに移動します。 

 STG_NEXT 現在のサンプルパターン中から選択されている現在のグルー

プの、次のフレームに移動します。 

 STG_PREVIOUS 現在のサンプルパターン中から選択されている現在のグルー

プの、直前のフレームに移動します。 

 STG_BEGINNING 現在のサンプルパターン中から選択されている現在のグルー

プの、最初のフレームに移動します。 

 ウェルは行順に番号が振られます。96ウェルプレートでは、ウェル番号0～11はA,1

～A,12に対応し、ウェル番号12～23はB,1～B,12に対応します。 

参照 IpStageControl，IpStageStepXY，IpStageXY，IpStageZ 

IpStageXY 

構文 IpStageXY(xPosition，yPosition) 

説明 この関数は、ステージを特定の位置に移動させます。 

パラメータ xPosition Single ステージ移動先のＸ軸上の位置（ミリ単位）です。 

 yPosition Single ステージ移動先のＹ軸上の位置（ミリ単位）です。 

例 以下の例は、4ｘ3ウェルマトリックス上でステージを移動させます。各ウェルは右

隣と2mm、下と1．5mm離れています。マクロ開始時、左上のウェルがカメラの下

に位置しています。 

Dim XPos As Single, YPos As Single  
Dim XIndex As Integer, YIndex As Integer 
' Set the origin of the X and Y Axis to the current position. 
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 IpStgVal = STG_CURRENT 
ret = IpStageControl(SETORIGIN, IpStgVal) 
For YIndex = 1 to 3 
 For XIndex = 1 to 4 
 ' Snap an image and process it 
 ret = IpAcqSnap(ACQ_NEW) 
  
  
  
 ' Move the stage to the right 
 XPos = XPos + 2.0 
 ret = IpStageXY(XPos, YPos) 
 Next XIndex 
 XPos = 0.0 
 YPos = YPos + 1.5 
Next Yindex 
 

コメント X/Y原点からの距離で指定します。IpStageControlを使って、XおよびＹ軸原点を設

定します。 

参照 IpStageControl，IpStageStepXY，IpStageZ 

IpStageXYRead 

構文 IpStageXYRead(ipString, iNumChar, iTimeout) 

説明 この関数は、ステージコントローラからの返答整数を読み込みます。 

パラメータ ipString String ステージに送られるASCIIZ文字列です。 

 iNumCharaters Integer ステージから読み込まれる文字数です。 

 ITimeout Integer 送信に必要な最大時間を秒単位で指定します。 

戻り値 成功の場合は文字数を、失敗の場合は0を返します。 

コメント この関数は、通常IpStageXYWriteの後に使用され、コマンド終了時にステージから

の返答を受け取ります。 

参照 IpStageXYWrite 

IpStageXYWrite 

構文 IpStageXYWrite(ipString, iTimeout) 

説明 この関数は、ステージコントローラにコマンドを送ります。 

パラメータ ipString String ステージに送られるASCIIZ文字列です。 

 Itimeout Integer 送信に必要な最大時間を秒単位で指定します。 

戻り値 成功の場合は文字数を、失敗の場合は0を返します。 

コメント IpStageXYReadを使って、コマンド結果を受け取ります。このマクロコマンドは、一

時停止の後に続くか、IpMacroStopによってWriteマクロがコントローラと通信し、

コントローラがコマンドを処理する時間が与えられた後に続くかでなければなり

ません。 
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 注記：この関数の正常終了は、Stage-Proとコントローラの通信ができることを保証

するものではありません。 

参照 IpStageXYRead 

IpStageZ 

構文 IpStageZ(zPosition) 

説明 この関数は、特定位置まで垂直にステージを動かして焦点を変更します。 

パラメータ zPosition Single ステージを移動先の垂直（Ｚ）軸原点からの位置（ミ

リ単位で）です。 

例 以下の例は、ステージを焦点原点から50マイクロメーターの位置まで動かし、レン

ズから離し（下げ）ます。 

ret = IpStageZ(-0.05) 

コメント IpStageControlを使用して、Ｚ軸原点を設定します。 

"Stage-Pro"タブの"Ｚ Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ"オプションを必ず設定してくださ

い。このオプションは、お使いのステージコントローラに合わせて焦点つまみの1

回転当たりの移動距離を指定します。Image-Pro Plusはこれを使って、zPositionのミ

リ数値をコントローラのモーターステップに変換します。設定されていない場合、

Ｚが正しく動きません。「第6章－Stage-Proのセットアップ」をご参照下さい。 

参照 IpStageControl, IpStageXY, IpStageStepZ 

IpStageZRead 

構文 IpStageZRead(ipString, iNumChar, iTimeout) 

説明 この関数で、焦点コマンドを受け取ります。 

パラメータ ipString String 焦点ハードウェアに送られるASCIIZ文字列です。 

 iNumCharaters Integer ステージから読み込まれる文字数です。 

 Itimeout Integer 送信に必要な最大時間を秒単位で指定します。 

戻り値 成功の場合は文字数を、失敗の場合は0を返します。 

参照 IpStageZWrite 

IpStageZWrite 

構文 IpStageZWrite(ipString, iTimeout) 

説明 この関数は、ステージコントローラに焦点コマンドを送ります。 

パラメータ ipString LPSTR 焦点ハードウェアに送られるASCIIZ文字列です。 

 Itimeout Integer 送信に必要な最大時間を秒単位で指定します。 

戻り値 成功の場合は文字数を、失敗の場合は0を返します。 

参照 IpStageZRead 
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付録A － Scope-Pro用語一覧

Active Image（アクティブな画像）：

画面上で現在選択されている画像ウィンドウ。Image-Pro上に1つの画像ウィンドウだけが開

いている場合、その画像ウィンドウは常にアクティブなウィンドウです。1つ以上の画像ウィンド

ウが開いている場合は、画面の一番手前にある画像ウィンドウがアクティブなウィンドウになり

ます。アクティブなウィンドウのタイトルバーは、強調表示（通常は青色）になっています。

Active Window（アクティブなウィンドウ）、Active Workspace（アクティブなワークスペース）も

同義です。

AOI "Area of Interest"（操作対象領域）：

Image-Proでは、Image-Pro上で開かれている画像の指定領域内の連続したピクセルの部分

集合を意味します。Scope-Proでは、前バージョンで使用されていた用語で、現在はScan

Area（スキャン範囲）と呼ばれています。後述を参照して下さい。

Area of Travel（移動範囲）：

ステージの移動する範囲。X、Y両軸に沿ったステージのすべての移動は、この移動範囲内

に制限されます。Area of Travelは、ステージの物理的な移動限界まで定義することもできま

すし、ユーザーが決定したより小さい範囲を定義することもできます。最低１つのステージにこ

の定義を行っておかなければなりません。また、レンズや顕微鏡の光学機器に衝突しないよ

うに範囲を決める必要があります。

Calibration (較正)：

ピクセル以外の単位でピクセル間の距離を表すために長さのスケールを再定義する処理を

空間較正といい、輝度値を別の測定単位で表すために画像の輝度スケールを再定義する処

理のことを輝度較正といいます。

例えば、空間較正では測定値が「マイクロメーター」、「キロメートル」等の実寸の単位で算出

され、輝度較正ではピクセルの輝度値が「IOD（Integrated Optical Density：積分光学濃度）」

などで算出されます。

Image-Proには両方の較正機能を持ち、Scope-Proとは空間較正とで繋がっています。

X/Yステージは、工場出荷時に、ステージの1ステップの移動距離が、マイクロメータ/ステッ

プやステップ/ミリメータなどの既知のサイズで前設定されています。それゆえ、ステージの移

動距離を移動したピクセル数と比較することは、以降の測定に非常に正確な較正をもたらし

ます。

Scope-Proで取り込まれた画像には較正情報が付加され、Image-Pro Plusの全体にわたって

使用できます。



Scope-Pro用語一覧

付録A-2

Component（コンポーネント）：

顕微鏡ハードウェアの、制御可能な１つの装置を意味します。

Controller（コントローラ）：

通常シリアルポートを通じて、１つもしくは複数のコンポーネントをコンピュータ制御する顕微

鏡ハードウェアの１装置のことです。Componentの項もご覧下さい。

DocId "Document ID"（ドキュメントID）：

Image-Pro上で開かれている間、画像に与えられる画像の識別番号。画像が開かれた順に

番号が振られます。

Field（フィールド）：

スキャン範囲内の、フレームサイズで定義された下位レベルの範囲。スキャン範囲が、X方向

にｎフレーム、Y方向にｍフレームで定義される時、このスキャン範囲はｎ×ｍ個のフィールド

を持ちます。Scan Areaの項もご覧下さい。

File Format (ファイルフォーマット)：

画像データ形式、圧縮形式（適用可能な場合）、及び中間調出力パターン（2値画像）に基づ

いて、画像がディスクに保存される方法。例えば、TIFF、BMPなどのファイルフォーマットがあ

ります。

Frame（フレーム）：

１回の画像取り込みで取り込まれる範囲。フレームサイズはカメラの解像度、使用しているレ

ンズ、その他光路上の光学機器に依存します。

Module（モジュール）：

Scope-Pro v4.1は２つのモジュールからなっており、Stage-Pro（電動XYZステージ制御モジュ

ール）とScope-Pro（電動フィルタやシャッター、自動化顕微鏡などの制御モジュール）があり

ます。両者は共に、Scope-Pro v4.1のModuleです。

Origin, Area Of Travel（移動範囲の原点）：

Area of Travel（移動範囲）の原点は、移動範囲の左上角を意味します。一旦１つの移動範囲

を設定すれば、（範囲の広さが定義されるので）以降は原点を設定するだけでよくなります。

Origin, Scan Area（スキャン範囲の原点）：

スキャン範囲の原点は、範囲の左上角を設定することで、現在のスキャン範囲のためのステ

ージの位置を決定します。Set Originコントロールやサンプルパターンを通しての移動により、

スキャン範囲の原点は設定されます。
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Sample Pattern（サンプルパターン）：

サンプルパターンは、与えられたスキャン範囲をステージ上の異なった位置で複数回繰り返

して使用する場合の、スキャン範囲の外側に設定されるパターンです。マルチスライドステー

ジの各スライド、違った種類の各ウェル、複数ウェルのプレートなどの場合に定義します。

Outer Sample Patternとも呼びます。

Scan Area（スキャン範囲）：

現在のスキャンパターンによってスキャンされる、ステージの移動範囲を意味します。

Step Size（ステップサイズ）：

ステージコンポーネント（X/YステージまたはZフォーカス）は物理的なステップサイズを持って

います。ステップサイズとは、ステッパーモーターに与えられるインパルスによってステージ位

置が変化する時の、ステージの移動距離を意味します。このサイズは、Configureタブ上での

み各コンポーネント用に使用されます。

Scope-Proは論理的なステップサイズも持っています。これは、試料を観察する場合に最も都

合のよいようにユーザーが定義したステップサイズのことです。但し、物理的なステップサイズ

より小さくはできません。

Tile Image（タイル画像）：

Scope-Proを用い、スキャン範囲の全フィールドを並べて生成した１つの大きな画像を意味し

ます。

Zoom Factor（拡大倍 率）：

画像を拡大/縮小する場合の倍率。正の倍率はZoom in（拡大）に使用され、負の倍率は

Zoom Out（縮小）に使用されます。
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付録B － Auto-Proエラーコード 

下表は Auto-Pro の関数から返されるエラーコード一覧です。 

エラーの場合は負の値が返されます。 

IPCERR_NONE はエラーが無いことを示します。 

エラーがない場合、関数からは実行結果が正の値で返されます。 

 

IPCERR_NONE 関数がエラーが無く完了したことを示します。 

 

IPCERR_APPINACTIVE Image-Pro が動作中でなく Auto-Pro の関数が実行できな

いエラーを示します。Auto-Pro の関数は、外部プログラ

ムからだけ使用できます。 

 

IPCERR_NOTFOUND Stage-Pro、Scope-Pro の初期化中に致命的なエラーが生

じたことを示します。 

 

IPCERR_DLLNOTFOUND Scope-Pro によって使用できない状態、通常、プラグイ

ンモジュールの消失、破壊を示します。 

 

IPCERR_FUNCNOTFOUND Scope-Pro によって使用できない状態、通常、コマンド

もしくはパラメータが不正であることを示します。 

 

IPCERR_INVCOMMAND 使用されたコマンドが現在の構成では正しくないこと

を示します。（例：フォーカスコンポーネントがインス

トールされていない状態でZ フォーカスを制御しようと

した。） 

 

IPCERR_NODOC Scope-Pro によって使用できない状態、通常、画像が開

かれていなにのに更新の関数が実行されたエラーを示

します。 

 

IPCERR_INVARG 指定された関数のパラメータが正しくないか、現在の構

成の範囲外であることを示します。 

 

IPCERR_MEMORY 関数を完了させるためにはメモリが不足状態であるこ

とを示します。 

 

IPCERR_BUSY Scope-Pro によって使用できない状態、通常、アプリケ

ーションがビジー状態であることを示します。 

 

IPCERR_FUNC Scope-Pro によって使用できない関数であることを示し

ます。 
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付録C － 使用上のヒント 

 

Scope-Pro、Stage-Pro をお使いになる際のいくつかのヒントを記述しました。ご参照

下さい。 

 

A. Scope-Pro を用い、１つの顕微鏡スライドからタイリング画像を取り込む場合： 

1. スキャン範囲を設定後、取り込みを始めたい位置にステージを移動し、Stage タ

ブの Current Pos.（現在の位置）ボタンをクリックします。このボタンは Set XY 

Origin（XY 軸原点の設定）欄にあります。 

2. Acquire タブの Acquire（取り込み）ボタンをクリックして画像を取り込みます。

Current Pos.（現在の位置）を選択していなければ、Scope-Pro は現在設定されて

いる原点から画像の取り込みを開始します。 

3. 同じスライドから別のタイリング画像を取り込みたい場合は、画像の取り込み

を開始したい位置に再度ステージを移動します。次に Stage タブの Current Pos.

（現在の位置）ボタンをクリックして新しい原点を設定します。その後に、

Acquire タブの Acquire（取り込み）ボタンをクリックして画像の取り込みを開始

します。 

 

B. 複数のスライドを持ったスライドホルダー付きの顕微鏡、もしくはマルチウェル

プレートを使用する場合： 

96 ウェルプレートや４点式スライドホルダー用の Sample Pattern（サンプルパター

ン）、顕微鏡スライドや個々のウェルから画像を取り込む範囲を指定する Scan Area

（スキャン範囲）の両方を作成する必要があります。 

スキャン範囲を作成してからサンプルパターンを作成するようにすると、より自然な

作業手順となります。 

 

C. マルチスライドホルダー、マルチウェルプレート用にサンプルパターンを定義する場

合： 

ウェルもしくはスライドをグループ化したプロトコルを作成する場合は、サンプル

パターンと実際のスライドやプレートの位置が正しく合っているようにしてから

Group（グループ）を定義します。 

まず、スライドの位置合を行います： 

1. 初めに左上のウェルもしくはスライド（A1）を含むグループをひとつ定義し、

次に右下のウェルもしくはスライドを含むグループを１つ定義します。 
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2. Groups Within Sample Pattern（サンプルパターン中のグループ）欄から初めに定

義したグループを選択し、Acquire タブの Tile Images（画像タイリング）ボタン

をクリックしてから Acquire（取り込み）ボタンをクリックします。 

3. Sample Pattern タブに戻ってもう一つのグループ（右下のウェルもしくはスラ

イドのグループ）を選択し、２と同様にタイリング画像を取り込みます。 

4. この際、含ませようとしたウェルもしくはスライドが、タイリング画像の中央

に位置に来るようにタイリングができたかを検証します。（倍率や取り込むフ

レームの有効範囲により、下部もしくは右下部に予備の部分が必要になること

があります）。 

 

タイリングされた両画像で、ウェルもしくはスライドにずれがある場合は： 

1. 最初にパターンの原点を正しく合わせて、パターンの全体が正しく位置合わせ

できているかを確認します。 

2. パターンの位置合わせが正しくできたら、Edit Outer Sample Pattern（サンプル

パターンを編集）ダイアログボックスの DeltaX（列間隔）ボタンと DeltaY（行

間隔）ボタンを使用して設定されたウェルもしくはスライド間の距離が正しい

かを、2 番目の画像（右下のウェルもしくはスライドの画像）を位置合わせす

ることで検証します。 

3. 2 番目の画像が左側にずれてタイリングされていれば DeltaX が大き過ぎ、上側

ににずれてタイリングされていれば DeltaY が大き過ぎます。2 番目の画像の左

辺に前のウェルもしくはスライドの範囲が大きく存在しているなら、DeltaX が

小さ過ぎ、上辺に存在していれば DeltaY が小さ過ぎます。 

注記：DeltaX、DeltaY はそれぞれ、パターン中の行数分、列数分累算されます。384

ウェルプレートのような大きなパターンでは、非常に小さな変更でも即座に倍増し

ます。 

 

次に、使用しているプロトコルがウェルもしくはスライドのグループを含んでいる

場合は、グループを定義します： 

1. Sample Pattern タブの Add Group（グループを追加）ボタンをクリックして最初

のグループに名を付けます。 

2. タブの下部にあるサンプルパターンの定義ウィンドウ上をクリック、ドラッグ

して矩形を作成し、最初のグループの範囲を定義します。 

3. 複数のグループを追加、命名、クリック、ドラッグにより矩形を作成、範囲定

義することもできます。 
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D. サンプルパターンをアーカイブし、繰り返し使用する場合： 

サンプルパターンを用いたプロトコルを作成する場合は、ウェルもしくはスライド

をグループ化するしないにかかわらず、Edit Outer Sample Pattern（サンプルパター

ンを編集）ダイアログボックスの Save As Template（テンプレートとして保存）オ

プションを用います。 

1. 最初のサンプルパターンを定義する場合は（ウィザードを使用する場合も使用

しない場合も）、前記の Save As Template（テンプレートとして保存）チェッ

クボックスをオフにしておきます。 

2. パターンの範囲を設定し、オプションを表示させて Save（保存）ボタンをクリ

ックします。 

3. 次にパターンの位置合わせを検証し、必要ならばグループを定義します。 

4. これでパターンがプロトコル用に完成しましたので、Save As Template（テン

プレートとして保存）オプションを使用することができます。Sample Pattern

に戻り、Edit Current Patter（現在のパターンを編集）を行い、Edit Outer Sample 

Pattern（サンプルパターンを編集）ダイアログボックスタブで Save As Template

（テンプレートとして保存）オプションをオンにして Save（保存）ボタンをク

リックします。保存されたパターンは誤って更新されないように読み込み専用

のマークが付きます。 

 

注記：この状態でも他のグループをパターン上に定義でき、いつでも必要な時

に、実験や検証を行うことができます。ただし、どのような変更も Image-Pro

のセッションが開設されている間の一時的なもので、パターンテンプレートに

保存はされません。 


